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利用上の注意
1　この索引の目的

　この索引は，明治以降の日本経済の実証分析を目的とした文献，および分析のための理論的方法と

基礎資料にかんする文献を選択し，内外の日本経済研究者の利用に供することを目的としている。

∬　収録の範囲

　1　日本経済の実証分析を目的とした文献については，日本瀞よび外国の図書・論文・モノグラフ

　　・国際会議の記録・書評論文など，できるだけ広く収録するようにつとめた。

　2　日本経済分析のための理論的方法にかんする文献は，日本で発表されたものに限った。

　　　外国語で発表されたこの種の文献を，研究者が探すための索引は，すでに外国によいものが相

　　当存在しているからである。　　（例えば　The　J◎umal　of刀c皿◎mic　Abstracts，封c◎nomlc

　　　Library　Selections，　Intemational　Bibliography　of　Economics，　Index　of　Economic

　　　J◎umals，　Bib三i◎9’頑ie　deぞSoziaiwis§eロsc厨ten，　etc．）

　3　日本経済分析のための基礎的資料については，現在の段階では統計年報その他の統計資料の収

　　録は非常に困難なので断念した。しかし左がら統計資料を利用するために役立つツールは収録す

　　るようにっとめた。（例えば産業分類表，統計調査の改訂の説明など）白書は収録した。

　4　日本経済分析に役に立つと思われる特殊文献目録，年表，辞典などの参考図書は収録した。

　5　地方出版物については，主要な地方大学拾よび地方官庁の研究所によって出版された図書・モ

　　ノグラフ・雑誌論文に限定した。

　6　外国語で発表された日本経済分析および分析のための理論的方法匠かんする図書・論文の邦訳

　　ぱ収録した。

　7　図書は市販の図書のほか，できるだけ官庁刊行物および会社，民間団体などの出版物も収録す

　　るようにつとめた。

　8　雑誌論文は，主として学術雑誌，重要な商業雑誌，官庁および会社の調査月報・季報の論文に

　　限定した。この索引に収録されなかった雑誌の論士および，この索引の関連主題を扱った論文に

　　ついては，次の索引，書誌を参照されたい。

一　　般

　　　雑誌記事索引一一人文・社会編（月刊）　国立国会図書館編

経済学一般
　　　経済学文献季報（季刊）　経済資料協議会編

　　　経済学文献月報（月刊）　大阪市立大学経済研究所編　（「経済評論」掲載）

経済史
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　　　経済史文献解題（年刊）　日本経済史研究所編

労　　働

　　　労働関係資料文献目録（月刊）　法政大学大原社会問題研究所編　（「月刊労働問題」掲載）

　　　新着雑誌記事索引（和雑誌）（月刊）　日本労働協会図書館編　（「労働資料」掲載）

社会保障
　　　社会保障関係文献・資料月報（月刊）　健康保険組合連合会社会保障研究室編

都市問題・地域経済

　　　都市問題関係雑誌記事索引（月刊）　東京市政調査会編　（「都市問題」掲載）

　　　地域開発関係文献（季刊）　日本地域開発センター編　（「地域開発」掲載）

産業一般
　　　産業経済雑誌主要記事索引（半月刊および年刊）　日本開発銀行中央資料室編

鉄鋼産業
　　　鉄鋼資料月報（月刊）　日本鉄鋼連盟・資料室編

農　　業

　　　国内雑誌記事索引（月刊）　農林省図書館編　（「農林図書資料月報」掲載）

交　　通

　　　交通関係主要記事索引（半月刊・年刊）　日本国有鉄道総裁室文書課編

経営学
　　　経営学文献目録（季刊）　一橋大学産業経営研究所編　（「ビジネス・レヴユー」掲載）

　　　生産性資料速報（半月刊）　日本生産性本部図書室編

中小企業

　　　中小企業および地域経済に関する訟もな文献（隔月刊）　大阪府立商工経済研究所編　（大阪

　　　経済の動き」掲載）

国際経済
　　　国際経済文献資料目録（月刊）　東京経済大学経済経営研究所編

　班記載の形式

　　1　文献の記載形式は経済資料協議会発行の「経済学文献季報」の形式に大体準じた。

　　2　論文は著者名，論文名，雑誌名，巻，号，頁～頁，発行の日・月・年の順に記載した。

　　　　　i雑誌の巻・号のあらわし方は次のようにした。

　　　　　　たとえば20巻1号は20（1）とした。

　　　　　　　20巻3号と4号の合併号のばあいは20（3／4）とした。

　　　　　U発行日付のあらわし方は次のようにした◎

　　　　　　たとえば1968年5月発行の日本の雑誌は（5，1968）とし，外国雑誌のばあい

　　　　　　　は（May　1968）とした。

　　　　　i∬週刊または半月刊のばあいは，発行日を発行月の前に入れ，1968年5月1日発行の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一iii～



　　　　　　ものは（1，5，1968）とした。

　　　　iv巻・号のないばあいは，発行年月をもってこれに代えた。たとえは1968年5月発行

　　　　　　のものは1968（5）とした。

　　　　v　続き論文のばあいは，たとえば（1）が5巻1号（1，1968），（2）が5巻3号

　　　　　　（3，1968）の雑誌に掲載されているときは，次のようにした。

　　　　　　5（1），18～38　 （1タ1968）：，

　　　　　　5（2），1～25（3，1968）
　3　図書・パンフレツト・モノグラフは著者または編者，書名，発行地，発行所，刊行の月・年，

　　頁数，シリーズ名，定価（市販のぱあい），の順に記載した。

　4　図書のたかの論文は著者，論文名，掲載図書名（「　　」に入れて示す），論文掲載の頁～

　　頁，の順に記載した。

　5　座談会の出席者は座談会名の後に記載した。

　6　星印（＊）は図書・パンフレツトまたはモノグラフの記号であり，短剣印（十）は論文集のな

　　かの論文の記号である。

　7　重要と思われる図書は，内容目次を章の単位迄記載した。

IV分　　　類

　1　この索引の分類表は「日本経済統計文献センター分類表，昭42年」の大綱目に従って次のよ

　　うに定めた。各大綱目にどのような主題が含まれるかを明らかにするために，参考として同分類

　　表の主綱表を掲げた。

　2　論文集など著者が2入以上の図書のばあい，図書として分類するほか，もしその図書のなかの

　　論文が異なる主題を扱っているときは，分類表の各々の分類項目へも分出した。論文集であって

　　も各々の論文が同一主題を扱っているぱあいは，その図書の内容目次を掲載するに止めた。

　3　2つ以上の主題を含む図書，論文は，それぞれの分類項目に重出した。

V　文献の配列

　　各分類項目のなかの文献の配列は，著者のアルフアベツト順（ヘボン式）によった。著者のない

　ばあいは，書名をもってとれに代えた。

この索引の誤りや改善の方法につきまして

多くの利用者の御意見を寄せられますよう拾

願いいたします。通信は

細谷新治，一橋大学経済研究所日本経済統

計文献センター，（東京都国立市国立）

Tel．◎425－－72－11◎1　（内線388）宛齢

一 寄せ下さい。
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No七ice　for　users

工　P㏄P（）se　Of　o在　i孔dex

dur　purpose　is　七〇provide　Japanese　＆　£oreign　scholars　and
resea℃chers　wi七h　a　se工ee七ed　index　of　li七era七ure　whose　aim　is

七〇　巫alyse　七he　Japan．ese　ecOrlomyフ　li七e㌘aもure　whose　s℃d）jecもis

εロaly七ic　al　meもhods　o王　e　c　Onomi　c　sク　and　工asもly　f皿damen七al

works　which　are　usefu：L　for　七he　ana工ys工s　of　七he　Japanese

economy・

工工　Scope　of　七he　：Li七e苦a七rぽe　i孔cluded　in七his　工ndex

1　工n　七he　case　of：Li七e℃a七ure　ぬich　aims　七〇　ana］．y鷺e　七he

　　Japane　se　economy，　we　endeavoured　七〇　record　as　wide：Ly　as

　　pOssi「ble3　bOOksク　a㍗七iole　s戊　mOnOg∫aphs3　pr◎ceedings　of

　　i品erna七ionaエconferences，　review　ar七icles，　e七cりbo七h
　　home　and　abroad，　have　been　included．

2　工n　七he　case　of工iもe㌘a七ure　巫ose　sUbjec七　is　ana工y七ica工

　　me輻hods　of　ecOnOmic　s，　we　have　confined　ourse：Lve　s　七〇　works

　　pub：Lished　in　Japa工L．　　This　is　be6ause　enough　excel］．en七

　　indices　already　exis七　〇u七side　Japan　七〇　enable　scholars　七〇
　　find　七his　｝dnd　of　Xi七era七℃ぽe　p凪）：Lished　in　lang℃｛age　s　◎もher，

　　七han　Jε庄）ane　se，　（e●gの　田he　JO・urna：L　Of　EoonOmio　Abs七主acもsヵ

　　Economic　Librar）r　Se工ec七ions，　工n七erna七ional　Bib：Liography　of

　　Economics，　Xndex　of　Economic　Journa］．sフ　Bi「bliographie　der
　　Sozialwissen　schaf七en　3　e七c●）冑

3　工n　七he　case　of　fundament）a：L　works　which　are　usef・uユ　for　“じhe

　　ana：Lysis　of七he　Jap孤e　se　econo項y，　a七pre　sen七　we　found　i七

　　七〇〇　difficuユ七　七〇　record　s七a七is七ica：L　yearbooks　or　o七her

　　s七a七is七icaX　ma七eria工s●　　Howeveで3　刊e　endea亨oぼed　七◎　rec◎鐙d

　　七〇〇ユs　whioh　εぼe　heエpful　fOr　using　七he　avai1εd）工e　s七atis七i－

　　ca］．　ma七eria：Ls，　（e．g．　七he　c工assifica七ion　of　indus七ries，

　　exp工ana七ion　s、rela七ing　七〇　七he　revi　sion　of　s七a七is七ical

　　Surveys，　eもc．）。　We　did　recO釦d　whi七e　papers・

14　W壱　recorded　reference　books　which　seem七〇　be　useful　for
　　arlalyzing　七he　Japanese　econo㎎r，　（e．g．　specia工　biblio－
　　graphie　s3　h己s七〇rica工　七ab：Le　s戊　dic七iOna℃ies戊　e七c．）●

5　］：n七he　case　of　locaエpublica七ions2　we　have　confined　ou蛤一

　　se工ves　七〇booksフ　monographs　md　ar七i¢工es　in　periodica工s
　　published　by　七he　main　non－na七ionaユ　m工▽er　si七ies2　and

　　research　ins七i七u七es　of工ocaX　goveで資men七　au七ho℃i七ies．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一V←



6　we　recorded　もhe　5apanese　七ransla尤戊Ons　Of　impor七an七　books

　　and　ar七icles　on　七he　Japanese　econor口，　and　also　七hose　on

　　analy七ical　me七hods　of　economics　which　have　appeared　in
　　foreign．工ang豆ages・

7We　ende雛oured七〇reCord　co㎜ercia工publica七ions孤d，　as
　　far　as　possible，　七hOse　o£　governm鶯n七，　cO㎎）anies　and　non－

　　90▽ernmen七　〇rganiza七ions戊　e七C●

8　工n　七he　case　of　ar七ユcles，　we　have　main］．y　cOnfined　our－

　　se：Lves　七〇　七hose　appearing　in　acadernic　jOurna：Ls，

　　imPor七孤七c・㎜erc垣1　peri・dicals，　m・ηしhly　or　quar七erly
　　s曜過▽eys　p「αblished　by　gOveで刀men七　〇㌘ganiza七ions　and

　　priva七e　¢o町）an　ies・　　FOr　indices　Of　ar七ieles　apPearユng　in

　　periodicals　no七　included　in　our　ゴudexフ　and　ar七icles

　　which　should『be　consul七ed　in　respec七　〇f　subjec七s　no七

　　C◎亨ered　sys七ema七ically　by捷e　pr田en七血dex，　please
　　cOnsuユ輻　輻he　fo1：Lαぷing　lis七　〇f頚aえn　Japanese　indices　and

　　bib：Liographie　s．

Genera工

Zasshi　Kiji　Sakuin－Jinbm・3hakaihen（m・n七hly）
　　ed。　by　Kokuri七〇u　Kokkai　Toshokan

Economic3　in　genera：L

Kei7戊igak・u　Bunken　Kihδ　（quar七e㌘1y）　ed・　by　Keizaえ
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　の　　　　　　　の

　　Shむyδ取o群kaエ

Keiza正gaku　Bmken　Geppδ（mon七Uy）ed◆by　Osaka
　　工chiri七su　Daまgaku　Keユzai　Kenkyモij　o　（ユぬ　「＾Keizai

　　町駈On・）

Ec　onomic　Hi　s七〇ry

Ke　i2aishi　B㎜ken　Kaidai　（y‘e　ar：Ly）　ed．　bγNiho孔

　　Keizaishi　Kenky置」○

～－ v十



Labour

　　　Rod6　Kankei　Shユry6　Bunken　Nokuroku　（rnon七hly）　ed．　by

　　　　　H8sei　Daigaku　Ohara　Shakai　MOndai　Kenky廿j　o　（工n
　　　　　「Gekkan　Rl5dδMondai」）

　　　Shinchaku　Zasshi　Kiji　Sakuin　（wazasshi）（mon七hly）
　　　　　ed・　by　Nihon　R8d～5　Ky～5kai　Toshokan　（工n「R～5d～5　Shiry6」）

Social　securi七y

　　　Shakaiho　shδ　Kankei　B　unken－Sh工ry～5　GepPδ　（mon七h：Ly）

　　　　　ed．　by　Kenkδhoken　K㎜iai　Reng6kai　Shakaihoshδ
　　　　　Kenky芯shi七su

Ci七y　prOblems　－　Regional　ecOnomy

　　　ToshimOndai　Kankei　Zasshi　Kiji　Sakuin　（mon七hly）　ed●
　　　　　by　TδkyδShisei　Chδsakai　（工n「Toshimondai」）

　　　Chiiki　Kaiha七su　Kankei　Bmken（quar七erly）ed．　by
　　　　　Nihon　Chユiki　Kaiha七su　Sen七三　（工n　「Chiiki　Kaiha七su」）

工ndus七ry

　　　San　gyδ　Keizai　Z　asshi　Sh町6　Kiji　Sakuin　（semi－mon主h：Ly＆

　　　　　ye竺rly）　ed．　by　Nihon　Kaiha七su　Ginkモ）Ch6δShiryo　Shi七su

工ron　indus七ry

　　　Tekkδ　Shユry～5　Gepp～5（mon七h］．y）　ed．　by　N　ihon　Tekkδ

　　　　　Renmei　－　Shiry～5　shi七su

Agricu1七ure

　　　　　KOkunai　Zasshi　Kiji
　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　Norinsho　Toshokan

Sakuin　（mon七hly）　ed．　by

（工n1－N6rin　Tosho　Shiry； 　　　　ロGepp　o」）

Transpor七a七ion

　　　　　Kδ七s廿Kankei　Shuy8．Kiji　Sakτ江n　（semi－mon七hly　＆

　　　　　　　ye　arly）　ed．　by］∬ihon　Kokuy宣Te七sud6　S8saishi七su

　　　　　　　Bun　shoka

〔11一一



Mallagemen七　soierlce

Keieigaku　Bu頚ke杣・kぼ・ku（quar七erly　●■■　　　＿＿　　　　直　　　　　．）ed㌔by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keiei　Kenkyujo　　　　　　　　　　　　　　　Daigaku　Sangyo　　Hi七〇七subashi

　　（血ぐBijinesu　Rebiy五」）

Seisan　sei　Shiryδ　Sokuhl5　（semi－mon七hly）　ed．　by　Nihon

　　Seisansei　Honbu　Toshoshi七su

Small　indus七ry

Ch口shδ　Kigyδ　Oyobi　Chiiki　Keizai　ni　Kεm　suru　Qmona

　　B㎜ken（bi－mon七hly）ed．　by⑦saka　Furi七su　ShδkδKeizai
　　Kenky量j・（工訂Osaka　Keiza垣・Ug。ki」）

ユh七ema七ional　Econ㈱y

Kokusεしi　Keizai　B皿ken　Shiryδ遜ok促oku　（mon七hly）　ed．　by

　　Tδky6　Keizai　Daigaku　Keizai　Keiei　Kenky置jo

工工工　Me七hod　of　ca七a：Loguing

1　The　me七hod　of　ca七a工oguing　七he　工i七era七ure　is　based　on七he

　　8七yle　of　ll　The　（）uar七erly　Bibliography　of　Economicsn

　　Pτ宜）lished　bγ　The　Associa七ion　for　Do¢umen七a七ion　in

　　Economics，　Tokyo・

2　We　have　lis七ed　ar七icles　in　七he　following　order；　au七hor，
　　もi七le　of　ar七i己工e，　℃lame　Of　periodieaユ，　vOl℃lme，　n㎜beエ㌧

　　page吟page，　day2mon七h・year　of　publi¢a七ion・

i　We　have　wri七七en　七he　vo］．㎜e　and　number　of　each　periodical
　　as　fo：L：Low』s：　for　examp工e，　Vol駕皿e　20，　翼o含1　wO証Ld　be

　　designa七ed　20（1）．　　工r1七he　case　of　cor漬）ined　volume

　　n穎Mbers2　fo㌘∈…xεW）：Le戊　VOI皿e　20》　N　o．3　and　No．L戊　斑e　have

　　designa七ed　in　七he　fo：Llowing　manエler：　20（3A）●

ii　We　have　de　signa七ed　七he　da七es　of　pub］．i（3a七ion　s　as　fo工：Low’s2

　　　for　exampleク　Japanes白　pe㌘iOdica：Ls　pub：しished　in　Mayヵ　：L9683

　　　wi］ユ　be　sho㎜　as　（5ク　lg68），　and　foreign　periodica：Ls　as

　　　（卿1968）．

iii　工rユ　七he　case　of　week：Ly　and　semi－mon七h：Ly　issue　s，　七he　da5r　of

　　　　Pて1bliea七ion　will　be　p・u七before　七he　mon七h　◎f　pぱ）lica七io孔ξ

　　　　for　example，　May　：L，　：L968　wi1：L　be　8ho㎜　as　（：L，　5，　1968）．
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iv　工f　a　periodica：L　has　no　vol．，　no．，　we　have　wri七七en　七he

　　　year　and　mon七h　of　publica七ion　in　p：Lace　of　vo：L．，　no．，　3

　　　for　exar理）le，　periodicals　pUb：Lished　in　Mεロ，　］．968・wi：Ll

　　　be　shown　as　lg68（5）．

▽　工n　七he　case　of　a　series　of　ar七icles　which　deal　wi七h

　　七he　same　七heme　bu七appear　in　differen七nur㎡）ers　of　a

　　journal　we　have　designa七ed　as　fo］．lows3　for　exar哩）：Le，　if
　　NO9：L　aPpears　in　Vol．5，　No．1（1，1968）　and　No．2　apPears

　　in　Vol．5，No．3（3クlg68）戊　we　designa七ed　5（：L），　18－38

　　（1，1968）3　5（2），　1－25（3，1968）●

3　We　have　lis七ed　books，　pamphle七s　and　monographs　in　七he
　　fo］．10wing　order：　au七hor　or　edi七〇r，　七i七］．e，　place　of

　　publica七ion，　publisher，　mon七h　and　year　of　publica『bion，
　　七he　n㎜ber　of　pages，　name　of　series孤d　price（in七he
　　case　of　co㎜ercial　ptわlica七ions）．

LWe　have　：Lis七ed　ar七icles　in　七he　books　of　co］．lec七ed

　　ar七icle　s　in　七he　following　order：　au七hor，　七i七le　of

　　ar七icle，　七i七］．e　of　七he　book　in　w’hich　七he　ar七icle　appears
　　（sh　own　七hus　「　　　　」）g　and　las七］．y　p　age～page．

5　工h　七he　case　of　recorded　discussions，　we　have　lis七ed七he

　　names　of　par七icipan七s　af七er　七he　七i七le　of　七he　discussion。

6　An　as七erisk　（x）　de　signa七e　s　a　book，　par町）hle七　〇r　mono－

　　graph．　A　dagger（十）designa七es　an　ar七icle　apPearing　in

　　abook　of　co］．lec七ed　ar七icles●

7『Where　we　have　considered　a　book七〇be　impor七an七　above
　　七he　ordinary　we　have　also　recorded　七he　subjec七　〇f　each

　　individual　chap七er．

工V　CIassifica七ion

1　The　c：Lassifica七ion　scheme’of　our　index　is　based　on　1，The

　　classifica七ion　scheme　of　The　Documen七at）ion　Cen七er　for
　　Japanese　Economic　S七a七is七ics，　：Lg67w．

　　For　purpose　of　reference　only　we　inc工uded　七he　main　head－
　　ings　of七he　c：Lassifica七ion　scheme　of　七he　Cen七er．

2　Wherl　b　Ooks　have　七wo　or　rnore　au七hors，　as　in　t）he　case　of

　　books　of　collec七ed　ar七icles，　besides　recording七hem　as
　　books，　we　ha▽e　also　recorded　each　ar七icle㎜der七he
　　appropria七e　headin　g　in　七he　classific　a七ion　by　subj　ec七．
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This　has　been　cOnsidered　especially　neces＄ary　where　七he
cOn七enもs　of　boOks　◇f　O◎11ecもed　ar七i¢工es　deal　wi七h　a

varie七y　of　differen七　subjec七s．　　工七　has　no七been

conside㌘ed　necessary　whe蛤e　books　of　collec七ed　ar七ic：Les
dea：L　wiもh　Only　one　もhe鵬．　　工h　輻his　case　we　have　cOnfined

ourselves　merely　七〇　descri’bing　七h⇔　con七en七s　of　七he　book
aξ3　a　苗hOle．

3　工n　七he　case　of　books　and　ar七icles　which　irl　clude　more
輻hε纏ユ　七wO　　s℃d）j　ec七s3

ar七icle　mder　each
ca七ion　by　subjec七．

we　have　en．七eredもhe　sε皿e　b　ook　or

appropria七ed　heading　in　七he　¢工assifi一

V　Ordering　of　li七era七ure

Wi七hごLn　e　a己h　sec七ion　we　have　adop七ed　a簸　alphabe七ica：L　ordering

using　七he　Hepburn　sys七em　of　romaniza七ion．　　「㎞en　七he

au七hor　l　s　name　is　no七　given　七he　work　is　included　in　七he

alphabe七ical　au輻hOでξs　lis七，　bu七　acc◎rding　七◎　七i七le●

We　hope　七ha七　useでs　will　be　kind　en　ough

七〇poin七　〇u七　any　mis七akes，　and七〇　〇ffer

七heir　sugg　es七ions　for　ir町）roving　七he

use　fuユne　s　s　and　cOnvenierl　oes　◎£　our

index．

虹1infO頚a輻ion　and　eO理esp。ndence
shou］．d　be　addre　ssed　七〇3

Shinji　HOso汀a戊　τhe　DO　c・随en七a七ion

Cen七er　for　Japane　se　EconOmic
S七a七is七ics戊　The　工ns七i七u七e　of　Econo］mic

Re　search，　Hi七〇七s℃技）ashi　Universi†）y．

Kmi七achユ5　TOkyo，　Japan．
Tel●　Kuni七achi　（oL　25）垣●72一工工（XL
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　　　　分　　類

Classifieati◎n

表

Scheme

　
　
　
　
ー
ム
2

A
B
C
D
B
E
F

総　　記

科学総論

経済理論

統計学　統計資料

日本経済史

日本経済論　日本経済分析一般

経済の主体と環境

G　社会経済体制

H　国民経済循環の構造

」　生産の資源

K　生産と生産活動

　K1　生産と生産性

　K2　産業構造　産業組識

L
M

K3　個々の産i業

N
P
Q
R
S

K3A　農　業
　　　K3B

　　　K3C

　　　K3D

　　　K3E

　　　K3F

　　　K3G

　　　K3H

　　　K3J

　　　K8K

　　　K8L

企業　経営

林　業

漁　業

鉱　業

建設業

工業　製造業

商　業

エネルギー産業

運輸　交通

通信業

サービス業

国民所得の分配と支出

財　政

貨幣　金融

価値　価格

経済変動

国際経済

険
価

保

物

　
　
　
　
－
よ
2

A

B
C
D
E
E
F

G
H
J
K

L

N
P
Q
R
S

G¢neral

Science　in　general

Economic　theory

Statistics　Statistical　materials

　Japanese　economic　history

Analysis　of　the　Japanese　econQmy

Main　human　agents　of　ec◎n◎頭c　act卜

　　vity　and　the　economic　environment

S◎ci，al　and　econom輌c　systems

Structuごe　of　c輌rculation　f呈白w　of　na－・

　　tional　economy

Res◎urces◎f◎roduc　t輌◎n

P∫Oduction・a猟呈茎）∫oduct輌ve　activ輌ty

KI　　Pr《xklction　aζ1d　pr◎duct三vity

K2　1ndustrial　st臓ctuτe　］【ndustrial，

　　　　　　system

K3 Specバic

　

B
C
D
E
F
G
H
J
K
L

蹴
　
3
3
3
3
3
3
3
3
8
3

　

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

砲民’ρdse

Di§tributi◎n　and　c◇nsumption◇f　na－

　　t沁M呈income

Publ　lc　f三nance

翻k＞ney　F輌nance　Insurance

Value　Prices　Speciぷc餌▲ces

玉）conomic　fluctuations

The　InternatiOnal　eConOmy

　　　輌ndlustries

Agr　icu　httre

Forestry

Fisheries

Mining　industrie＄

Construction　industries

Manufacturing　industries

Domestic　trade

Ene】rgy　industries

Trasportat　ion

Comn1皿ication

Service　industr輌es

　鳩nagen〕en　t
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　　　　　　　　　　　日本経済統計文献センター分類主綱表

　　　　　　　　　　　Main　headings　of　the　classification　scheme　of

　　　　　　　　　　　The　D◎cumentation　for　Japa鵬se　Economic　Statistics

A総　記　　　　　　　 AGen町al
　　A1　図書館　　　　　　　　　　　　　　　AI　Library

　　A2　図書学　書誌学　　　　　　　　　　　　A2　The　book．

　　A3　情報科学　情報管理　　　　　　　　　　A3　1nformation　science　Information　mana－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gement

　　A4　参考図書　　　　　　　　　　　　　　　　A4　Refer孤ce　b◎oks

　　A5　論集　評論　随筆　雑記　　　　　　　　A5　8ssays　Collected　aぎticles　Mlsee三la－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nia

　　A6　学会　団体　会議研究機関　　　　　　A6　．Acade面c　s◎cieties　Conferences　Resea－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rch　institut　ions

　　A？　研究法　指導法　研究案内　　　　　　　A7　Method　of　study　Method　of　teaching
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stu（iy　guide

　A8　双書　講座　全集　　　　　　　　　　　A8　Series　Coliected　works

　A9　稀書　　　　　　　　　　　　　　　　　Ag　Rare　books

B　科学総論　　　　　　　　　　　　　　　B　Scie獄ce　ln　general
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　B1　自然科学　　　　　　　　　　　BI　Natural　sd題ces

　　B2　入文科学　　　　　　　　　　　　　　　B2　HumanitieS

　　B3　社会科学　　　　　　　　　　　　　　　83　Sodal　scie配es

　　B4　行動科学　社会工学　　　　　　　　　　B4　Behavl◎τaユscience　Sodal　engineerjng

　　B5　歴史学　　　　　　　　　　　　　　　　B5　Historical　science

C経済学　　　　　　　　　　　CEc。nomics
　　C1経済学史　　　　　　　　　　CI　History　of　economics
　C2　経済学方法論　経済哲学　　　　　　　　　C2　Methodology　of　economics　HIilosophy
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　economics

　C3　経済分析の方法　　　　　　　　　　　　C3　Methods　of　economic　anaiysis

D　統計学　統計資料　　　　　　　　　　　D　Statistics　Stat三stica霊mater三als

　Dl　統計理論と方法　　　　　　　　　　　　DI　Statist三cal　theory

　D2　応用統計学　　　　　　　　　　　　　　　D2　Apρlied　statistics

　D3　統計制度　　　　　　　　　　　　　　D8　Statistical　systems

　D4統計資料論統計資料　　　　　　］脇極planati◇n・n　statistical　materials
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8tatiStiCal　materialS

E　経済史　経済事情　　　　　　　　　　　　　　E　Economic　history　Economic　conditions

　E1　　経済史　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　El　　Economic　history

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝X日一



迎2　経済事情

F　経済の主体と環境

F1

F2
F3
F4
F5

F6
F？

F8
F9

経済の主体

自然条件

地　　理

入種　民族

民俗　宗教　文化一般

　

　

交

育
会
外
律

　
　
治

教

社

政

法

G　社会経済体制

　G1　社会経済体制一般

（｝2

G3

G4

比較経済体制

資本主義経済体制　経済政策

社会主義経済体制　計画経済

戦争経済

騒2　　　］｛ヨcon◎m三c　c◎nditions

F　Main　human　agents　of　economic　activity

　　　　　and仇e　ec◎nomic　ewirOnment

　　　Fl　Main　h迦an　agents　of　economic　act←

　　　　　　　　　vity

　　　F2　Na細ral　c◇nditions

　　　F3　Geography

　　　F4　Race　NatiOn

　　　智｛5　　泉）▲kl（）8e　Relig量◎n　C睡lture　三n　ge－

　　　　　　　　　ne苗l

　　　F6　　］日ducation

　　　F？　Society

　　　F8　　R）litics　　R）reign　po五icy

　　　Fg　Law

G　80cial　and　economic　systems

　　　GI　SOC　i副and　ecOnomiC　syStemS　in

　　　　　　　　　　general　C・卿a琉ive緬n。面c

　　　　　　　　　　system＄

　　　G2　Capitalist　ec◎nomic　systems

　　　　　　　　　Economic　policy

　　　G3　　80cialist　economic　systems　P1ぽ一

　　　　　　　　　麟ed　ec◇nOmy

　　　G4　war　economy

H　国民経済循環の構造

」

H1

2
3
4
一
5

H
H
H
H

国民経済循環　国民経済計算

国富　国民貸借対照表

産業連関表分析

資金循環表分析

国民経済バランス論

生産の資源

Jl　生産資源一般

」2　自然資源

」3　入　口

J4　労　働

J5　科学技術

資源論

H　　　Structure　of　circulation　flow　of　natio－

　　　　　nal　ec◎n◎my

　　　HI　St粗c知re◎f　circul飢輌on　nσwof

　　　　　　　　　natiOnal　eCOnOmy　NatiOnal　eco－

　　　　　　　　　　n◎mlc　ac¢ouがmg

　　　｝認　　　National　wealth

　　　H3　　　1npuトて）utput　analys　is

　　　磁M6ney　fl（爪a負alysis

　　　H5　Theory　of　national　economic　balance

」 Re§o斑ces　ofρr《xiuction

Jl　　Resources　of　production　in　general

J2　　Natural　resources

J3　　Poρulat三〇n

J4｛　Labour

J5　8cience　and　tec㎞oIogy

　　タ　　ら　　ほ
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K　生産と生産活動

Kl　生産と生産性

K2　生産構造　産業組織

K3　個々の産業

　　K3A農業
　　K3B林業
　　K3C　漁業
　　K3D鉱業
　　K3E建設業
　　K3F　工業　製造業

　　K3G商業
　　K3Hエネルギー産業
　　K3J　運輸交通
　　K3K通信業
　　K3L　サービス業

KPr◎ducti・n　andρr・ductive　activ輌ty

皿

招

品

Production　and　productivity

㌔d白s垣al　sぬcture　Industrla霊sys民m

Spec量fic　jndustries

K3A　Agricu三加re

K3B　Forestry
K3C　　Fisheτies

K31）　　Mining　industrjes

K紐　Cons　t澱ction垣dustτies

K3F　Manufacturing　industries

K3G　Domestlc　trade
K3H　Energy　industries
K3J　　　TransOortation

K3K　Communic鋭ion
K3L　Service　industries

L企業経営会計
　Ll　経営学　企業経済学

L2　経営史　経営事情

L4企業経済
L5　経営管理

M　国民所得の分配と支出

M1　国民所得の分配

M2　国民所得の支出

N財
　Nl

　N2

　N3

　N4

　N5

　N6
　N？

N8

　　　政

財政理論

財政史　財政事情

財政政策　財政行政

財政制度

国庫経費と財政収入

公　　債

官業　国有財産　専売

地方財政

L翫舵駆輌se　Manage鵬nt　ACC◎愉ing

　LI　Management　science　Industrial　econo一

　　　　　頑cs

　I」2　　Business　history　Business　conditjons

　L48c㈱m輌εs　of　eme’ρrise

　L5　Bus　iness　management

MDistribution　and　con＄㎜ption　of　national

　　　Inc◎㈱

　　MI　Distribution　of　national　income

　　M2　Consumpt　ion　o㌔ati◎naぶnc◎me

N　　Publ三c　f三nance

祖

M
鴻

M
蝿

M
期

M

Theory　of　public　finance

Histイ）ry　of　public　finance

Fiscal　policy　　Fiscal　administration

Fiscal　system

P已blic　expenditure　an（l　f輌scal　revenue

PubUc　debts

Public　eパer餌ise　Nati◎nal　pぎoρeパy

Loc川　fin鋤ce

P貨幣金融保険
　P1　貨幣理論　金融理論

　P2　通貨金融史　通貨金融事情

　P　　Money　　F三r｝ance　　Insurance

　　　PI　Theory　of　money　Theory　of　finance

　　　1）2　History　of　money　and　finance
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P3　通貨金融政策　銀行政策

ム
ぶ
5
6
7
8

P
P
P
P
P

金融制度　貨幣制度

金融市場　資本市場

銀行　金融機関

産業別金融

保　　険

蹄

4
5
6
7
8

P
P
｝
P
P
P

Monetary　policy　Finance　poli¢y

　　Banki㎎policy

F輌nan¢ial　market　MDnetary　syste買1s

Fina灘cial　market　　CaρitaI頭r』匡≧t

Banks　Financial　institutions

Fina㏄e　by　industries

Σnsuraxe

Q　価値価格と物価

　Q1　価値理論　価格理論　交換論

2
⊇
U
Q
Q

物　　価

個別価格

QValue　Pric嬢Specific　prices

　　　QI　Theory　of　value　Theory　of　price

　　　　　　　　　鴉eory　of　excha㎎e

　　　Q2　Price　levels

　　　Q3　Specific　prices

R　経済変動

Rl
R2
R3

経済変動の理論

経済成長　経済進歩

構造変動　国民経済構造論

R4　長期変動

R5　景気変動

蕊6

景気循環　恐慌

景気予側　景気変動の計量分析

R 避¢On《）m三e　fハロct匂ati《｝ns

RI　Theory　of　economic　fluctuat　ions

R2　Economic　growth　E¢onomic　progress

R3　The・ry。パhe　stmc知re。hatl・面

　　　　　　eCOnζ）mles

R4　　140　ng　WingS

R5　　Bus輌ne8s　fluctuat　ions　Bus　iness

　　　　　　cyd　es

R6　Business佃ecasting　Econo砿オic
　　　　　　analysis　of　business　fluctuation

8　国際経済

　S1　国際経済

s2
S3
s4撒

世界経済

国際収支

外国貿易

国際通貨　国際金融

S　The
　　　s1

2
3
ム
ゼ

S
S
S

Internat　ional　econ◇lny

The　lntemat輌◎nal　ec㈱my　rn鰺

　Wbrld　economy

Bala加e　of　payments

Fo「e　i卯　t　rade

I品釘Mti鱗al　curreロcy　I爪erMtio－

　　nal　finance

一一xv一





　　　　　　　　　　　　　　追加収録誌名一覧表

　　　　　　　　　　　　　　Lls七　〇f　Addi　t工onal　Period工cals

　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　雑　　誌

アカデミア　経済・経営学編　　（不定期）

　　　　南山大学　　　　　　　　　　　　名古屋市昭和区山里町18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋（832）5111

調査　（月刊）

　　　　三菱銀行調査部　　　　　　　　　東京都千代田区丸の内2－5　　（2］1）81村

調査月報ζ東海銀行）　　（月刊）

　　　　東海銀行調査部　　　　　　　　　名古屋市中区錦5－21－24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋（211）1111

調査と資料ζ名古屋大）　　（不定期）

　　　　名古屋大学経済学部経済調査室　　名古屋市千種区不老町1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋052（781）5111

中京商学論叢　　（季刊）

　　　　中京大学学術研究会　　　　　　　名古量市昭和区八事本町　名古屋く78］）2151

福岡大学経済学論叢　　く季刊）

　　　　福岡大学研究所　　　　　　　　　福岡市七隈U　　　　　　　福岡（87）66さ1

外務省調査月報　　（月刊）

　　　　外務大臣官房国際資料部調査課　　東京都千代田区霞が関2－2－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔580）　3511

経営史学　　（年5回）

　　　　経営史学会　　　　　　　　　　　東京都文京区本郷7一ろ一1　東京大学経済学部研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室内　　　　　　　　（812）2111内線2246

　　　　東京大学出版会　　　　　　　　　東京都文京区太郷7－－5－1　　（811）8814

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1一



経済地理学年報　　（不定期）

　　　　経済地理学会

　　　　発売所　動草書房

経済学年報（慶応大）　　（年刊）

　　　　慶応義塾経済学会

　　　　発売所　慶応通信

経済学論纂　　（隔月刊）

　　　　中央大学経済学研究会

　　　　発売所　中央大学出版部

経済月報（住友銀行）　　（月刊）

　　　　住友銀行調査第一部

経済・経営研究　　「年刊）

　　　　九州経済学会

経済研究所季報　　（季刊）

　　　　東洋紡績株式会社経済研究所

金融　　く月刊）

　　　　全国銀行協会連合会

金融学会報告　　（半年刊）

　　　　金融学会

　　　　東洋経済新報社

神戸大学　経済学研究　年報　　（年刊）

　　　　神戸大学経済学部

東京都千代田区神田駿河台1－1　明治大学大学院地

理学研究室（308号室）内

　　　　　　　　　　（295）5811内線362

東京都千代田区神田駿河台2－5

　　　　　　　　　　　　　　　（294）　6121

東京都港区三田2－15－45　《455）2111

東京都港区三田2－19－50　（451）0931

東京都千代田区神田駿河台3－9

　　　　　　　　　　　　　　　（292）　5111

　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　f292）　7526

大阪市東区北浜5－22　　大阪r205）1121

福岡市大字箱崎4116　九州大学経済学部

　　　　　　　　　　　　　　福1～田（64）　1101

大阪市北区堂島中1－27　堂島第1ビル5階

　　　　　　　　　　　大阪06（ろ61）8146

東京都千代田区丸の内1－8　　f216）5761

東京都中央区日太橋本石町1－4

　　　　　　　　　　　　　　　〈270）4111

　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　（270）　41　1　1

神戸市灘区六甲台町　　　　　　　（87）5151
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公営評論　　（月刊）

　　　　公企業研究調査会　　　　　　　　　東京都港区新橋5－8－5　　　　（4ろ4）5ろ11

国際商科大学論叢　　（年刊）

　　　　国際商科大学論叢編集委員会　　　埼玉県川越市霞ケ関的場

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0492）－2－－685ろ

駒沢大学経済学部研究紀要　　（年刊）

　　　　駒沢大学　　　　　　　　　　　　東京都世田谷区駒沢1－2ろ一1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（422）　6111

甲南経営研究　　（季刊）

　　　　甲南大学経営学会　　　　　　　　神戸市東灘区太山町岡太字長子70

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸078　（43）　4541

明治学院論叢　経済研究　　（不定期）

　　　　明治学院大学文経学会　　　　　　東京都港区芝白金今里町42　　〈443）82ろ1

長野経済論集　　（不定期）

　　　　長野経済短期大学学会　　　　　　　長野市東和田中道261

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野02622〈6）8549

日本史研究　　ζ年7回）

　　　　日太史研究会　　　　　　　　　　京都市左京区下鴨貴船町20

農業構造問題研究　　（月刊）

　　　　農政研究センター　　　　　　　　東京都千代田区有楽町1－9－2　農林中央金庫有楽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町ピル内　　　ζ281）5201内線ろ44，516

大阪産業大学紀要一一芦22号から大阪産業大学論集に誌名変更

大阪商業大学論集　　く不定期）

　　　　大阪商業大学商経学会　　　　　　東大阪市御厨285　大阪商業大学図書館内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東大阪06C’81）058り

立教経済学論叢　（不定期）

　　　　立教大学大学院経済学研究会　　　東京都豊島区西池袋5　　　　　（985）0111

立正経営論集

　　　　立正大学経営学会　　　　　　　　東京都品川区大崎4　　　　　　　（492）6611

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－3一



政経研究　　（不定期）

　　　　政治経済研究所

生命保険経営　　（月刊）

　　　　生命保険経営学会

専修大学経営研究所報　　く不定期）

　　　　専修大学経営研究所

社会福祉評論　　（年2回）

　　　　大阪女子大学社会福祉学科

社会福祉研究　　（半年刊）

　　　　鉄道弘済会福祉センター弘済会

　　　　館

社会科学論集（愛知教育大）　　（不定期）

　　　　愛知教育大学　法学・経済学・

　　　　社会学研究室

資料室報　　く月刊）

　　　　法政大学大原社会問題研究所

消費研究　　（年刊）

　　　　日本ジサーチセンター

商経論叢（鹿児島県大）　　（年刊）

　　　　鹿児島県立短期大学商経学会

商経論叢（九州産業大）　　（年3回）

　　　　九州産業大学商経学会

総合研究　　（不定期）

　　　　野村総合研究所総合研究部

東京都新宿区山吹町198　牛込マンション401号

室　　　　　　　　　　　　　　 （269）0745

東京都中央区八重洲6－1　生命保険文化研究所

東京事務所内　　　　　　　　　（281）7726

東京都千代田区神田神保町5－8

　　　　　　　　　　　　　　　ζ265）62］1

住吉区帝塚山東3　　　　　　　f671）7777

東京都千代田区麹町5－1

　　　　　　　　　　（265）　1481内線267

岡崎市明大寺町西郷中38

　　　　　　　　　　岡崎0564r51）15川

東京都千代田区富士見2－17－2

　　　　　　　　　　　　　　　ζ262）0696

東京都中央区西八丁堀2－6　第2長岡ピル

　　　　　　　　　　　　　　　ζ551）5847

鹿児島市下伊敷町44　　　　鹿児島（2）650ろ

福岡市香椎唐ノ原287　　　福岡（68）1851

神奈川県鎌倉市梶原1600、

　　　　　　　　　　　鎌倉0467（6）7151
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高崎経済大学論集　　（年3回）

　　　　高崎経済大学学会　　　　　　　　高崎市止並榎町1500　　　高崎（22）5417

東北福祉大学論叢　（年刊）

　　　　東北福祉大学社会福祉学会　　　　仙台市国見1－8－1　　0222（34）2396

統計学　　（不定期）

　　　　経済統計研究会　　　　　　　　　東京都文京区大塚5－29－1　（946）2151

　　　　発売所　産業統計研究社　　　　　東京都渋谷区代々木2－5　　　f570）5401

通産統計　　《月刊）

　　　　通商産業大臣官房調査統計部　　　東京都千代田区霞が関1－3－1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f501）1511内線404，378，

　　　　通商産業調査会　　　　　　　　　東京都千代田区霞が関1－5－1（通産省内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔501）　1792

八幡大学論集　（不定期）

　　　　八幡大学法経学会　　　　　　　　北九州市八幡区枝光町6－］724－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴビ九州（68）7961

　　　　頒布所　八幡大学付属図書館

横浜市立大学論叢一社会科学系列

　　　　　　　　　　　　　　　く季刊）

　　　　横浜市立大学学衛研究会　　　　　横浜市金沢区六浦町4646　横浜く70）8’15］

　　　　横浜市立大学

唯物史観　　（不定期）

　　　　河出書房新社　　　　　　　　　　　東京都千代田区神田小川町3－6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（292）　3711

　　　　　　　　　　王虹ropean　＆nd　American　Periodicals

ApPユied　S七a輻is七ic5：　J◎urnal　of七he　R◎y取a又S輻atis　tical

S・cie輻y（Serie8　C）（yearユy　3垣鵬s）
　　　Royal　S七a’しistica］．　Socie七y，　London

Asian　Economic　Review　　（（1uar七erly）

　　　The　：［ndi　an工ns七iLu七e　of　Economics，　Hyderabad，　India

Briも＆sh　J・umal・f　l磁ばばも℃ial　Relaもi・ns（yearly　3も麺es）
　　　The　London　Sch◎◎ユ　o£　Econ◎阻ics　and　Po］．i“しical　Scien¢e，

　　　Lond◎n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



Bulle七in　●f　七h陥r　Oxford　University
Ins七itu七e　of　Econolnics　and　S七atis七ic　s　　（quarte　rユy）

　　　　Oxford　Universitる㌧　工ns七i七ute　of　Economics

　　　　and　Statistic㍉Oxf。rd

Business　History　Review　　（quarte　rly）

　　　　The　Harvard　Graduate　Schooユ　of　Busine　ss

　　　　Adminisもration，　Boston，　Mas5泡

Contemporary　Japan　　（quarterly）
　　　　Fore　ign　Affairs　Assbciation　of　Japan，　Tokyo

Deve　loping　Economie　s　　（quar七erly）

　　　　The　Insti七u七e　of　Asian　Economic

Ec。no鵬七rica（quar七erユy）
　　　　Ec。n。mic　Society，　Yale

Affairs，　Tokyo

Universiもy，　New　Heaven，　Connec七icut

Finanzarchiv　　（ye　arly　3　七ime　s）

　　　　Verlag　J◆C含B．　｝40hr，　TUb’ingen

F。re　ign　Affairs（qua汁erユy）
　　　　Council　on　Folre　ign　Rela“しions，　工nc．， New　Yo・rk

Hi七〇七subashi　Journal　of　Ar七s　＆　Sc　ience　　（annua工Ly）

　　　　The　Hi七〇七subashi　Universi七y，　Kuni七achi，　Tokyo

Indian　Economic　Joumaユ　　（quar七erly）
　　　　The　工ndian　Economic　Associa七ion，　B◎mbay

Journa1。f　Busine3s（quar七erユy）
　　　　The　Facu1吋しy　of　七he　Graduatβ　School　of　Busine　ss　of

　　　　七he　Urliversi七5r　of　Chicago，　Chicago，　工llinois

LIQyds　Bank　Review　　（quar七erly）
　　　　1・：Loyd層s　Barlk，　Lo　ndo　n

Modern瓦sian　Studコe　s　　（quar七erユy）

　　　　Camb　ridge　Unive　rs　ity　Pre　ss，　London

Quar七e　rly　Journa：L　of　Econolnic　s　　（己uar七e　r］．y）

　　　　Harvard　University，　Camb　ridge，　Mas呂ρ

Review　of　七he　工nもe　rna七iona：L　S七a七isticaユ’工ns　qしi七ute

（yearly　3　t迦e　s）

　　　　エn七erna七iona1凱a七is七icalエns七i加七e，　HagUe
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Revue　d　1《≦conomie　po1士しi（担e　　（bi＿血◎nもh　ly）

　　　　Ediもi◎ns　Sirey♪Paris

Revue　de　Sc　ienc　e　Financ　ib　re　　（quarもe　rユy）

　　　　Libraiヱ・ie　g6n6ra工e　de　droi七e七　de　jurisprudence3　Paris

Rαλτ1d　TξLb　le　　（qモλar七er　ly）

　　　　The　Round　Tab　le，　Limite　d，　Lond　on

Rural　Eo◎n◎mic　Problems（irregUlar）
　　コ㌃1e　工n七ernaもiona1　ムssocia七ion　f◎r　Agricuユ土ural

　　Ec◎n◎mie　s　in　Japa　n，　Toky◎

Schweizerische　Zei七sohrif七f置r　V◎lkswirもscha£七
und　S七a七ユs七ik　　（qu　arもerly）

　　　　Schwe　izerischen　Geselユユschaft　fUr　S七a°しisもik

　　　　u瓜Volkswirもschaft，　Beτ’El

Scoもt　ish　Journa1　◎f　P◎：Li七ical　Ecoぬ◎my　　（ye　ar工y　3　七ime　s）

　　　　The　Sco七輻ish　Econ。mic　Socie七y，　G工asgow

S◎cia：L　and　Econcmic　S七ud　ie　s　　（qua　rもe　rly）

　　　　Ins七itute　of　Sociaユ　and　Economic　Re　search，

　　　　University　of　the　Wes七　Indies♪　Ja斑aica

Socia1　Forces（quarもerユy）
　　　　The　Univers　it＞y　◎f　N◎r七h　Gar◎lina，

　　　　Chapel　Hi1：L，　Nor七h　Car◎ユina

S◎u七he　m　Economic　Journa1　　（quarter：Ly）

　　　　The　S◎u七hern　Ec◎nomic　Ass6cia七ion　ar凪　七he　UΣlivers士Ly◎f
　　　　N◎r七h　Car◎lina，　Chape　l　｝｛i11，　Nor七h　Carolina

Yorkshire　Bu1工e七in◎f　E¢◎nomic　and　Social
Re　Se　arch　　（semi－annual：Ly）

　　　　The　Deparもmen七s　◎f　Economics　of　the　Univer忘i七ies　of　Hull，

　　　　1途eds，　Sheffield，　Y◎rk　and　Bradf◎ヱ対｝戊　Leeds

Ze　itschrif七fUr　die　Gesa担七e　Staa輻s・騎rissenschaf七

　　　　J．C．B．　Mohr（PauユSiebeck），　・血）inge　n

Ze　iもschrif童＞　ftir　Na七i◎naユ芯konomie　　（quarteヱつ．y）

　　　　Spr　inge　r｛Verユag3　Wien

（quar七erユy）
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本号採録誌名および巻号

Vblumes　and　Numbe　rs　o　f　Pe　riodl　oaヱs　indexe（1

　　　　　　　ill　this　1魎be　r

　　　　　　和　　雑　　誌

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボァジァ経済　　　　　　　　　　9（8）〈＆68）

アカデミア　経済・経営学編

　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　（66／67～68）（5～～λ　68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ青山経営論集　　　　　　　　5ζ2）（9168）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ別冊中央公論　経営問題　　　7（5）（兄68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご防衛論集　　　　　　　　　　7〈D（868）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご地域開発　　　　　　（47～48）（8～仇68）

調査　　 臼59～167）（1～9，‘68）

調査月報（拓銀）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　　（198角】200）（8～10，68）

調査月報（神戸銀）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　（512～51ろ）（8～9，68）

調査月報（国民金融公庫）

　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　（85，88～91）（2，　7～10，68）

調査月報く長銀）

　　　　　　（107～110）f4／／5～10／141）

調査月報（日銀）

　　　　　　　イ9（8～9）べ8～9泡8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ調査月報（開銀）　　　17（ろ～6）（6～9㌧68）

調査月報（東海銀行）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　（246～255）（1～10，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご調査資料月報　　　　　1（8～9）（8～兄68）

調査と資料（名古屋大）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　　　　（ろ7～38）（2～5，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぷ中京商学論叢　　　　15臼～2）（6～～λ68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご中央公論　　　　　　8ろ（69）（6，兄68）

知一 8一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ば同志社商学　　　　　　20（1／2）（7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　るエコノミア　　　　　　　　　ζ36～37）（6～～㌧　68）

エコノミスト　　　　　　　　　　46（25，ろ4～45）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　ζ6／1a　8／20～1◎／29・68）

富大経済論集　　　　　　　14白）（4，468）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご不動産研究　　　　　　10（5，別冊）（7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　る福岡大学経済学論叢　　　　1ろ（1）（6，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　る福岡大学商学論叢　　　　　1ろ（1）ζ6，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　る福祉研究　　　　　　　　　　（20）（7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　む外務省調査月報　　　　　　　　（1～5，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご月刊労働問題　　　　　　　臼26）臼0，68）

月干‖総評　　　　　　　（127～150，　1ろ2～136）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ　　　　　　　　　　　（1～436～10β68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　さ現代の理論　　　　（56～57）（9～10，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　び
一一橋論叢　　　　　　　　　　60（ろ～4）（9～10，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご注経学会雑誌　　　　　　　18（わf7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご法経研究　　16（5／4），17（2）（2，9，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ギ法経論集　経済篇ζ愛知大）　（57）f7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　る保険学雑誌　　　　　　　　　（441）（668）

　　　　　　　　　　　　　　　　　る法律時報　　　　　40（9～佃）（8～兄68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　べ人ロ問題研究　　　　　　　（106）（4，68）

ジスリスト

　　　（40ち～408）（8／15～］0／15，‘68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ごイヒ学経済　　15〔2910～11）（2，9～10，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ香川大学経済論叢　　　　　41（2）仏68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ボ関西大学経済論集　　18（2～5）（6～＆68）



　　　　　　　　　　　　　　　　　さ関西大学商学論集　　13〈2～5）《6～a68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　の経営研究　　　　　　　　　（96）（7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご経営論集　　　15（2），り6（1）ζ2，9168）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ経営史学　　　　　　　5〈1～2）ζ5～7p　68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご経営志林　　　　　　　　　　5（2）（7，68）

　　　　　　　　　　　　　　　　　む計測センターΨe（画◎al　Paper（9）（9，68）

経　　済　　　　　　　　　　　（5ろ～54）（9～重6ヵ‘68）
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S七aff　Pape　rs　　　　　　　　　工5（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（July，68）

苫ork　shi℃e　Bulleもin

　　of　E　c　onomic．　arx1　　　　　　20（1）

　　Soci　a正　Research　　　（』｛ay　968）

Zei七schrif撚鑑　124（た3）
　　die　Ge　sa頚輻e　　　　　（Feb．鱒Aug．

　　Staa七swissenschaf七　168）

7ei七schrif七fUr　　28（ユ＞
　　Na輻i◎nalbk◎n〈灘ie　（Apz・．’68）
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A　総 記

第　1　部 臼　本　文　献

※北海道総務部領土復帰北方漁業対策本部：樺太関係資料総括目録　未定稿，札幌　同

　　　　　　本部　 5，1968．　142p．

※経済団体連合会図書館部：図書目録　目　昭和40年1月　至　昭和、42年12月，

　　　　　　東京　　同会　　8，　1　968．　ix，　5　1　7　p．

※中山伊知郎1浅間以後　古稀記念論文集，東京　著者　9．1968．9，264P．

※　日太開発銀行中央資料室：産業経済雑誌主要記事索引　昭和45年版，東京　日本図

　　　　　　書館協会　 9・1968．　坦1i・748B　 】区5．三500

※日本経済調査協議会：年次報告　昭和42年慶，東京　同会　9，1968．92p。

※　「日ソ関係図書総覧」刊行委目会：日ソ関係図書総覧　十月革命50周年記念

　　　　　　　イ917～1967，東京　岩崎学術出版社　6，1968．6，527。

　　　　　　　9p．　￥5，800

※東京大学経済学部：故舞出長五郎先生寄贈図書自録，東京　同部　2．1968　］冊

※東京大学経済学部：東京大学経済学部蔵書目録（洋書）第皿巻　分類：11～12

　　　　　　昭和ろ9年5月51日現在，東京　同所　1968．1055～1545p．

※東京商工会議所商工斑書館：統計及年鑑類目録　昭和42年度一一一付。戦後太邦社史

　　　　　　　欝録　追補　5－一β東京　同所　5．1968．52ρ．

B科学総論

※パグリット（Bagrit，　Le◎n）：未来工学のビジョン　オートメーシ日ン時代，

　　　　　　渡辺　茂監訳，東京　講談社　川，1968．186p．　（ブルーバッ

　　　　　　クス）　￥250

　　　　　　原書名　丁口eAge◎f　Automation　by　Slr　Le◎n

　　　　　　　　　Bagriv．　　I」ond◎n，　1966．

　　ボーナスζB◎w刀a＄，G．）：日太学から日本研究へ，在英大使館訳；外務省調査

　　　　　　月報（1）1968，54～45

　　　　　　原論文名　F⇔田Japa泊01◎gy　t◎垣paRese　SWd1§8．

・－ 1－一



※デュヴェルジェ（Duverger，　Maurlce）：社会科学の諸方法，深瀬忠一；樋

　　　　　　口腸一訳，東京　勤革書房　1，1968．iv，vi，iv，491p．

　　　　　　￥↑，200

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　原書名　Methodes　des　Sc↓白ロoes　S促まales．　Parls，

　　　　　　　　1964．

※林　雄二郎：未来学の日本的考察，東京　ぺりかん社　11，1968．518p．

　　　　　　ぎ850

　平山　玄：歴史と理論‘こっいての覚え書；同志社商学　20（1／2），429～

　　　　　　437（7，1968）

　掘口牧子：未来学と変革の論理；現代の理論（56），104～川5（9，で968）

※井上　毅編：現代情報論集　1　社会・文化篇，東京　ぺりかん社　10，1968．

　　　　　　244ヌ）．　lhζ620

　　　　　　目　次

※犬田

はしがき

序情報論の展開のために

　　情報時代のための試論

1　情報時代の内幕とその未来像

　　工業化思想から情報化思想へ

　　第四次産業の背景

　　情報社会の組織と人間

　　・マスコミと糸且i織

2　情報革命の諸相

　　コンピユートピアへの道

3

解

井上　毅

井上　毅

坂本二郎

林　雄二郎

坂太　晋

山本　明

吉村　融

政治学におけるコンピュータの活用と手法・将来

　　　　　　　　　　　　　　　関　寛治

社会体制の根太課題　　　　　　　玉野井芳郎

コンピユータ・エー一ジと経済学　　福地崇生

情報産業とその可能性

「知識産業」と経済成長　　　　　小林宏治

情報産業の未来と現在　　　　　　浜岡平一

情報の産業化とその未来像　　　　高桑末秀

説　　　　　　　　　　　　　　井上　毅

P．了1～27

p．31～47

P．49～57

P．59～90

P．9　1～120

P●12ろ～1ろ6

p．1三～7～156

P．157～］70

p．1　7　1～182’

充：行動科学入門一科学的方法による人間の理解一．東京

　　会10，1968．210p．ゼS80

p．185～う96

p．1　97～2　14

p◆215～253
茎｝．2ろ5～244

　　日本経営出版
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※片岡信二：電子計算機，東京　春秋社　10，1968．iv，218孔　（数学基太講

　　　　　　座　V）　￥850

※孝橋正一：社会科学と現代仏教，大阪　創元社か8，1968．5，293孔

　　　　　　ぎ11．300

　町田徳之助：近代化の進展と近代化論の転換；社会科学討究　14日），87～

　　　　　　　100（・8タ1968）

　増島　宏ニイギリスの日太研究；社会労働研究　　15（1），↑51～146（9，

　　　　　　　1968）

　望月清司：『経・哲手稿』における事物の疎外と自然の疎外にっいて；専修大学社会

　　　　　　科学研究所月報（59），7～18（8，1968）

　長洲一二：近代化に関する一考察一昭和前期の教訓一一；エコノミア（36），1

　　　　　　～18　（6，1968）

※日太生産性本部：21世紀の産業社会　フーラスティエの思想を中心として，東京

　　　　　　同部　 8，1968．229x》．　茎420

　　　　　　　目　次

　　　　　　　ジヤン・フーラスティエ教授の思想とビジョン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井一夫

　　　　　　二十一世紀の文明と人間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジヤン・フーラスティエ

　　　　　　これからの産業社会に対するフーラスティエの考え方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　雄二郎

　　　　　　現代文明の進化と倫理精神の危機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松左京

　　　　　　技術革新の将来と産業社会の未来像

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星野芳郎

　　　　　　経営理念の未来像　　　　　　　　　　高橋達男

　　　　　　フーラスティエ教授をかこんで

　　　　　　　　　　　ジャン・フーラスティエ；中山伊知郎；

　　　　　　　　　　　郷司浩平；重枝琢巳；林　雄二郎；小松

　　　　　　　　　　　左京

※日本生産性本部園書室：電子計算機，東京　同室　9，1968．

　　　　　　録　瀬15）

※坂太二郎：知識産業革命脱工業化社会への転換，東京

　　　　　　　1968．　x1エエ，509ロ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－3一

P．9～2ろ

p．25～50

p．51～85

P．87～111

P．1↑ろ～145

ヌ）．147～191

　　　　　　ダイヤモンド社

（ダイヤモンド現代選書）

Pb　19ろ～229

69p．（主題別目

　　　　11，

　　￥500



※社会科学大事典編集委員会：社会科学大事典　1　あ一一いんて；2　いん．と一一か

　　　　　　いく；5　かいけ一・かんえ；4　かんか一・一きようね，東京　鹿島出版

　　　　　　会4；6；8；10，1968．7，596P．；ろ，ろ91P．；5．

　　　　　　　598P．；5，404P．各茎5，500

　鈴木光男：社会工学の誕生；経済セミナーf147），12～15（6，　f　968）

※田口常弥：予測の科学，東京　ダイヤモンド社　9，1968．v，257p．

　　　　　　￥500

※高瀬　保：社会工学入門　21世紀社会への推進力．東京　講談社　11，了968．

　　　　　　　207P．　rブルーバックス）　￥250

※内田芳明：ヴェーバ・一社会科学の基礎研究，東京　岩波書店　9，1968．xvi　i，

　　　　　　404憤18P．　　ヨζt200

※内田義彦；小林　昇編1資本主義の思想構造　大塚久雄教授還暦記念豊，東京　岩

　　　　　　波書店　8，1968．ix，582p．　￥1．500

　　　　　　目　次

　　　　　　　1

　　　　　　　ピユージタニズムの本質一一一自己審査伝elf－exa砿na掘o職）

　　　　　　　　　にっいて一一　　　　　　　　天川潤次郎　　　p．5～51

　　　　　　　『ロビンソン物語』とその背景　　山下幸夫　　　P．55～62

　　　　　　　ジヨン・ロー署名の『商業再建論』〈一七一五年）における商業論の性

　　　　　　　　　格一一「ジョン・ロー，システム」の思想的基盤の解明一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤羽裕　 p．65～89
　　　　　　　スチュアート『原理、1の国籍について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林昇　 P．91～114
　　　　　　　M・ケアジーの国内市場論一一九世紀前半のアメジカにおける保護主

　　　　　　　　　義の歴史的性格にっいて一一一　宮野啓二　　　　p．115～140

　　　　　　　シスモンディ経済学序説　　　　　吉田静一　　　　p．141～164

　　　　　　∬

　　　　　　　カール・マルクスの社会科学体系における疎外論の地位一一っの覚え

　　　　　　　　　書一　　　　　　　　　　　　　　山之内　靖　　　p．167～191

　　　　　　　マルクスにおけるアジア的生産様式概念の成立と発展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩沢君夫　　　ρ．195～225

　　　　　　　ローザ・ルクセンブルグの資本主義観の二、三の特質にっいで一一干イ

　　　　　　　　　ツ革命との関連からみた試論ノートー一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥前栄一　　　B227～251

　　　　　　　　　　　　　　　　　－－4一



　　　　　　　　ヒルフアディング『金融資太論』の基本的情造とその間題点一一

　　　　　　　　　　　研究史上の位置との関連において一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　星野　［＃　　　 pΦ255～275
　　　　　　皿

　　　　　　　わが国におけるウェーバー理解の若干の特質

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田　　雄　　　　　　p．2　79～502

　　　　　　　タルコツト・パーソンズにおける「ヴェー・パーの『資本主義の精神』論」

　　　　　　　　　　一一大塚⊇ヴエーバー像との比較座標軸設定の試み一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住谷一彦　　　　p．ろ05～5ろ1

　　　　　　　ウェーバー宗教社会学の一視角　　安藤英治　　　　p．555～555

　　　　　　　マックス・ウェーバーの宗教社会学とその《覚醒予言》性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　折原　浩　　　　ρ．557～584

　　　　　　　ヴェーパー・クライス侮ebe㍗一KTeユ§）をめぐる思想史的考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生松敬三　　　　p。585～4◎8

　　　　　　　　マックス・ヴェーバーとドイツ労働問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼓　 肇雄　　　　　《）．409～429

　　　　　　　　マックス・ヴエーパーの社会主義論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　道義　　　　P。451～457

　　　　　　　ヴェーバーの支配の社会学と低開発国産業化の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富永健一　　　　P．459～495

　　　　　　ハ「

　　　　　　　社会科学と平和研究にっいて　　　川田　侃　　　　p．497～515

　　　　　　　労働契約論序説　　　　　　　　　　藤田若雄　　　　p．517～542

　　　　　　　乳井頁研究序説　　　　　　　　　松木　侃　　　　p、543～559

　　　　　　　群馬蚕糸業の展開とキリスト教

　　　　　　　　　　一一小生産者層の興隆と挫析一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢嚇　　　　p．5　6f～58ち

　梅太克己二搾取の論理と収奪の論理；思想ζ551），67～78（9，1968）

※梅樟忠夫；加藤秀俊；川添　登；小松左京；林　雄二郎監修：未来学の提唱，東京

　　　　　　　ξき本生産｛生本部　 7書］968．244茎）．　￥420

　　　　　　　目　次

　　　　　　未来学の提唱

　　　　　　　　未来への姿勢　　　　　　　　　加藤秀俊　　　Bろ～27

　　　　　　　　未来学の構想　　　　　　　　　　梅棉忠夫　　　　p．28～57

　　　　　　　　　未来学の日本的条件　　　林雄二郎　P．58～64

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5一



なぜ未来を考えるのか

　　座談会　なぜ未来を考えるのか

　　　　出席者梅樟忠夫；加藤秀俊；川添登；小松左京；林雄二郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．67～89

　　〈未来論〉の現状　　未来論の一般的状況にっいてのしごく概括的な

　　　　報告　　　　　　　　　　　小松左京　　　　p．90～126

　　物指しとしての時間の長さと未来の予測法

　　　　　　　　　　　　　　　　　林雄二郎　Pパ27～154

未来論の周辺

　　ことわざの未来観　　　　　　　多田道太郎　　p．157～151

　　SFと未来学　　　　　　　　　　斉藤守弘　　　　P．152～り58

未来学と諸科学

未来学と歴史学　　仮設史学を提唱する

　　　　　　　　　　　　　　　樋ロ謹一

人類学的未来観

比較地球論序説

人間の脳がもつ可能性

これからの言語と情報

資源とエネルギーの未来

予言の研究

宗教と未来

石田英一郎

樋口敬二

時実利彦

坂井利之

菅谷重二

竹内照夫

　　　　　　　さまよいっづける人びと

　　　　　　　　　　　　　　　渡辺一衛

未来社会の「目標による管理」　香山健一

人口論から見た未来社会の考察　川添　登

P．161～167

岳f68～174
1）．1フ5～］8］

p．182～189
P．　1　90～205

輻㌧204～2りO

P．211～218

茎）舎2］9～225

p．226～2ろろ

P．254～244
安永武巳：未来学と新全箇総合開発計画一20年後の国土開発ビジヨンの未来学的

　　　　　評価一；消費研究　6f1），1～7（9，1968）

O経済理論

　安部隆一先生略歴・著作日録；経済学雑誌　59（5／4），208～212（10，

　　　　　　　1968）

※アレン（Alle且，　R．　G．　D．）1現代経済学一マクロ分析の理論一上；下，

　　　　　　新開腸一：渡部経彦訳，東京　東洋経済新報社　10，1968．ぬv，

　　　　　　2141）．；　↓x，50呑　 2預｝　茎950；ゼ980

　　　　　　原書名　M象cr◇－ec◎Ω◎mloでhe◎㌘y．　Lond◎n，1967．
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※クラーク〈己1ark，　Oo1迫、：経済進歩の諸条件　上巻；下巻，大川一司；小原

　　　　　　敬士；高橋長太郎；山田雄三訳篇，東京　勤草書房　8，1968．　（上

　　　　　　巻　5刷；下巻　2刷）2．5，296P．；297～559P．2冊

　　　　　　各　￥1、200

　　　　　　原書名　田be　Oo簸d1も10蕊s　of鶏c◎簸◎蝋o　Pr◎gress，

　　　　　　　　　2nd葛dlti◎n．　London，　1951．

※プアーグスンfFergu＄on．　C．　E．）：微視的経済理論［下コ，木村憲二訳，東

　　　　　　京　日本評論社　10，1968．5，209～495p．　X1．00◎

　　　　　　原書名M1。r。e。on。由c　The。凱Homew◎od，1966．

※iギルマン（Glllma砺」◎seph　M．）：利潤率低下の理論，西川良一訳，京

　　　　　　都　雄渾社　9．1968．7，9，505，〔12〕p．　ぎ750

　　　　　　原書名　　The　Fallirlg　Raちe　of　Prof工t．　Lo口d．◎エL，

　　　　　　　　　↑957．

　浜田　実：長洲一二の人と思想一NHK的マルキシストに堕す危険性一一く人と思

　　　　　　想シリーズ・4＞；経済往来　2◎ζ9），264～272⇔，⇔68）

　林　治一：経済理論の純粋性ど社会的基盤；神戸大学　経済学研究　年報（15、。

　　　　　　　1～28臼0，1968）

　　日高　普：宇野弘蔵論（現代急進主義の思想的茎盤第一回）必甲央公論　8ヅ5（6），

　　　　　　　188～195（6，1968）

　　平岡規正：投入産出分析と経済成長論；西南学院大学経済学論集5臼），1～54

　　　　　　　（7，1968）

※一橋大学経済研究所数量経済研究プロジェクト：数量経済共伺研究会議事録　第6回，

　　　　　　　東京　同プロジェクト　8，1968．47p．（数量経済研究シリー一ズ

　　　　　　エ41）

　　市石達郎：フォン・ノイマソ・モヂル；経済学年報ζ慶応大）　ζ11），175～255

　　　　　　　（5，1968）

　　井手文雄：経済学と国家；エコノミア〈ろ6），45～62（6，1968）

　　カレッキ，ミハウ：計量経済学モデルと史的唯物論，森重　泰訳；経済評論　17

　　　　　　　（11）g154～159〈10，1968）

※金子ハルオ：経済学く上）一資太主義の基本的理論一，東京　新日本出版社　9，

　　　　　　　1968．251p．　（新口本新書）　￥500
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　　　　　　￥1，880
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　　　　　　　117（10，1、968）

　　鈴村興太郎：一般化された静学的投入産出モデルの経済均衡にっいての一考察；一橋
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　北岡寿逸：近時我国の人口動態統計の顕著なる推移；国学院経済学　16（4），

　　　　　　　96～105（5，1968）

※久米益雄：わかりやすい賃金統計教室，東京　労働法令協会　9，1968．262P．

　　　　　　￥580

　水野裕正：意識的構成体における統計法則にっいての一考察一故井上謙二教授の所

　　　　　　論に基づいて一；中京商学論叢i　15（2），55～74（9，1968）

　森　数樹教授年譜および著作目録；帝京経済学研究　2（1）。〔1〕　（5，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－14一



　宗藤圭三教授　略歴・主要著作目録；経済学論叢　17（4／5／6），445～

　　　　　　　450（5，1968）

十蜷川虎三博士略歴・著作目録唄「現代の経済と統計　蜷川虎三先生古稀記念，　5，

　　　　　　　1968．」p魯ろ86～402

※日本銀行統計局：卸売物価指数の改訂等について，東京　同局　1．1968．1冊

　大橋隆憲1商品と商品統計；統計学（19），60～78（9，†968）

　大屋祐雪：統計研究《5）’一一わが国の統計事情（三）：唯物史観く6），170～

　　　　　　　188（8．1968）

　世利幹雄：蜷lll博士の統計調査論；商経論叢ζ九州産業大）　8（5）・51～87

　　　　　　　（5，1968）

　辻博：宗藤圭三先生の人と業績；経済学論叢17〔4／5／6），ム55～444

　　　　　　　〈5．1968）

　　通商産業省調査統計部統計解析課：鉱工業生産指数等の季節変動調整方法について；

　　　　　　通産統計　21ζ5），4～15（5，1968）

　　通商産業省調査統計部統計解析課：生産・出荷・在庫指数の改訂にっいて；通産統計

　　　　　　　21（2）g1～5（2，1968）

　　内海庫一郎1統計利用の独立な一研究段階としての統計の指標性の解明；統計学

　　　　　　　（19），52～59　（9，↑968）

※ウォーリスζWallis，W“．　A工1et1）；tコバー・ツ〈Roberts，　Harry　V．）：

　　　　　　　統計学入門，高木秀玄訳，東京　有斐閣　8、1968．5，228P．

　　　　　　　￥400

　　　　　　　原書名　Th⑧　Nature　◎f　S垣t↓8tic8，　A投　Indisrensable

　　　　　　　　　（｝uユde　も◎　竜he　PrOρ魯r　Use　o了　M◎der投　Sta七駕§tlo8．

　　　　　　　　　Ne「πY◎rk，　1令962．

　　紅　日本経済史

十安藤精一二石川県の士族授産、刑外関係と社会経済　森克己博士還暦記念論文集，

　　　　　　　9，1968．」p．　511～532

※福島正夫：地租改正，東京　吉川弘文館　10．1968．7，4，3ム9，7P．

　　　　　　　￥98◎

　　原田三喜雄：明治政府の財政改革と殖産興業政策（二）：西南学院大学経済学論集

　　　　　　　5　（1），　1～58　（7．1968）

　　原田伴彦：西陣機業近代百年史覚書；経済学雑誌　59（5／4），84～102

　　　　　　　　（10．り968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－15一



　服部一馬：浅野総一郎と京浜工業地帯の成立（5）；経済と貿易（97），17～

　　　　　　2・8　f10，1968）

※本庄栄治郎：日太経済史　新版．東京　有斐閣　9，1968．2，5，228p．

　　　　　　￥600

※堀江保蔵：日本経済史読本，東京　東洋経済新報社　11，1968．　頃，279，

　　　　　　6P5　ぎ550

　池田敬正：井上　清『日太現代史1　明治維新』ζ歴史の名著》；歴史評論ζ218）．

　　　　　　6ム～68　（］0，1《ヲ68）

　池田敬正：明治維新における絶対主義形成と人民闘争；日本史研究ζ97），ろ4～

　　　　　　47〈4，1968）

　井ま勝生；討幕派に関する一考察　一一長州藩に於ける商業資太との相関的分析一・；

　　　　　　日太史研究（96），25～52〈5，1968）

　犬丸義一：歴史の真実と「明治百年」一一日太の労働者階級の百年一一；歴史評論

　　　　　　　f218），　1～29〈10．1968）

※岩波書店編集部：近代日本総合年表，東京　岩波書店　　11，1968．461，78p．

　　　　　　￥5．800

　ジュ・一コフ，8．M．：「明治革命」評価の問題によせて，岩村登志夫訳：歴史評論

　　　　　　　r218）．57～63　〈10，1968）

※揖西光速；大島　清；加藤俊彦；大内　力：日太資太主義の没落　V皿，東京　東京．

　　　　　　大学出版会　11，1968．　　1755～2064B（双書　日本にお

　　　　　　ける資本主義の発達　12）　￥280

※川島武宜；松田智雄編：題民経済の諸類型　大塚久雄教授還暦記念‖，東京　岩波

　　　　　　書店　10，1968．vUi，815P．　ゼ2，000

　　　　　　目　次

　　　　　　i

　　　　　　　一九世紀末欧米綿工業の吸引と反擬

　　　　　　　　　一一一九世紀イギリスにおける綿手織工の消滅一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾太郎　　　　ρ．5～59

　　　　　　　後進資本主義史研究への一視角

　　　　　　　　　一一「社会的分業」・「産業構造」視点の意義一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ1く7召知・－　　　 P．4f～69

　　　　　　　経済発展と家族的経営

　　　　　　　　　一…国際比較史的素描一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川敬一郎　　p．71～95
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∬

問屋制の終轟　　　　　　　　　　武居良明　　　p．97～125

産業資本確立期におけるイギジス穀作農業の発展

　　一一一九世紀前半の農業不況とハイ・ファーミングとをむすぶ二、

　　三の聞題点一一　　　　　　　毛利健三　　　p．127～］56

　自由放任主義と労働組合　　　　　　岡田与好　　　　B157～180

イギジス近代所領経営の経営理念　米川伸一一　　　B］81～205

　「商工業不況調査委員会報告書」分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　吉岡昭彦　　　p．2◎7～254

一八九〇一一九一三年間のラソカシヤ綿業における技術変化と市場構

　　造　　　　　　　　　　　　　竹内幹敏　　　p．255r～265

　アメリカ資本主義の諸特質　　　　鈴木圭介　　　B267～28↑

十九世紀末一一一二十世紀初頭のアメリカ労働史の趨勢

　　　　　　　　　　　　　　　　　津田真5数　　　防285～516

田

十九世紀前半におけるフランス農業＝土地問題への一視角

　　　　　　　　　　　　　　　　　誉田保之　　　p．ろ19～ろ48

産業革命期のフラソス製鉄業　　　遠藤輝明　　　p．549～588

　第二帝制＝ボナパルティズムとフランス資本主義

　　　　　　　　　　　　　　　　　中木康夫　　　　抗589～418

　国民経済の建設における関税・貿易政策

　　　一「プロイセン関税法」（一八一八年）の一考察

　　　　　　　　　　　　　　　　諸田　実

南ドイソにおける都市手工業者層の「窮乏化」

　　　　　　　　　　　　　　　　柳沢　治

ドイツ資太主義構造論によせて　　松田智雄

ドイツ革命の根太問題

　　一一ドイツ・プアシズム研究序説一・

　　　　　　　　　　　　　　　　関口尚志

ワイマル期のドイツにお｛ナる顧内植民

　　　　　　　　　　　　　　　　北条　功

労働者国家のもとでの近代化と産業化

　　　　　　　　　　　　　　　　湯浅赴男

米国経済援助期間における台湾経済の発展

　　　　　　　　　　　　　　　　張　漢　裕

　　　　　　　　　　　一17一

p．419～444

p．4　45～468

1）．469～504

p．505～555

p．557～567

p●569～591

P．5　95～6　15



w

明治期・中期の小営業

　　一一一前田正名の『産業』誌の主張をめぐって一

　　　　　　　　　　　　　　　　長　幸男

明治中期の農民層分解　　　　　　　大内　力

明治権力による絹業の組織化過程　　山田　舜

日本製糸業賃労働の構造的特質

　　一一等級賃銀制を中心として一一

　　　　　　　　　　　　　　　　大石嘉一郎

財閥の実態をめぐる諸問題

　　　一ヒヤリングにもとずくノートー

　　　　　　　　　　　　　　　　安藤良雄

「科学主義工業」小論　　　　　　大河内暁男

茎）．619～646

p．6　4　7～6　75

p．677～706

p．70　7～7ろ4

p．755～757

p・759～772
　　　　　　　　「ゲルマン的共同体」における「形式的平等性」の原理にっいて

　　　　　　　　　一一特にわが国の入会権との関連に焦点をおいて一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川島武宜　　　p．775～795

　　　　　　　入会林野近代化法の若干の問題点

　　　　　　　　　一一共同体的所有の解体にっいての基本的認識の対立をめぐって

　　　　　　　　　　ソ　　　　　　　　　　　渡辺洋三　　　p．797～815

　吉川秀造教授　略歴・著作目録；同志社商学　20（重／2），760～765（7，

　　　　　　　1968）

※金原佐門：「日本近代化」論の歴史像一その批判的検討への視点一，東京　中央

　　　　　　大学出版部　6，1968。7，286，17ρ．　￥7日O

　小林正彬：武蔵小川和紙業発達史（上）一農民的在来産業の200年一一つ経済系

　　　　　　　r78），1～16（10，1968）

※講座　日本資本主義発達史論　茎　形成期の白本資本主義，川合一郎；木下悦二；神

　　　　　　野璋一郎；高橋　誠；狭間源三編。東京　日衣評論社　き0，1968．

　　　　　　7，504p．　￥860

　　　　　　目　次

第＝章

第二章

第三章

第四章

幕末・維新期の経済構造　　　｝ll浦康次

地租改正と農業構造の変化　　山崎春成

「産業革命」の進展と日本資本主義の形成

　　　　　　　　　越後和典・安喜博彦

近代信用制度の形成と株式会社の普及

　　　　　　　　　　　　　伊牟田敏充

　　　　　　　一18一

P．1～5◎

p．51～87

p．89～］28

p．129～182



　　　　　　　第五章　明治財政機構の成立過程　　　高橋　誠　　　P．185～217

　　　　　　　第六章　資太主義の成立と外国貿易　　木下悦二　　　p．219～258

　　　　　　　第七章　明治期における労働市場の形成と展開

　　　　　　　　　　　　　一一機械工業労働市場を中心こ一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田辺勝也　　　p．259～504

※　講座　日太資本主義発達史論　‖　第一次世界大戦前後，川合・一郎；木下悦二；神野

　　　　　　　璋一郎；高橋　誠；狭聞源三編，東京　日本評論社　11．1968．

　　　　　　　6倉286董）．　￥860

　　　　　　　目　次

第≡章　独占資本主義の確立

第二章　8太産業とその技術基盤

第三章　大正期の日本銀行金融施策

第四章　日太型労働市場の成立

第五章　大正期の農業問題

第六章　大正デモクラシー一の財政学

第七章　第一次大戦前後の外国貿易

狭間源三

中村忠一

田中生夫

小ハ渚一

暉峻衆三

高橋　誠

小野L一郎

P．1～41

P．45～70

P．71～105

p．107～1　42

P．1ムろ～183

P．185～2ろ　1

p．2ろ5～286
明治における近代の形成一「明治→○○年」によせて一（特集）；唯物史観〔6），

　　　　　20～55　（8，1968）

　　　　　明治の資本主義一産業資太形成過程の諸条件一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎三郎

　　　　　日露戦争と外債　　　　　　　　　　　林　健久

　　　　近代日本形成期における政治路線と組織路線

　　　　　　　一・自由民権運動における分裂抗争一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村貞雄

　　　　　明治期の思想と文化を語る（座談会）

　　　　　　　　　　　　大内兵衛；向坂逸郎；中野好夫

　　　　　　　　　　　　　家永三郎；編集部　長坂　聡

　　　　　　　　　　　　　新田俊三；諌山　正

大石嘉一郎：明治維新と階級闘争くとくに農民闘争）；

　　　　　45（8，1968）

　　　　　討論要旨　　　　　　　　　　　　　松田之利

P．20～56

p．57～47

p．48～55

P．56～85

歴史学研究（559），55～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．45～46

※大阪市立大学経済研究所：明治期の経済発展と経済主体，東京　日本評論社　7，

　　　　　　　1968． 264p．　￥］．00◎
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　　　　　　目　次

　　　　　　　1　明治期前半における鉄鋼企業の形成過程

　　　　　　　　　　　・一「その経営主体を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井安隆　　　　　　P．　1～85

　　　　　　　∬　明治期における株式会社の発展と株主層の形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊牟田敏充　　B87～198

　　　　　　田　独占資太主義確立期における地方行財政

　　　　　　　　　　一一日露戦争より第一次世界大戦前まで一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「吉岡健次　　　p．199～2ろ8

　　　　　　W　「立身出世」コースの形成　　　　山崎春成　　　p．259～264

　佐々木一郎1幕末・維新期における外圧の作用と天皇制（二）；法経学会雑誌　18

　　　　　　　（1），　147＾－191　ζ7，1968）

　芝原拓自1日太資本主義成立史序説一一その方法論的研究〈その二〉・一一；歴史評論

　　　　　　　ζ218），　50～56　〈］0，1968）

　高木真助：経済史方法論一統計学的反省一一；同志社商学　20∩／2），517～

　　　　　　541　〈7ρ1968）

　武部善人：明治前期の日本産業と貿易（一）一産業構造発達史との連関一一；経済

　　　　　　研究（大阪府立大）　15（4），1～58（8．1968）

　田中　彰1遠山茂樹『明治維新』（歴史の名著）；歴史評論f218）．69～76，

　　　　　　68（10．f968）

※遠山茂樹1明治維新と現代，東京　岩波書店　11．1968．1i，25で．2p．

　　　　　　　ζ岩波新書）　￥150

　土麗喬雄先生略歴および著書；経営論集　15〈2），287～289〈2，1968）

　津川正幸：大阪堂島米商会所創立事件の経過；関西大学経済論集　18（5）・59～

　　　　　　60ζ8．1968）

　脇田　修1藤田五郎の著作にっいて（歴史の名著）；歴史評論（217）．59～65

　　　　　　　〈9，1968）

※山田直匡：お雇い外国人く4）　交通，東京　鹿島研究所出版会　8，1968．

　　　　　　212，7p．　　ヨζ480

　安岡重明：三井諸別家の相続形態；社会科学　ろ（2／5），101～BO（8，

　　　　　　1968）
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E2　日本経済論　日本経済分析一般

※電力中央研究所大手町研究所：研究報告　第：皿輯　日太の長期展望　特集，東京　同

　　　　　　所10，1968．485p．
　　　　　　内容は分類αの同書を見よ

※林　信太郎；．中村忠一：世界企業への挑戦，京都　雄揮社　8，1968．皇v．220勤

　　　　　　］ζ500

　　　　　　目　次

　　　　　　1　日本の国際競争力　　　　　　　　林　信太郎　　　p．3～90

　　　　　　籔　対話　箇際化時代の日本経済

　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　信太郎；申村忠一　　　p。95～219

　平和経済計画会議経済分析委員会：内外経済の動向一一1968年第∬・四半期報；

　　　　　　第皿・四半期報一第2章　日太経済；資料　平和経済（85），22～

　　　　　　70　（7．1968）　；　（88）g　18～68　（10，1968）

　変貌する西日太経済；週刊東洋経済G427），5～40（28，8，重968）

西日太開発のビジョンを探る

新しい発展段階を迎える　近畿

工業化への道をヒタ走る　北陸

後進性の克服に取り組む　山陰

戦略工業地帯発展のかげに　山陽

地盤アップに取り組む四県　四国

総花的な九州総合開発　九州

竹内正巳

※上坂二郎：武装する財界首脳部一昭和五〇年までの日本改造計画，東京

　　　　　　7，］968．219＄）．　￥450

※神奈川県企画調査部：統計からみた神奈川県経済の動向　昭和45年版，横浜　同部

　　　　　　11，1968．　76p．

※金森久雄：力強い太陽　日太経済の高成長力，東京　ダイヤモンド社　9，1968．

　　　　　　v11㌔256p．　】ζ560

※加藤　寛：2◎世紀の限界　日本型産業社会の構図，東京：ダイヤモンド社　］重，

　　　　　　　1968．vli㌔247p．　（ダイヤモンド現代選i書）　￥450

　加藤　寛：先進国日太への条件一…保守的自由主義と対決することである一；経済

　　　　　　往来　20（8），22～52（8，1968）

克6～12

P．15～17

P．18～22

p．25～26

P．27～50

P．51～55

p．ろ6～40

　　　徳間書店
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　経済の軍事化（特集）；経済（54），21～85（10，1968）

　　　　　　　経済の軍事化と日太経済（対談）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島　恭彦；井上晴丸；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　編集部　　　　　　　　孔21～54

　　　　　　　「第三次防衛力整備計画」と軍需生産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木原正雄　　　　　p．55～74

　　　　　　　日本の経済軍事化と財政および財政政策

　　　　　　　　　一兵器調達制度の性格をめぐって一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池上　惇　　　　　p．75～85

　木村正雄：国民不在の『経済白書』；経済（55），166～172（9，1968）

　桐谷　維；小林絢子；丸　淳子：日本経済の総合計量経済学モデル＜1955年4月～

　　　　　　　1966年5月の4半期原系列による総合プロト・モデル》；計測センタ

　　　　　　ーTechni◎al　Paper（9），　1～116　（9，1968）

　国際通貨危機と日太経済（特別企画）；週刊東洋経済（5452），20～55（21，

　　　　　　　9，1968）

　　　　　　世界通貨危機のゆくえ　　　　　R．”フィン　　　　P，21～29

　　　　　　新しい国際通貨制度確立への道（討論）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者堀江薫雄1館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　龍一郎；R．トリフィン　　　P．50～57

　　　　　　　日太の外貨準備とアジア開発　トリフィンのAPU構想をめぐつてf座談

　　　　　　　　会）　　　　　　出席者　　r司会）大来佐武郎；

　　　　　　　　　　　　　　　　R．トリフィン；芦矢栄之助；

　　　　　　　　　　　　　　　　柏木雄介；村野　孝；緒田原

　　　　　　　　　　　　　　　　絹一　　　　　　　　　　　　　　P．58～55

　呉　文二：最近の内外経済情勢　微妙な貿易収支の推移（景気教室）；日本経済研究

　　　　　　センタ「会報（88），27～31（15，9，1968）

※牧瀬恒二：沖縄と米日独占資太　沖縄経済を中心として，京都　汐文社　9，1968．

　　　　　　242p．　18「290

※松山商科大学経済研究所：四国地方重要経済日誌　昭和42年，松山　同所　11，

　　　　　　　1968．　5，156p．

※宮川　実：危機のなかの日本経済，東京　学習の友社　8，1968．221P．

　　　　　　￥580

　名古屋市と名古屋大都市圏の経済情勢；調査月報（東海銀行）　（254），2～29

　　　　　　　〈9，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－22一



※中村静治：戦後8本経済と技術発展，東京　日本評論社　］0，1968．滋．555．

　　　　　　　11p．　　ヨζt600

　　　　　　　目　次

　　　　　　第一章　技術と経済の発展法則

　　　　　　　第二章　技術革新の展開過程

　　　　　　第三章　披術独占に基く外資支配の実態

　　　　　　　第四章　　r技術革新」と「二重構造」

　　　　　　第五章　日本の技術水準

　　　　　　　第六章　戦後技術政策の本質と限界

　　　　　　　第七章　要約と結論

　　日本経済の今日と明日（座談会）：出席者阿部統；金森久雄；司会内田忠夫；

　　　　　　　経済往来　20（8）．98～115（8，1968）

　　日太経済のバイタリティ「世界第二位」の要因噺分析する1エコノミスト臨時増刊

　　　　　　　46（45），　26～167　（20，10，1968）

　　　　　　　ギ円」は国際通貨になれる

　　　　　　　　　一一実力は十分，保護政策はやめよ一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三木邦男　　　　B26～51

　　　　　　　9本経済の成長要因は何か

　　　　　　　　　一っねに競争状態を保っこと一

　　　　　　　　　　　　　　く対談〉　野田一夫；金森久雄　　　　p．52～40

　　　　　　　エコノミツク・アニマル考

　　　　　　　　　一一誰もが前のめりになつて走り回つている麟民一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　城山三郎

成長力を再検討するくシンポジウム〉

　　　　　　出席者　報告　内田忠夫；討論参

　　　　　　加館龍一郎；馬場正雄；飯田

　　　　　　経夫；司会　辻村江太郎

各政党の経済政策ブレーン

　　ー一接触深める学者群像一一・　　月岡弥三

成長政策下の社会開発

　　一成長の果実をうまく活用しよう一

　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤善市

所得水準「21位」の意味

　　一生活水準はどこまで上がつたか・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平山祐次

　　　　　　　　　　　　一25一

P．42～46

P．48～72

p．74～78

P．80～89

P．90～97



日本的経営の行動科学

　　一一高成長を支えた主役たち一一　伊藤長正　　　狽．］OO～104

国際化時代の日本商社

　　　　一〇〇人のユダヤ人と、一人の日本人が・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊地敬夫　　　p．108～115

小さな世界企業

　　一一20年前のソニーやホソダとそっくりな二っの会社一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒井忠男

　　　　　　　70年代の日本は「壮年期」

　　　　　　　　　一一一人口構造の行方と労働カー　　岡崎陽一

　　　　　　　日本経済の国際環境はどうなる

　　　　　　　　　一一◎口CD諸艮の経済動向一　　水野不二夫

　　　　　　伸びる産業・衰退する産業

　　　　　　　　　一5年後の産業構造を予測する一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡輝雄

　　　　　　　「第二の松下」は出現するか

　　　　　　　　一一会社が急成長するための条件一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田口憲一

　　　　　　本格化する情報革命

　　　　　　　　　一・日米「コンピューター戦争」は間近い一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増田米二

※小椋広勝；島　恭彦責任編集：戦争と経済，京都　雄運社

　　　　　　ゼ450

　　　　　　目　次

◎小原敬士

1　戦後資本主義と軍事経済

　　　　　　　　　　　　　島　恭彦；池上　淳

∬　世界経済と戦争　　　　　　　　杉本昭七

∬　平和共荏と新興諸国　　　　　　　　尾崎彦朔

IV　日太経済の「成長」と軍事化　　　井上晴丸

v　r冷戦」経済からの転換

　　　　　　　　　　　　　小椋広勝；金田重喜

気賀健三編：日米経済の比較研究，東京

5，245P．　　覆ζエ100

P．1　16～120

P．126～15　］

P．154～159

P．142～152

P．↑54～159

7，1968．

1）含雀62～167

　　　7，564P．

P．5～82

p．85～155

P．159～1　96

P．199～29］

東洋経済新報社

P．295～564
　　　11，1968．
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目　次

二っの経済体制の統合論にっいて

アメリカにおける所得政策

アメジカと日太の独占禁止政策

アメジカ労働組合と国際労働運動

アメジカの対外投資

対米雑貨輸出の動向と問題点

デユポン家と三井家

気賀健三

塩野谷九十九

小原敬士

平田隆夫

高橋泰蔵

藤井　茂

堀江保蔵

日太の流通革命とアメジカのマ～ケティソグ

　　　　　　　　　　　　　　　　　福田敬太郎

貨物輸送近代化の一断面

P．1～24

p．25～55

孔55～86
P．8　7～1　1　0

P．†11～140

P．141～165
P．1　67～1　94

1）．195～221

　　　　　　　　　一一主としてユニツいロ　下’システムについて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田孝一　　　p、225～245

※笠　信太郎：笠　信太郎全集　第5巻　成長経済のゆくえ，東京　朝日新聞社　11，

　　　　　　　1968．vi，60ろP．（天利長三：解説　P．577～599）

　　　　　　￥950

　最近の東海経済の動き；調査月報（東海銀行）（252），26～42f7，1968）

　新年度経済の見通し；経済月報（住友銀行），ζ224），2～20∩，1968）

※昭和同人会：経済面からみた日琉一・体化，東京　同会　2，1968．132孔

　　　　　　　（執筆者　土井　章；知念栄治）

　昭和45年度下期経済の見通し一国内・北海道一一一；調査月報f拓銀）　（199），

　　　　　　　29～54（9，1968）

　昭和45年度経済の見通し；調査月報ぐ東海銀行）　（249）θ2～25（4，1968）

　昭和45年度経済の見通しと課題；調査月報（東海銀行）　（246），1～14（1，

　　　　　　　1968）

　砂川恵勝：沖縄経済の現状；世界（275），77～85《10，1968）

　多摩志郎：経済白書の特徴と作成過程；経済評論　］7（10），142～149

　　　　　　　（931968）

　短期計量経済モデルの概要；経済月報ζ住友銀行）．（224），65～82（｛，

　　　　　　　1968）

※統計研究会地域開発研究委員会：北海道の長期経済（展望）調査　北海道開発庁昭和

　　　　　　　42年度委託調査報告書，東京　統計研究会　5，1968．U7p．
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次

文　　　　　　　　　　　　　　　中山伊知郎

総論一一要約と提官一一　　　　　伊藤善市

北海道経済の地域産業連関　　　　宮沢健一

資金面からみた北海道開発　　　　三宅武雄

人口移動と北海道経済再編成の方向

　　　　　　　　　　　　　　　佐貫利雄

北海道開発と大規模開発　　　　吉田達男

ベトナム和平の行くえと休戦の経済的影響；経済月報（住友銀行）

　　　　　ろ7　ζ5．1968）

45年度経済白書（特集）；日本経済研究センター会報（86）．

　　　　　8，1968）

岳1～14

P．15～57

p．58～55

p倉56～107

p●108～117
r228），2ル㌧

2～20　（15，

　　　　　制度．慣行の硬直化の打破をζ解説）　宮崎　勇　　　p．2～4

　　　　経済白書をめぐつて（対談）

　　　　　　　　　　　　　　　　　市村真一；宮崎　勇　　　p．5～10

　　　　　問題点の徹底的解明を（討論）

　　　　　　　　　　　　　　村上泰亮；渡部経彦；大来

　　　　　　　　　　　　　　佐武郎；藤野正三郎　　　　　　　p．11～20

45年度経済白書の概要；調査月報（神戸銀）　（512），24～36（8，1968）

F　経済の主体と環境

F1　経済の主体

外国人の見た日本経済（シンポジウムー日太人の経済行動⑩）：出席者　　（司会）

　　　　　隅谷三喜男；（報告）」．ヒ〃シュマイヤー；R・」・バロン；大来佐武

　　　　　郎；井上　薫；週刊東洋経済（5426），40～57（24，8，1968）

　　　　　報告　　 ヨハネス・ヒルシユマイヤー　 臥40～44
　　　　　討　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．45～57

日本の経営者（特集2）；月刊労働問題〔126），68～85∩0，↑968）

　　　　　寡占化時代の財界エリート　　　　　寺分八郎　　　p．68～72

　　　　　現代日本の経営者と思想　　　　　　水上　徹　　　P．75～81

　　　　　労使懇談会の性格と狙い　　　　　　小宮健二　　　p．82～85
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　F3　地　　理

※ジョルジュfGeorge，　Pierre）；人ロ地理学，野田早苗訳，東京　白水社

　　　　　　　9，1968．157P．　（文庫クセジユ）　￥2ろ0

　　　　　　原書名　Geoτ9臓Phle　de　la　populaもエ◎ロ．　Paris，

　　　　　　　　　1965．

†細井淳一：静岡市域に関する地理学研究　序報一一綿作をめぐる近郊村の土地形態，

　　　　　　　「人文地理学の諸問題一・小牧実繁先生古稀記念論文集　10，1968」

　　　　　　　P。571～582

†春日茂雄：衰退産業地域とその再生；「人文地理学の諸問題一一小牧実繁先生古稀記

　　　　　　念論文集　10．1968」　P．159～149

十川端　弘：高島織物工業の存立形態，「人文地理学の諸問題一一小牧実繁先生古稀記

　　　　　　念論文集　10，1968」　P．18f～196

す川崎健史：内陸工業団地造成調査と地理学一一滋賀県の事例一一　「人文地理学の諸

　　　　　　問題・一小牧実繁先生古稀記念論文集　10。1968」p．161～170

　経済地理学会秋季研究集会臼967年11月1日，2日）；経済地理学年報　14

　　　　　　　（り），86～89　（4，1968、

　　　　　　伝統産業の近代化と地域形成

　　　　　　　　　一一尾西地域を事例として一

　　　　　　｛1）　農　業　　　　　　　　　　　　　野原敏雄　　　　ρ．86～88

　　　　　　（2）工業　　　　　　伊藤喜栄　 p．88～89

※り敢実繁先生古稀記念論文集事業委員会：人文地理学の諸問題一小牧実繁先生古稀

　　　　　　　記念論文集，東京　大明掌　10，1968．52ろB　　冨3，800

寸中田栄・－1開発効果の予測と地理学，「人文地理学の諸問題一一小牧実繁先生古稀記

　　　　　　　念論文集　　10．1968」　P．509～ろ21

※日本地誌研究所．：日本地誌　第5巻　関東地方総論　茨城県・栃木県，青野寿郎；尾

　　　　　　　留川正平責任編集，東京　二宮書店　　11，1968．51，659p．

　　　　　　　￥4．800

†岡本啓志：山梨県におけるリンゴ栽培地域，「人文地理学の諸問題一一小牧実繁先生

　　　　　　　古稀記念論文集　10，1968」　P．107～124

　　須原芙士雄：中心集落の小売商圏・その分布と階層構造一束播州農村部の一事例

　　　　　　　一一；史林　51（5），8ろ～U6（5，1968）

※吉原幸二：経済地理学，東京　泉文堂　7，1968．2，4，191p．　￥850

　　吉原幸二：農業の経済地理的研究（その1）；長野経済論集　（2），1～16（5」968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一27－一



　F6　教　　育

　神林章夫：明治前期・町村財政の形成と教育費徴集；お会科学研究　20（1），

　　　　　　　141～171（9，1968）

※清水義弘：現代日本の教育，東京　東京大学出版会　10，1968．vi・294ρ・

　　　　　　　（UP選書）　　冨450

　渡辺行郎：戦後における進学率上昇の経済的帰結（その1）；社会科学論集（愛知教

　　　　　　育大）（7／8），89～102（5，］968）

　F？　社　　会

　新ユ　社　会　学

※電通広告年鑑　昭和4ろ年版．東京　電通　5，1968．792p．　ゼ5．00◎

※放送文献総臼録作成委員会］放送関係文献総目録，東京　日本放送協会総合放送文化

　　　　　　研究所；日太民間放送連盟放送研究所　5，1968．542P．

　細谷　昂；五十嵐文雄；雪江美久：農民層分解と「いえ」の変容一一1965年時点

　　　　　　の宮城県古川市高倉地区一一；東北福祉大学論叢（7），576～ろ05

　　　　　　　（5．1968）

　松原洋三：消費研究と計量社会学；消費研究　6（1），59～48（9，1968）

i※内閣総理大臣官房広報室：世論調査年鑑一一全国世論調査の現況一一昭和42年版，

　　　　　　東京　大蔵省印刷局　9、1968．4ろ6，21p．　￥1，3◎0
　　　　　　　ポ　　　　　　　　　　　カ
　大門一樹：　広告時代　　を告発する’欲望を創り出す4，500億円；工瓢ノミスト

　　　　　　46（54），　54～61　（20．8，1968）

　清水俊弘：臼太のプレツシヤー・グループζ1）揺らぐ農協王国；経済往来　20（8×

　　　　　　　161～169（8．1968）

　Fη3　社会政策　社会保障

　青木　稔：身体障害者の現状と問題一一特に脳性マヒ者にっいて一；福祉研究

　　　　　　　（20），　8↑～89　（7，1968）

※i地域開発研究所開発同学会監修：産業と公害対策，東京　経済評論社　5，1968．

　　　　　　5．丁了91茎〕．　　】ζ5．◎OO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－28一



　江見康一：財政硬直化論と社会保障；季刊社会保障研究　4（1），2～12（6，

　　　　　　　1968）

　福田垂穂：社会事業の専門性と職員の専門職化への提言；社会福祉研究（2），16～

　　　　　　　22（6，1968）

　福武　直：農家の社会保障に関する調査；年金時報（15），1～29（7，1968）

※古川　昇；村上　清：退職金・年金，東京　日太労働協会　8，1968．145P．

　　　　　　　（昭和45年度労働通信教欝講座）

　　　　　　　自　次

　　　　　　　退職金　　　　　 古川昇　　p．1～70

　　　　　　　年　金　　　　　 村上清　　B71～145
　五島貞次：福祉国家への模索と苦悩一一三っの社会保障改革案をみて一一《国内の動

　　　　　　向》；社会福祉研究（2），80～84（6，1968）

※早坂博：聖徳太子に於ける聖的自覚と福祉理念；東北福祉大学論叢ζ7），149～

　　　　　　　177（5，1968）

※林　迫広；古賀昭典：現代社会保障法論，京都　法律文化社　10，1968．12，

　　　　　　　5三55P．　￥9ろ0

　肥後和夫：社会保障と財政政策；季刊社会保障研究　4（］），15～20（6，

　　　　　　　1968）

※一番ダ瀬康子；真田是編：社会福祉論，東京有斐閣　㌔1968．1］，264B

　　　　　　　（有斐閣双書）　冨450

　　医療制度の問題状況く特集）；ジュジスト（406），15～79ζ15，9パ968）

　　　　　　　医療史からみた医療制度の問題点　　　川上　武　　　　P．15～22

　　　　　　　医療制度のしくみとその問題点　　　　唄　孝一　　　　予．25～53

　　　　　　　大学医学部の立場からみた医療問題

　　　　　　　　　一一東大医学部の現状分写と将釆計画を中心に一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白木博次　　　　岳34～44

　　　　　　　医療保険制度の問題点

　　　　　　　　　一抜本改革試案をめぐって一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐口卓　　　　P．ムε～51

　　　　　　　医療をめぐる紛争

　　　　　　　　　一その経緯と根源一一　　　　　今井一男　　　　臥52～58

　　　　　　　医療紛争の根元と問題点　　　　　　　小山路男　　　　B59～65

　　　　　　　医師法の一・部改正　　　　　　　　　　黒木　延　　　　p．66～70

　　　　　　　医育者の反省　　　　　　　　　　　　懸田克躬　　　　B7］～76
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　　　　　　青年医師連合の理論と実践

　　　　　　　　一医療の帝国主義的再編に対決するわれわれの闘い一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　青年医師連合中央書記局　　　p。76～79

　籠山　京：公的扶助制度の現状とその批判；社会福祉研究（2），9～15（6，

　　　　　　1968）

※・籠山　京；江口英一；田申　寿こ公的扶助制度比較研究，東京　光生館　10パ968．

　　　　　　5，226P．　￥駕00◎

　　　　　　目　次

　　　　　　第1部　主要諸国の公的扶助制度

　　　　　　　第1章序章

　　　　　　　第音章　イギジス

　　　　　　　第璽章　フランス

　　　　　　　第w章　日太

　　　　　　　第V章　西ドイツ

　　　　　　　第W章　アメリカ

　　　　　　　第璃章　デソマークとアイルランド

　　　　　　　第遭章　ソ連

　　　　　　第∬部　生活保護基準と最低生活費

　　　　　　　第1章各国の基準

　　　　　　　第‖章公的扶助の保障水準

　　　　　　　第ロ章日本の基準の特質

　　　　　　第薗部　公的扶助の保障の実態

　　　　　　　第1章イギリスにおける実態とわが国の比較

　　　　　　　第11章英国における国民扶助法適用者と取扱いに関するケース・レコ

　　　　　　　　　　　ード

　　　　　　第W部　総括一わが国の公的扶助制度への批判と提言一一

　　　　　　　第1章比較の焦点

　　　　　　　第∬章　わが国の公的扶助制度への提言

　金田一郎：昭和45年度厚生省予算にっいて：季刊社会保障研究　4（1），57～

　　　　　　42ζ6，］968）

　金坂直仁：栃木県における心身障害児（者）の生きる権利と伸びる可能性を確保する

　　　　　　運動の組織化の過程一一その中間報告一；福祉研究（20），64～80

　　　　　　（7，1968）
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※経済企画庁国民生活局：深刻化するこれからの老人問題　琵舅民生活審議会調査部会老

　　　　　　人問題小委員会報告，東京　経済企画協会　10，1968．75p．

　　　　　　　ζ国民生活　特集号）

桑健康保険組合連合会：社会保障年鑑　　1968，東京　東洋経済新報社　4，1968．

　　　　　　　ix，42　9　p．　　　ゼ980

　孝橋正一：福祉国家，社会福祉と資本の論理；季刊社会保障研究　4ζ1），27～

　　　　　　　56（6，1968）

　小見二郎：精神薄弱者（児）施設における問題行動調査と心理・社会学的考察；社会

　　　　　　福祉研究く2、，44～48（6，1968）

　小沼　正：生活保護の問題点一最近の関係論文をめぐって一一一；李刊社会保障研究

　　　　　　　4　（2），　ろ4～50　（9，1968）

　厚生省大臣官房企画室：児童の養蕎費一…昭和42年度児童手当制度基礎調査結果報

　　　　　　告一一一；…季刊社会保障研究　4（2），51～59ζ9，1968）

※厚生省社会局；児童家庭局；援護局監修：社会福祉六法　昭和44年版，東京　新

　　　　　　　日太法規出版　9，1968．29，1222p．　ゼ1，ろ50

※講座　社会保障　全一巻，大内兵衛；近藤文二；末高　信；大河内一男；藤林敬三；

　　　　　　平田冨太郎監修，東京　至誠堂　］◎，］968．1冊　x4．ろoo

　　　　　　　内　容

　　　　　　　1　現代日太の貧困　　　　　　　　　　　　　　　　6，ろ45，8P．

　　　　　　　2　日本経済と社会保障　　　　　　　　　　　　　　　　295，8p．

　　　　　　　5　日本における社会保障制度の歴史　　　　　　　　　542，8p．

　　　　　　　4　日本における社会保障制度の現実　　　　　　　　　　547，8p．

　　窪腿暁子1病院ソーシャルワーカーからみたアルコール中毒者の問題；社会福祉研究

　　　　　　　（2），27～52（6．1968）

　　黒田泰行1社会保険の「扶養性」概念に関する若干の吟味；明大商学論叢　51ζ5／6），

　　　　　　　211～252（2，1968）

　　松太浩太郎：所得保障と年金権の確立；生命保険経営　ろ6（4），19～51（4，

　　　　　　　1968）

　　三浦文夫：高齢者就労状況の一事例一一東京都社会福祉協議会，高齢者無料職業紹介

　　　　　　　所の場合一一；季刊社会保障研究　4（2），64～74f9，1968）

※村上　清；楯　郁夫；平林吉久：企業保険　知識と応用，東京　近代セールメ社’10，

　　　　　　　1968．8，258p．　￥500

　　村上　清：企業年金費用の会計処理；生命保険経営　56ζ6），119～128

　　　　　　　（6，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－51一



　村上　清：厚生年金の改正と調整年金の将来；生命保険経営　56f4），5～18

　　　　　　　（4，1968）

　村岡末広：社会変動期における児童福祉施設にっいて一特に養護施設をめぐる諸問

　　　　　　題一つ社会福祉研究ぐ2），25～26（6，1968）

　村田正子；松家幸子：施設老人の質的変化とその指導にっいて一一足立老人ホームの

　　　　　　現況より一一；社会福祉研究（2）．49～54（6．1968）

※日本工業立地セソタ・－1紛争処理と被害救済問題，東京　同センター　5，1968．

　　　　　　　146p．　f産業公害対策ダイジエスト　‖）

　農民年金問題研究会：農民年金問題にっいての報告；年金時報（15），50～44

　　　　　　　（7．1968）

※農林省農政局：農業者の老令保障等に関する調査報告帯　昭和42年度農業構造政策

　　　　　　推進調査，東京　同局　5．1968．179p．

※小倉裏二：社会保障と社会問題，京都　汐文社　10，1968．409P．　r新社

　　　　　　会学双書　5）　￥780

　　　　　　目　次

　　　　　　第一部　社会保障

　　　　　　　　1社会保障への視点

　　　　　　　　‖　社会保障の最低基準一一公的扶助・社会福祉事業の論点をめぐって一一

　　　　　　　星　「禄会福祉対象論」の構成一一「疎外論」によるノートー一

　　　　　　第二部　医療保障

　　　　　　　　1　綜合保健事業の指標

　　　　　　　　‖　医療社会事業の論理と実践

　　　　　　第三部　社会問題の領域

　　　　　　　　1　生活保護の現状と問題点

　　　　　　　‖　老人福祉の領域と論点

　　　　　　　璽　保育労働論一一一考え方の起点と実態一一

　　　　　　　W　身体障害者福祉におけるr政策論」

　　　　　　第四部　部落問題

　　　　　　　1　社会保障と部落問題

　　　　　　　∬　部落問題と自治体労働者の主体性一一社会保障行政を軸としての試

　　　　　　　　　論一一

　　　　　　第五部　朝日訴訟

　　　　　　　1　朝日訴訟の争点（その一）

　　　　　　　‖　朝日声訟の争点（その二）

　　　　　　　欝　朝日訴訟の争点（その三）
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　　　　　　　W　朝日訴訟（総括）一…最高裁判決の論点一

　　　　　　第六部　地域福祉論

　　　　　　　　1　民生委員の意識状況一地域（福祉）組織化の問題として一一

　　　　　　　補論　民生委員の「責任」にっいて一一現状変革の志向として一一

　　　　　　　　W　社協活動の構想力にっいて一一なにをなすべきか一一…

　　　　　　　璽　地域福祉研究にっいてのノートー一三和町社協活動を素材として一…

※岡田藤太郎：現代社会福祉学入門，名古屋　黎明書房　6，1968．562p．

　　　　　　￥1，200

　岡崎陽一一1人口変動からみた社会保障の課題；季刊社会保障研究　4（2），22～

　　　　　　ろ3　（9，1968）

※大河内一男：社会政策講義　贋　時間と賃金，東京　有信堂　2，1968．159p．

　　　　　　￥400

　大友信勝：秋田県阿仁町における貧困問題の一考察；福祉研究ζ20），2～2ろ

　　　　　　　（7，1968）

※労働省労働基準局労災管理課編著：明解　労災保険法，東京　労務行政研究所　6，

　　　　　　　1968．　201x）．　苫ζ400

※佐口　卓：企業福祉と労働者福祉，東京　日本労働協会　11・1968．156岳

　　　　　　　（昭和λ5年度労働通信教育講座）

※佐ロ　卓：暮らしを守る社会保険，東京　日太労働協会　5，1068．頁　頂220p．

　　　　　　　（」ΣL文庫）　￥260

　斉藤勇一1社会福祉担当閣僚国際会議にっいて；季刊社会保障研究　4（2），60～

　　　　　　　65　（9，1968）

　作田美恵子：年金保険にっいての一考察；社会福祉評論f55／54），186～199

　　　　　　　（5．1968、

　佐藤吉男：財政的側面からみた生活保謹基準引上げの諸悶題；季刊社会保障研究

　　　　　　　4　（1），　21～26　（6，1968）

※社会保険診療報酬支払基金：20年の歩み；別冊，東京　岡基金　8，1？68．8，

　　　　　　　565p．；48p．2冊

　　下田平裕身：社会保障運動に関する若干の問題；季刊社会保障研究　4（2）。1ろ～

　　　　　　　21（9．1968）

※総理府社会保障制度審議会：社会保障制度審議会報告書　昭和42年度く自昭和42

　　　　　　　年4月　至昭和45年ろ月），東京　同会　　〔1968〕70p．
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　水道事業（特集）；都市問題研究　20（8），ろ～76（8，1968）

　　　　　　　水道企業経営の安定化　　　　　　　　竹中龍雄　　　　　　p．5～16

　　　　　　　淀川水域の水質基準改訂について　　　出井弘一　　　　　P．17～55

　　　　　　　淀川水系における水資源の開発にっいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎　明　　　　　P。54～46

　　　　　　大阪周辺の地盤沈下対策にっいて　　　小野五郎　　　　　p．47～56

　　　　　　生活用水としての水道水は民法第506条第4号の日用品に該当するか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐道太郎　　　　p．57～66

　　　　　　配水管整備事業（中間報告）　　　　　大阪市水道局　　　p．67～76

　田中太郎：田村教授の社会福祉理論；社会福祉評論く55／54），6～22〈5，

　　　　　　　］968）

※谷　恭介：患者集団，東京　栄光出版社　8，1968．254p．　￥ろ80

　垂石啓芳：身体障害者とその家族の生活実態（序報）一一一病棟における生活実態調

　　　　　　査を報して一；福祉研究（20）．90～97f7，1968）

　田代国次郎：宮城県社会福祉発達史研究（一）；東北福祉大学論叢f7），201～

　　　　　　　220（ろ．1968、

　楯　郁夫：厚生年金基金保険約款上の主要事項の解説一厚生年金基金保険の特殊問

　　　　　　題の断章一一f－）；（二・完）；生命保険経営　56ζ5），25～

　　　　　　　1～2（5p1968）　；56（6），　107～118（6．1968）

　楯　郁夫；適格年金契約等から調整年金への移行にっいて；生命保険経営　56（2）・

　　　　　　　5～15　（2，1968）

　東野銑一：心身障害児に於ける発達保障という概念にっいて；福祉研究（20），

　　　　　　　50～65（7，1968）

　都村敦子：保健・医療サービスの経済分析；季刊社会保障研究　4パ），45～57

　　　　　　　ζ6．1968）

※角田　豊：社会保障法の課題と展望，京都　法律文化社　10，1968．8．5，

　　　　　　　258茎）．　￥了．500

　梅村又次：雇用問題の発展と社会改革；季刊社会保障研究　4ζ2），2～12〈9，

　　　　　　　1968）

　わが国におけるケースワークの発展過程と今後を考える一一日本の社会事業の土壌に

　　　　　　ケースワークをどう受け入れ発展させるか一《座談会》：出席者　大

　　　　　　塚達雄；柏木　昭；（司会）仲村優一；社会福祉研究f2），55～45

　　　　　　　（6，1968）
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　わが国の老人問題とその福祉対策《特集》；社会福祉研究（2），59～79（6，

　　　　　　1968）

　　　　　　老後のξξ活をめぐる諸問題　　　　　　那須宗一　　　　　p．59～65

　　　　　　老人福祉対策の反省と今後の課題一老人福祉対策の体系化に関連して一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三浦文夫　　　　　p．66～70

　　　　　　老人福祉をめぐる諸問題　　　　　　杉村春三　　　　　p．71～75

　　　　　　大都市における高齢者の就職状況　　　国井嵐長　　　　　p．76～79

　山田雄三：社会福祉の現代的意義一一…主として経済的視点に立って一・；社会福祉研

　　　　　　究（2），3～8（6，1968）

※山田雄三1社会保障研究序説，東京　社会保障研究所　　10，1968．v，165p．

　　　　　　　（社会保障研究所研究叢書　1）　茎540

　　　　　　序章社会保障研究の前進のために

　　　　　　前編社会保障・社会開発・社会計画

　　　　　　第1章　社会保障と「国民的」立場

　　　　　　第2章　日本社会保障の水準と型一圏際比較小論一

　　　　　　第5章　社会保障と社会開発

　　　　　　第4章　社会保障と社会計画

　　　　　　第5章　　「経済社会発展計画」における社会保障

　　　　　　後　編　近代化に訴ける経済と社会

　　　　　　第6章　産業社会の問題一・工業化と民主化一一

　　　　　　第　7章　　　福ネ｛ヒ国家の問題

　　　　　　第8章　経済成長と国民福祉

　横井弘美：福祉国家論の経済社会学的考察（2）；名古屋学院大学論集f15），

　　　　　　　22－－5gr8，1968）

※全国社会保険協会連合会：全社連十五年の歩み，東京　周会　5，1968．12，

　　　　　　　18，61　9P．

F？4　社会問題　公害

広がる公害と政府・企業の責任一日本で欠けているもの一一（座談会）：出席者

　　　　　戒能通孝；潮見俊隆；乗木秀夫；エコノミスト　46〔45），20～

　　　　　51　（22，10，で968）

井上　勉：欧米における水質汚濁ならびに騒音の防止行政にっいて；都市問題研究

　　　　　20（8），77～105（8，1968）
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※加藤一郎編：公害法の生成と展開一ご公害法の研究1－一一，東京　岩波書店　8，

　　　　　　　重968．　x，499，14P．　　］ζ了，500

　建設省都市局：都市計画法資料；編集部：大気汚染防止法；編集部：騒音規制法；不

　　　　　　動産研究　10（5）別冊付録，1～22（7，1968）

　公害問題（特集）；ジュリストf408），14～65（15，10，1968）

　　　　　　公害の紛争処理と被害者救済（研究会）

　　　　　　　　　　　　　　　出席者　加藤一郎；佐藤　竺；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成田頼明；野村好弘　　　　　p．14～ろ1

　　　　　　環境基準の設定・大気汚染防止法　　　田村浩一・　　　　　p．52～56

　　　　　　環境基準に関する法律と行政　　　　　橋本道夫　　　　　　B5ア～41

　　　　　　騒音規制法一一その内在的問題点一一沢井　裕　　　　　p．42～47

　　　　　　四日市における公害発生とその対策の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田克己　　　　　P．48～55

　　　　　　通風・日照妨害を理由とする損害賠償請求が認められた事例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　淡路剛久　　　　　p．54～57

　　　　　　公害指定地域一覧f昭和45年4月現在）　　　　　　　　p．58～59

　　　　　　東電大井火力発電所建設計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富沢　操　　　　　p．60

　　　　　　　〔政府見解〕　「薪潟水銀中毒に関する特別研究」にっいての技術的見解／

　　　　　　　　水俣病に関する見解と今後の措置　　　　　　　　　P．61～6る

公害訴訟の諸問題ζ特集）；法律時報

　　　　　公害訴訟における当事者

　　　　　　　賠償請求の要件

　　　　　　　損害賠償の算定

　　　　　　　公害の予防と排除

　　　　　公害訴訟と因果関係論

　　　　　阿賀野川の水銀中毒

イタイイタイ病の原因にっいて

阿賀野川事件・神通川事件資料

　　阿賀野川水銀中毒事件資料

　　神通川イタイイタィ病事件資料

40〈10），

　　　　西原道雄

　　　　小栗孝夫

　　　　大脇保彦

　　　　高橋正蔵

　　　　牛山　積

　　　　椿　忠雄

　　　　石崎有信

4～57　f9妻1968）

P．4～8

P．9～11

P．11～15

P．15～14

P．15～19

P．20～2ろ

P．24～ろ◎

P．50～54
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　公害特集；月刊総評臼54），4～ろ5（8，1968）

　　　　　　公害闘争の基調・一・一生命と健康、生活を守るたたかい一・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肥川治一郎　　　p．4～10，18

　　　　　　公害問題と労働者　　　　　　　　　　宮本憲一　　　　軌11～18

　　　　　　公害対策全国連絡会議報告書　　　　　　　　　　　　p、19～55

　国民生活研究所：工場における公害の実態　その1；その2；国民生活研究　7日），

　　　　　　1～18（1，1968）　；7（2），　41～59　（5．1968）

※小間三平：社会病理学と都市底辺，京都　汐文社　7，1968．550P，（新社会

　　　　　　学双書　2）　￥690

　宮本憲一：日太の公害（三）；（四）やさしい経済分析；経済（55），180～

　　　　　　　188（9，1968）；　（54），　205～215（］0，1968）

※那須宗一；大橋　薫；大藪寿一；仲村祥一編：社会病理学事典，東京　誠信書房

　　　　　　9，1968．　v1，246．16，5p．　￥750

※総理府青少年局：かぎつ子の実態と対策に関する研究（青少年問題研究調査報告書），

　　　　　　東京　同局　5，1968，124p．

※総理府青少年対策本部：青少年問題の現状と対策パ968年版　青少年白書），東

　　　　　　京　大蔵省印刷局　11，1968．27，472p．　￥550

　上田喜一：阿賀野川水銀中毒事件の客観的事実…一北川教授の反対論に答えて一；

　　　　　　週刊東洋経済（3426），154～り58（24，8，1968）

※宇井　純：公害の政治学　水俣病を追つて，東京　三省堂　7，1968．216P．

　　　　　　　（三省堂新書）　 ㌔ζ250

※全国市有物件災害共済会防災専門図書館：公害関係図書目録　追録（昭和45年5月

　　　　　　末現在），東京　同館　6パ968．58P．

F？δ　社会運動　労働運動

　江幡　清：労働戦線統一の現状と展望；臼本労働協会雑誌（115），2～8，16

　　　　　　　（10，1968）

※藤田若雄：労働組合運動の転換，東京　日太評論社　7，1968．11，282p．

　　　　　　￥880

　　　　　　目　次

　　　　　　序章封鎖体制から開放体制へ

　　　　　　第一章終戦時の左派労働組合主義

　　　　　　第二章昭和三〇年の前と後

　　　　　　第三章　昭和四〇年の前と後

　　　　　　結　章　労働組合運動の転換

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一57一



　　浜口晴彦：戦前の労資関係の特質一…産業報国運動よりみたる一一；社会科学討究

　　　　　　　1逃（1）。61～85（8φ］968）

※法政大学大原社会問題研究所：準戦時体制下の農民組合（2）（全農一九三四年二月

　　　　　　　～九月），東京　同所　5，1968．201P．（農民運動資料　第八号）

　　飯田　鼎：戦後日本労働組合運動史における問題点一一一組織問題に関連して一；三

　　　　　　　田学会雑i誌．61（8），1～21（8，1968）

　　犬丸義一：歴史の真実と鵬治百年」一一日本の労働者階級の百年一；歴史評論

　　　　　　　（218）タ　1～29〈］Oタ1968）

※鹿児島県民生労働部労政課1鹿児島県労働運動の回顧と展望　1968年の課題と労

　　　　　　使の立場，鹿児島・同課　1，1968．164P．　（鹿児島労働時報

　　　　　　第21巻）

※神奈川県労働部労政課：神奈川県労働運動史（1、962～6・6）第四巻，横

　　　　　　浜同課　 1，1・ρ・68．5，8，　1387p．

　小松隆二；戦前・芝浦製作所における勇働運動一日本労働運動史の一峯挙一∫

　　　　　　経済学年報（慶応大）　（41），　95～174（5，了968）

　憤枝元文；一〇・二六闘争の教訓；月刊総評く127），55～44　（］，1968）

　旗枝元文他六八年私達の春闘（特集）；月刊総評（152），10～71（6，

　　　　　　　1ウ68）

　師岡佑行：大衆闘争の思想的分折一一九五四年尼鋼争議を通じて一；日本史研究

　　　　　　　（98）θ29～65（5，1968）

※中村建治：岐路に立つ総評，東京　雪華社　4，1968．2ろOP．　￥580

※中村吉治編1宮城県農民運動史，東京　拍本評論社　5，1968．xlv，1510，

　　　　　　　67p．　　「菱ζ5．000

　七〇年闘争と統一戦線（シンポジウム）：出席者　岩垂寿喜男；小山弘健；竹内静子；

　　　　　　日高六郎；現代の理論（57），118～142（10，1968）

　　　　　　問われている問題は何か（報告）　　　竹内静子　　　p．118～124

　　　　　　討論　　　　　　　　　　　ρパ2丞～142
※日太労働協会：全日太労働組合会議（全労）資料目録，東京　同会　パ，1968．

　　　　　　89P．　（労働資料　盃42別冊）　￥100

　日本労働運動を語る（対談）；話して　岩井　章；聞きて　上妻美章；月刊総評

　　　　　　　（127），　10～27（1，1968）

　大石嘉一郎：明治維新と階級闘争（とく‘こ農民闘争）；歴史学研究（559），55～

　　　　　　45（8，き968）

　　　　　　討論要旨　松田元利　p．45～46

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－58一



※大森誠人：労働組合運動入門，東京　合同出版　5．1968．206p．　（合同新

　　　　　　書）　￥290

　大島　清：労働組合運動の創始者・高野房太郎（三）；資料室報（159）．1～12

　　　　　　　（丞，1968）

※労働運動史研究会：統一戦線の歴史，東京　労働旬報社　4，1968。191p．

　　　　　　　（労働運動史研究　48号）　】9540

※清水慎三編著：統一戦線論東京　青木書店　6，1968．299p。　￥750

　庄司吉之助：常磐炭婿労働運動小史；商学論集（福島大）　ろ7（2），　51～

　　　　　　　　1i50　 （T◎，　1968）

　総評第ろ6回定期大会特集；月刊総評f1ろ6），12～554（10パ968）

　総評とco□の交流会議（特集）：総評調査月報（2a），・2～49（9，1968）

　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．5

　　　　　　　］　フランス労働者の反戦闘争と統一行動の発展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブノア・フラション　　　P．4～10

　　　　　　　2　フランス経済とCGTのたたかい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジヤン・ルイ・モアノ　　p．11～17

　　　　　　　5　総評・中立労連とGGT代表団との共同覚書　　　　　　B　18

　　　　　　　4　フランスの労働運動と経済・労働の概況（資料）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総評調査部　　　　　　　　ρ．19～29

　　　　　　　5　独占資本の集中およびフランスと共同市場内における資本の相互浸透

　　　　　　　　　　　（資料）　　　　　　・c（汀経済社会研究所　　　P．ろ口～44

　　　　　　　6　世界労連ζF．S．M．）第十三回総会でのブノワ・フラションの発言

　　　　　　　　　　　（資料）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pピ45～49

　　田村　誠：福島交通労組の闘いについて；月刊総評（127），28～54（1，

　　　　　　　1968）

　　田中　学：一九二〇年代の小作争議と土地政策（一）；経済学季報　18（1），

　　　　　　　125～163（9，1968）

　　戸木田嘉久：戦後労働組合運動の問題点一戦後日本労働組合運動史の時期区分に関

　　　　　　　して一・；日本史研究く97）カ126～142（4，1968）

　　富山功：合理化対策の基本点一一総評大会の一側面から一・；世界経済パ44），

　　　　　　　11～17〈9，1968）

　　山本　潔：「生産管理闘争」についての覚え書；経済志林　56（2），57～72

　　　　　　　（6，］968）

　　柳　春生：労働運動と労働時間短縮の問題（5）一一合理化と労働時間一一；産業労

　　　　　　　働研究所報（46），65～プ5（10，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－59一



　横田恒夫：労働組合運動の進路をめぐる論議一一総評大会を中心に一；経済く54），

　　　　　　　重86～195（重O，1968）

※郵政省人事局管理課監修1郵政労働運動史　第七巻，東京　郵政弘済会　5，1968．

　　　　　　7．1165，8’6p．　　￥2，600

※全国電気通信労働組合編著：全電通労働運動史　第1巻〈一九四五年末一一九五〇

　　　　　　年九月〉，東京　全電通　5．1968．1046p．

※全労十箪史編纂委員会：金労十年史，東京同会4，1968・961，284P．￥2，0◎◎

※全繊同盟史編集委員会；全繊同盟史　第五巻，東京　全国繊維産業労働組合同盟　う，

　　　　　　　｛968心　蝋1，715軌　　￥W500

※全商工労働組合：全商工20年史，東京　労働旬報社　5，1968．477P，

　　　　　　】ζ900

　勅8　社会思想　社会主義

※現代史資料ζ20）　社会主義運動（七）．山辺健太郎編，東京　みすず書房　6，

　　　　　　1968．xxv5i，500P．　　￥2，200

　守屋典郎：マルクス主義の発展と現代；経済（55），101～110（9，1％8）

※日太政治学会：日本の社会主義一一明治体制との関連において一…，東京　岩波蕗店

　　　　　　9，1968．∬i，250p．　（日太政治学会年報　1968）　￥650

　　　　　　冒　次

　　　　　　序言　　　　　　　佐藤誠三郎　熟1～5
　　　　　　1　明治社会主義の思想　　　　　　　松沢弘陽　　　　P・5～62

　　　　　　n　大正社会主義者の「政治」観一「政治の否定」から「政治的対抗」

　　　　　　　　　　へ一一一一一　　　　三谷太一郎　p．65～105

　　　　　　遜　国家社会主義の発想様式一一北一輝・高畠素之を中心に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋川文三　　　　B104～158

　　　　　　W　体制再統合の試みと「帝債」イデオロギー一の形成

　　　　　　　　　　一社会主義への対抗を基軸として一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀尾輝久　　　P．159～190

　　　　　　学界展望一一一九六七年一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　日太政治学会文献委麟会　　　　軌191～204

　　　　　　学套報告

　　　　　　　　高坂正尭；谷川栄彦；岡部達味；岡田良夫；

　　　　　　　　渋谷　武；白鳥　令；柏　経学；山田　浩　　　p．205～2］2

　　　　　　　　　　　　　　　　　－40一



※大沢正道：大杉　栄研究，東京　周成社　7，り968．579p．　￥1、400

※隅谷三喜男：日本の社会思想一一近代化とキジスト教一，東京　東京大学出版会

　　　　　　　1］ひ1968．v11，282茎）．　（UP選書）　￥45◎

※山川均：山川均全集5一九二二年一〇月～一九二四年七月，山川菊栄：山川

　　　　　　振作編、東京　勤草書房　7，1968．47ろp．　￥1，400

　山川振作：山｝li均と『資本論』：唯物史観（6），106～115（8，1968）

　F8政治　外交

※法務省法務総合研究所：犯罪白書一一一犯罪と犯罪者の処遇、その現況と100年間の

　　　　　　推移一一昭和45年版，東京　大蔵省印刷局　11，1968．2，2，6．

　　　　　　　570茎）．　 】i「420

※石田　雄：破局と平和　1941～1952，東京　東京大学出版会　10，1968．

　　　　　　　578，29p．　（日本近代史大系　8）　￥800

寮石田　雄：平和の政治学，東京　岩波書店　4，1968．i↓．212孔　（岩波新書）

　　　　　　￥150

※人事院管理局職階課；行政機関組織図（附　但会・裁判所・公社組織図》一一昭和

　　　　　　　45年7月1日現在一一一，東京　周課　7，1968．267P．（職階関

　　　　　　係資料）

※戒能通孝：市民の自由　基太的人権と公共の福祉，京都　法律文化社　4，1968．

　　　　　　　6，248P．　（新文化選書）　￥580

※河合栄治郎：河合栄治郎全集　第一巻～第十七巻誰第四，七～九，十一．十四巻を除

　　　　　　　く），社会思想研究会編，東京　社会思想社　1～11，1968．

　　　　　　　11冊　各ゼt200

　　　　　　　内　容

　　　　　　　第一巻　トーマス・ヒル・グリーンの思想体系　1

　　　　　　　第二巻　トーマス・ヒル・グリーンの思想体系　自

　　　　　　　第三巻　社会政策原理

　　　　　　　第五巻　英国社会主義史研究

　　　　　　　　　　　英国労働史上に於ける石炭罷業

　　　　　　　第六巻　欧州最近の勤商

　　　　　　　　　　　英国労働党のイデオロギー

　　　　　　　第十巻　労働問題研究

　　　　　　　第十二巻　時局と自由主義

　　　　　　　　　　　　マルキシズムとは何か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一41一



　　　　　　第十三巻　社会思想と理想主義

　　　　　　　　　　　私の社会主義

　　　　　　第十五巻　大学生活の反省

　　　　　　　　　　　書斎の窓から

　　　　　　第十六巷　第一学生生活

　　　　　　第十七巻　第二学生生活

　　　　　　　　　　　在欧通信

　大内兵衛：日太社会党に与う一過てぱ則ち改むるにはばかるなかれ一一；世界

　　　　　　　（274），50～42（9．1968）

※・政策時報：通産省　その人と組織，東京　政策時報社　9，1968．427p．

　　　　　　茎800

※i消防庁：消防白書　昭和45年版，東京　大蔵省印刷局　］1，1968．4，251真

　　　　　　茎480

　高島昌二：階級国家論の検討一マルクス・エンゲルス・レーぷン及びスターリンの

　　　　　　理論を中心として一一；社会科学論集ζ愛知教育大）　ζ7／8），125～

　　　　　　148ζ3，1968）

※東京都：東京都行政資料集録　昭和42年度版．東京　東京都　5，］968．

　　　　　　615P．

　通産官僚をハダカにするζ〈座談会〉今週の問題ζ84］））；週刊東洋経済

　　　　　　　（54157），　12～25　（19，10，1968）

　山村喜晴：国際化時代の通産官僚一一その意識と行動をさぐる一一；エコノミスト

　　　　　　λ6（59），　14～21　（24，9，1968）

G　社会経済体制　経済政策　長期経済計画

※電力申央研究所大手町研究所：研究報告　第旺輯　日本の長期展望　特集，東京　同

　　　　　　所10，1968．485p．

　　　　　　内　容

　　　　　　1　昭和4ろ年度主要研究題目の概要

　　　　　　2　1ケ年間の研究経過報告ζ42．10～45．9）

　　　　　　ろ　研究論文

　　　　　　　］　日本の長期展望の研究

　　　　　　　第1部門　人口問題に関する研究　　清水金次郎　　P．9～158

　　　　　　　第2部門　経済成長に関する研究

一 42一



第1章

第2章

第5章

第4章

第5章

第6章

第5部門

　第1章

　第2章

第5章

国際経済の環境と日太経済

　　　　　　　　　　　　矢島　昭

経済主体と価値構造　　　大沢悦治
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　　　　　　　　第2章　未来の区分　　　　　　　今野　浩　　　p．585～587

　　　　　　　　第5章　システムズ・アナジシス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今野浩　P．589～595

　　　　　　　第7部門その他

　　　　　　　　第1章　日本の近代化と日太人のバイタリティ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤統　 P．597～4ろ9

　　　　　　　　第2章　人間性と将来社会（座談会）　　　　　　p．441～481

　　　　　　　4　今後の研究方向　　　　　　　　　　　　　　　　P．485

　江見康一：予算編成と経済計画；経済研究（一橋大）　19f4），304～510

　　　　　　　ζ10，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　　　　　　　ぼセ　橋口幸夫：いわゆる　ポリシー・ミックス　の政策的意義とその衡撃メカニズムにっ

　　　　　　いて；商経論叢（鹿児島県大）　（17）．61～95（10，1968）

　飯原慶雄：経済安定政策への制御理論的接近；アカデミア　経済・経営学編

　　　　　　　（66／67），　175～189’（5，1968）

　小林義雄：日太の対中国資本輸出と帝国主義の成立；専修大学社会科学研究所月報

　　　　　　　（58），　1～12　（7，1968）

※マ・一シヤル（MarshaΩ，　Byron　K．）：日太の資太主義とナショナジズム

　　　　　　ー一一ビジネス・エリートの経営理念一一，鳥羽欽一郎訳，東京　ダイヤ

　　　　　　モンド社　9，1968．氾工1，252p．　￥750

　　　　　　原書名　Capitalism　and　Nationalism　in　Prewar

　　　　　　　　ぬp織　 瓢e斑e。1◎gy。f宅he恥§重Ωe＄s蹴1七邑，

　　　　　　　　　1868－1941．　　Sta］ロford，　1967．

　丸尾直美：経済政策学者の諸潮流一・科学的客観的であるはずの経済学者たち．彼ら

　　　　　　による現実の経済政策論議は理念の争いにすぎないのか一一；経済往来

　　　　　　2◎ζ］0）．　171～182〈10，1968）

　モスクワ世界経済国際関係研究所：帝陶主義にかんするレーニンの学説と現代一一レ

　　　　　　ーニソr樋蟻副五〇年一躍搬剛6），158－166日，

　　　　　　　1968）

　尾川昌法：危機における日太帝国主義の思想一…国家の思想支配にっいて一一；日本

　　　　　　史研究（97），48～65（4，1968）

　四野宮三郎：」．s．ミルの体制比較の方法；高崎経済大学論集　11（1），1～

　　　　　　20（7，1968）

　シン，タルロック：経済計画と経済政策一一インドと日本の比較一（特別講義），

　　　　　　通訳村松増美；日本経済研究センター会報ぐ88），52～56臼5，

　　　　　　9，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－44一



※杉本昭七：現代帝国主義の理論，東京　青木書店　11，1968．247p．

　　　　　　￥680

※統計研究会計量モデル研究委員会：経済計画のための計量モデルに関する研究（4），

　　　　　　東京　統計研究会　5，1968．67p．　（計量モデル研究資料　4）

　常盤政治1戦後日太資本主義と農業構造；土地制度史学　10f4），41～54

　　　　　　　（7，1968）

　津田直則：ティンバーゲン経済政策理論の検討（2）；六甲台論集　15（5），59

　　　　　　～75　（10，1968）

　和田重司：政治経済学における階級，民族，体制臼）；大阪経大論集（65），

　　　　　　　59～77ζ9，1968）

　山之内　靖：マルクス・エンゲルスのドイツ資太主義論一一類型認識の成立過程を中

　　　　　　　心として一一　；エコノミア67），55～78（9，1968）

　H　国民経済循環の構造

卓機械振興協会経済研究所：わが国産業パ10部門）における投入構造の変化一昭

　　　　　　　和50．55．58年連閤表の連結一付表，東京　同所　6，1968．

　　　　　　　2221）．（機械エ業経～斉研究幸艮告書　 42－8付）

　　市川　洋；林　英機：国民所得政府勘定の計量分析；経済分析（26），1～109

　　　　　　　（8，1968）

　　川上正道：8NAの改訂と帰属利子；統計学く19），1～14（9，↑968）

　　国連統計委員会　：SNAとMPSとの関連づけの前進；李刊魍民経済計算（20），

　　　　　　　50～81　（8，1968）

　　三上宏美：社会的費用論の一考察一一W．ミハルスキーの理論一；関西大学商学論

　　　　　　　集　 15（5），　75～85　（8，1968）

　　御前　進：マルクスr再生産表式」の意義一一価値・素材補填との関連において一一

　　　　　　　；寵谷大学経済学論集　8（1），69～92（7，1968）

　　奥沢篤次郎：政府部面勘定の設定の問題をめぐって一扇民所得計算における政府用

　　　　　　　役の取扱いについてζ三）一：経済志林　56（2），1～25（6，

　　　　　　　1968）

　　挿坂　晃；大杉　武；石橋復彦；国吉健一：Q8法による壌民総支出撮和45年4

　　　　　　　～6月期）の暫定試算結果にっいてく分析　1＞；経済分析　付録（2），

　　　　　　　1～10（8，1968）
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※ウルンンζOhユ8s◎投，　mgver）：国民経済計算論，島田千秋訳．東京文雅堂

　　　　　　銀行研究社　11，f968．5、8，7，600ρ．ζ現代経済学名著選集

　　　　　　　XΣV）￥2β00

　　　　　　原書名　o簸Na七ional　Accounting．　stockholm，1961．

※高須賀義博：再生産表式分析，東京　新評論’1，1968．294p．　（現代経済

　　　　　　学叢書　5）　］ζ1，000

　山口正之：出発表式論争分折；経済・経営研究（6），1～55（9，1968）

　湯浅定夫：社会資本の外部経済効果と民間資本の関連について；大阪商業大学論集

　　　　　　　（26／27）ヵ　115～丁ろ6　（6，1968）

　」生産の資源

　」2　自然資源

　編集部：最近の住宅事情と政策提言一建設白書・土地問題懇談会提言の検討一；

　　　　　　土地住宅総合研究ζ16），26～51（8，1968）

　堀内仁：借地権の譲渡、転貸の許可にっいて；不勅産研究　10（5），8～14

　　　　　　　（7，1968）

　保志　拘：地代範磯と土地国有論；：ヒ地制度史学　1・0（4），1～19（7，1968）

　一・色昭造：観光資源保護状況調査にっいて；運輸調査月報　10（4），20～22

　　　　　　　ζ7鎖］968）

※川島武宜；潮見俊隆；渡辺洋三編メ：入会権の解体苗，東京　岩波書店　8，1968．

　　　　　　vii1，6　70p．　　冨2，500

　宮川　澄：明治初年の土地所有権の法的性格にっいて（四）；立教経済学研究　22

　　　　　　　〈2），　145～179　f7，1968）

　宮永昌男：水質管理経済論ノート；龍谷大学経済学論集　8（1），199～221

　　　　　　　（7，1968）

　永谷誠宏：資源と経済の効率化；信託（74）．f4～22ζ4，1968）

　農地問題を現地に探る一一とくに、集団栽培の現状において一（農政研究センター

　　　　　　　・粛4回現地ゼミナー　5月29日　佐賀県三日月村において）；農業構

　　　　　　造問題白丹究（26），　2～80　（5，1968）

　　　　　　土地問題対策の手がかりくあいさっにかえて〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小倉武一　　　　　P．4～5

　　　　　　農民のための農地政策をくあいさっにかえて〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］寸綴｜英二　　　　　　　　　　P．6～7

　　　　　　　　　　　　　　　　　－46一



　　　　　　三臼月村の農地事情にっいて　　　　　大坪常雄

　　　　　　全村組織の水稲集麟栽培　　　　　　　川副　巌

　　　　　　新佐賀段階米っくり運動にっいて一一

　　　　　　　　一水稲集団栽培の当面する課題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘江正城

　　　　　　農業構造改善途上の土地問題と土地政策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綿谷魁夫

　　　　　　農地法の改正と生産集団組織　　　　　中江淳一

　　　　　　三日月村・農民の誓

　　　　　　　　農民の声①高度の生産集団へ　野崎賢一

　　　　　　　　農民の声②　構造改善事業と農民負担

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高柳幸三郎

　　　　　　　　農民の声③　集団栽培と人の和　　末次　豊

　　　　　　　　饅民の声④　自立経営青年の悩み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口好啓

　　　　　　討論　水稲集団栽培と土地問題

　　　　　　総括　生産集団組織と土地管理の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小倉武一

　　　　　　資料1

　　　　　　　　　　　　　　〔新佐賀段階米づくり運動本部〕

　　　　　　資料2　稲作生産組織調査報告〔昭和42年9月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州農政局

　岡田　進：ロシア革命における土地国有の展開；土地制度史学

　　　　　　40（7，1968）

　高橋　裕：都市の水をどうする；世界（274），95～106

　田中　学：一九二〇年代の小作争議と土地政策（一）

　　　　　　　125～165　（9，1968）

　土地問題懇談会：土地対策にっいての提言

　　　　　　究く16），　52～ろi6　（8，1968）

　　　　　　　：櫛田光男；川島　博；藤田　晴；司会　黒川

　　　　　　一づ報（87），　2～16（1，9，1968）

※図説　日太国土大系第7巻

　　　　　　誠文堂新光社　7，1968．552P．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－47一

P．8～12

P．15～］6

新佐賀段階米づくり運動第一期（59～41年）の歩み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10〈4），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；経済学季報　18（1），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和45年5月27日；土地住宅総合研

土地税制をどうする一一税調答串を中心に一（月例シンポジウム　政策の経済学）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　把；日本経済研究センタ

　　　　　　　　　　　　　　国土の資源と開発・日本国土大系編集委員会編，東京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥3，000

p．17～27

p．28～54

P．55～59

P．40

P．41

ρ．42

P．42～ム5

ρ．44～52

p．5ろ～56

p．57～65

P．64～80
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」3　人 口

十堀川　侃：名古屋市の転出人ロー昭和四十二年四月・七月の実態調査による考察

　　　　　　一，「人文地理学の諸問題一小牧実繁先生古稀記念論文集　10，

　　　　　　　1968」p．585～408

　北岡寿逸：近時我国の人口動態統計の顕著なる推移；国学院経済学　16（4），96

　　　　　　～105（5．1968）

※厚生省大臣官房企画室；厚生省人口問題研究所：過疎地域における公共施設整備に関

　　　　　　する調査報告書「過疎地域における人口移動とその社会的影響1こ関する言用

　　　　　　査」　昭和41年度，東京　同室，所　5，1968．252B

※厚生省人口問題研究所：人口問題研究所　昭和42年度事業報告書，東京　同所

　　　　　　　〔1968〕222p．

　朽木正巳：産児制限に関する若干の史的研究；東北福祉大学論叢f7），1～54

　　　　　　　（5，1968）

※南　亮三郎；舘　　稔編：労働力人口の経済分析，東京　動草書房　10，1968．

　　　　　　6，29］、6克　　（人口学研究会研究叢書　5）

　　　　　　目　次

　　　　　第＿章　人口変動と労働力　　　　　　上田正夫　　　p．1～50

　　　　　第二章　労働力率の変遷とその決定要因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大沸｛　寛　　　　　P．5　1～5　9

　　　　　第≡章　労働力生命表　　　　　　　　河野稠果　　　P．60～74

　　　　　第四章　労働力人口の就業構造　　　　石　南壇　　　P．75～110

　　　　　第五章　労働力需要の理論と計測　　　小野　旭　　　P．111～155

　　　　　第六章　経済成長と労働力需要の構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑井義隆　　　p．1ろ4～155

　　　　　第七章　労働力需給の変勤と賃金　　　水野朝夫　　　p．156～182

　　　　　第八章　労働力移勤の理論　　　　　兼清弘之　　　真］8ろ～204

　　　　第九章　労働力の産業間移動　　　　　黒田俊夫　　　P．205～228

　　　　第十章　労働力の地域間移動　　　　　鈴木啓祐　　　P．229～254

　　　　第十一章労働力人日の将来予測　　　　浜　英彦　　　P．255～291

日本の人口問題（特集）；人口問題研究（106），1～68（4，1968）

　　　　はしがき　　　　　　　　　　　　　　　舘　　稔　　　　P．1～5

　　　　現下の人口および人口問題の問題史的意義（遺稿）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多龍雄　　　p．6～14

　　　　　　　　　　　　　　　　一五8－・



　　　　　　最近の人口学的変動からみた人口問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田正夫　　　P．15～29

　　　　　　人ロ資質の現状と人口問題　　　　　　篠崎信男　　　ρ．5◎～45

　　　　　　産業と雇用からみた今日の入口問題　　林　　茂　　　P．44→ゴ

　　　　　　国際的視野からみた日太の人日問題

　　　　　　　　　一一「人口転換」を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒田俊夫　　　p．55～68

　岡本　隆：人口と賃金；社会科学論集く愛知教育大）　（7／8），10ろ～124（ろ，

　　　　　　　1968）

　岡崎陽一：人口変動からみた社会保障の課題；季刊社会保障研究　4（2），22～

　　　　　　3ろ　（9，］968）

※岡崎陽一1都市結婚コゥホートの出生類型，一一昭和’41年度実地調査特別集計一，

　　　　　　東京　厚生省人口問題研究所　1，1968．111i，24p．（人口問題研

　　　　　　究所研究資料　第184号）

　杉山俊治：経済発展論における人口要因にっいて；アカデミア　経済・経営学編

　　　　　　　（66／67），　157～174　（5，1968）

　舘　　稔：将来の人口と人口問題　縮小再生産型の日太の人口動態（未来展望講座）

　　　　　　　；日本経済研究センター会報（89），45～51（㌔10，1968）

　」4　労　　働

※有沢広巳；中村隆英：雇用と賃金，東京　日本労働協会　5．1968．］57B

　　　　　　　（昭和45年度労働通信教宵講座）

　　　　　　　目　次

　　　　　　雇　用　　　　　　　　　　　　　　有沢広巳　　　　　p．5～68

　　　　　　賃　金　　　　　　　　　　　　　　　中村隆英　　　　　　B71～157

※足利末男：労働統計の基礎，東京　日本労働協会　5。］968．∬，1v．f47p．

　　　　　　　（テキスト双書　51）　ゼ240

　粟島　毅：就業構造の推移と生保外野；保険学雑誌（441），59～72f6，

　　　　　　　1968）

　　東　健一郎：海運労使の昭和45年度労働協約改定交渉経過；運輸調査月報　10

　　　　　　　（4），　25～55（7，1968）

　　賛金統計課賃金制度第2係（川崎康夫）：労働時間制度の現状；一月報’

　　　　　　　20（7）θ　15～18（7，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－49一



　　調査課（下由登良）：労働者構成変化の離職率への影響；労働統計調査月報　20

　　　　　　　（8），　4～9（8．竃968）

　　調査課調整係：「昭和42年労働経済の分析2の概要；労働統計調査月報　2◎（7）汐

　　　　　　　4～9（7，1968）

※中央労働委員会事務局二労働委員会年報　22　昭和42年，東京　労委協会　9，

　　　　　　　1968．4，298P．　Σ「1．200

　激増する農作業災害と安全対策を検討するζ特集）言農林統計調査　18（9），26

　　　　　　～41　ζ99零968）

　　　　　　農作業の安全性を考える

　　　　　　　　一事故事例と安全対策一一　　　　米村純一　　　　p．27～ろ1

　　　　　　激増する農作業災害と労災保険

　　　　　　　　一農作業事故調査結果による事故の全ぼう一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊地武三　　　　p．32～56

　　　　　　外国における農作業安全運動　　　　　　　　　　　　　　p．57～41

　原　　薫：労働市場問題に関する地方資料；資料室報伯57），］～］6（f，

　　　　　　　1968）

　原　　薫；中林賢二郎：全圏金属労組の支部組織の実態一企業別支部一イ労働組

　　　　　　合の組織にかんする調査報告　二）；資料室報（141），2～74（6，

　　　　　　　1968）

　東日太における労働力事情にっいてf座談会）：出席者　　ζ司会）保谷六郎；並木重

　　　　　　治；堀野慶一；岩佐久典；朝霧　功；伊草誠一；富田誠司；工業立地　7

　　　　　　　ζ8），　］1～22　f8．1968）

※兵庫県中小企業労使セン外一：労働経済白書　兵庫県　昭和4↑年，神戸　同センタ

　　　　　　ー　ろ，1968．　104p．

※兵庫県中小企業労使センター労働調査室：製造業事業所の年令別労働力構成一一兵庫

　　　　　　県における高年労働力実態調査＿神戸　同センター　5，1968．

　　　　　　20，75P、　ζ調査報告書　第8号）

　宝光井顕雅：西陣機業の労働経済事情；季刊労働と経済く17），28～55（6，

　　　　　　　1968）

　石田英夫：賃金決定と一船組合員（上）一鉄鋼労働者の意識調査から一；日太労

　　　　　　働協会雑誌（115），9～16（10，1968）

※’竪山利忠教授還暦記念出版刊行委員会．　：近代労働総論　竪山利忠教授還暦記念出版，

　　　　　　東京　同会　 6，1968●405茎）．
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　　　　　　目　次

　　　　　　　第一篇

　　　　　　　　第一章　日太資本主義の変貌と労働運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤　寛　　　p．5～17

　　　　　　　　第二章　職務分析・職務評価・人事考課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田忠　 pパ8～77
　　　　　　　　第三章　労務管理の諸問題

　　　　　　　　　一雇用管理　　　　　　　　　井上　清　　　P．78～108

　　　　　　　　　二　就業管理　　　　　　　　　　　力日藤俊良6　　　　P．108～145

　　　　　　　　　三福利厚生　　　　　　　　河野徳三　　　P．144～175

　　　　　　　　第四章　人間の管理　　　　　　　早坂泰次郎　　p．174～224

　　　　　　　第二篇

　　　　　　　　第一章　社会政策総論一近代から現代ヘー一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高須裕三　　　p．227～255

　　　　　　　　第二章　労働組合運動の理論　　　三藤　正　　　P．256～288

　　　　　　　　第三章　日太の労使関係

　　　　　　　　　　　　一日本労使関係史の基本的問題に関する一試考一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左合藤三郎　　p．289～546

　　　　　　　　第四章　国際的にみた日本の労使関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋武　 p．547～575
　　　　　　　　第五章　労働法　　　　　　　　　佐藤時次郎　　p．574～401

　　　　　　　　竪山利忠教授略歴　　　　　　　　　　　　　　　ρ．405～4◎5

　勝木新次：中高年者の労働をめぐつて；労働科学　44（10）多559～566

　　　　　　　　　（10，1968）

　経済統計課（浜口枚夫）：42年度労働費用調査結果の概要；労働統計調査月報

　　　　　　20（8），　19～25　（8，1968）

　経済統計課：42年における労働災害の動き一一一労働災害動向調査毎月調査より一

　　　　　　；労働統計調査月報　20（7），19～25（7，1968）

　菊池光造：賃金交渉の現代的課題；法経学会雑誌　18（1），19ろ～204ζ71

　　　　　　1968）

　岸田孝弥：日本の労使関係にっいての一側面；労働科学　44（8），465～475

　　　　　　　（8，1968）

　小池和男：潜在失業に関する覚え書；経営志林　5（2），68～75（7，1968）

※小泉幸之輔：労働経済論，東京　朝倉書店　8，1968．2，2，217p．冨90◎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－51一



　　児嶋正男：労働力と労務管理にっいての一考察；商経論叢（鹿児島県大）　（17），

　　　　　　　55～59（1◎，1968）

　　神代和欣：労働問題研究の方法論をめぐつて；エコノミア〈56），161～17◎

　　　　　　　（6，1968）

　　国際競争と労使関係　その1　自動車産業（労働問題フォーラム）：出席者伺会）

　　　　　　　長洲一一二；（報告）竹中一雄；イ討論）岩越忠恕；塩路一郎；富山和夫；

　　　　　　　日本労働協会雑誌（115），58～61（10，1968）

※国鉄労働組合：国鉄労働組合の現場交渉権　その理論と闘い，野村平爾；青木宗也；

　　　　　　大野正男監修，東京　労働旬報社　5，1968，574p．（労旬新書）

　　　　　　　￥590

※公共企業体労働委員会事務局：公共企業体等労働委鑓会年報　昭和41年度版；昭和

　　　　　　　42年度版，東京　同局　　臼；1◎，1968．）10．55｛p．；

　　　　　　　6，557X）．　　2｛冊

　小松隆二：戦前における企業別組合の展開一一実態分析と歴史的検討一；三田学会

　　　　　　雑誌　 β1（9），　25～50　（9．1968）

　河野徳吉；井上　如；石川万里子：労働力不足に関する文献目録；総合研究（δ），

　　　　　　　89～｛2ろ（8，1968）

※雇用促進事業団婦人雇用調査室：移転就職者の妻の就業調査一主婦の就業について

　　　　　　の一考察一，東※　同室　1968．150P．　（婦人雇用調査資料

　　　　　　盃10）

※雇用促進事業団婦人雇用調査室　婦人雇用調査研究会：英米における有夫女子雇用者

　　　　　　の問題一一日太と比較して一一一ζそのパ，東京　同会　7，1968。

　　　　　　　56P．　　ζ婦人雇用調査資料　茄9）

※雇用促進事業団婦人雇用調査室　婦人雇用調査研究会：職場における婦人のジー一ダー

　　　　　　シップー実態調査報告一東京　同会　7，1968．47P．　（婦

　　　　　　人雇用調査資料　ノ蔽8）

　雇用統計課（小泉南男）：サーゼス業における雇用と賃金一毎月勤労統計調査付帯

　　　　　　サービス業調査を中心として一一・；労働統計調査月報　20ぐ8），10～

　　　　　　　14　f8、1968）

　雇用統計課：小規模事業所の雇用・賃金一一昭和42年毎月勤労統計労災特別調査の

　　　　　　結果概要一；労働統計調査月報　20ζ7）．10～14ζ㍗1968）

　京都府労働経済研究所く宝光井顕雅）1労働統計利用の手引き　労働力・雇用・失業

　　　　　　一一そのf；季刊労働と経済（17），48～55（6．1968）
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※i黒川俊雄：現代労働問題の理論，東京　労働旬報社　11，1968、x，508B

　　　　　　冨1．ろ00

　　　　　　　目　次

　　　　　　第一編　労働者階級の貧困化と中間層の理論

　　　　　　　第二編　賃金の理論

　　　　　　　第三編　労働組合の理論

　　　　　　　補　論　社会政策の分析視角

　町田隆男：独占的大企業における封鎖的労働市場についての一考察　その技能要因を

　　　　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　めぐって一技術革新　下の巨大鉄鋼業での事例研究を参考に一；長

　　　　　　　野経済論集（2、，51～59〈5，1968）

　　前川嘉一：都市の労働行政一一一働く青少年の問題をめぐつて一く時事労働問題解説〉

　　　　　　　；季刊労働と経済（17），15～14ζ6，1968）

　松岡寛爾：労働需給と労働力の価値；法経研究　16（5／4），1～56ζ2，1968）

※三池炭鉱労働組合：みいけ20年資料編’，東京　労働旬報社　6．1968．702p．

　　　　　　　￥3．200

※美濃順三：これからの職業　コンピューター時代の人間の役割，東京　毎日新聞社

　　　　　　　6，1968．222p．　『茎ろ60

　　森田　刮：労働組合の交渉力として使用する数｛直に関する問題点；大阪大学経済学

　　　　　　　18（1），54～58f6，1968）

※ミユルダール〈Myrda1，　Alva）；クレン（Kleln，　Vlola）：家庭と職業

　　　　　　　婦人タ）二っの役割，大和チドリ，桑原洋子訳，京都　ミネルヴア書房

　　　　　　　5，1968．　9．525．5p．　（社会科学選書　 56）　ヨ「750

　　　　　　　原書名　Wome《1／8　Two　Roles，　Honle　and　Work．　Lond◎n，

　　　　　　　　　1962．

　　中林賢二郎：全国金属労組の組織の発展とその組織活動の現段階f労働組合の組織に

　　　　　　　か勺す稔調査報告（一））；資料室報（140），2～26（5，1968）

　　中楯　興；吉原喜久一：漁業における労働災害の研究（下）一以西底びき網漁業を

　　　　　　　中心に一；産業労働研究所報（46），76～88（10．1968）

　　並木重治：拠点開発地域における労働力事情；工業立地　フ（8），4～10〈8，

　　　　　　　1968）

※日太共産党中央委員会出版部：労働組合運動と日太共産党　2；5，東京　同所　8，

　　　　　　　1968．262P．；280P．￥570；￥390　2冊

※日本労働協会：中学校卒業者の職業経歴・労働移動の類型と要因に関する研究．東京

　　　　　　　同会　ろ，1968．　　（調査研究資料　磁78　調査報告者　藤本喜八）
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※日太労働協会（調査研究部）：中小企業労働者の職場意識，東京　日本労働協会　6．

　　　　　　　1968．111，84p．　（調査研究資料　願79　調査報告者　山口県労

　　　　　　働協会）

※日本労務研究会：労務年鑑　　1968年版，淡路厨治郎責任監修・東京　同会　8，

　　　　　　　1　968．　x，45　7p．　　　￥3，5　0　0

※日本職業協会：公共職業安定所別　労働市場便覧一・わが国労働市場の全貌一一，労

　　　　　　働省職業安定局監修，東京　日刊労働通信社　6，1968．巫，695P．

　　　　　　茎5，000

　西部徹一：船員の健康管理の動向；労働科学　44（9），489～499（9，

　　　　　　　1968）

　西8太における労働力事情にっいて（座談会）：出席者　　（司会）保谷六郎；篠原幸

　　　　　　哉；米納千年；小島宏夫；林　昌男；小西末男；池北　実；高松　清；工

　　　　　　業立地　7（9），52～44（9ヵ1968）

　小尾恵一郎：有業率と労働時闇の関係一家計の労働供給理論一；日本労働協会雑

　　　　　　誌（114），　115～21　（9，1968）

※大阪府労働部労政課：年間労働状勢　昭和42年．大阪　同課　〔1968〕．

　　　　　　　188P，

※大阪商工会議所調査部：大阪産業界における労働力需給の実態一労働力需給実態に

　　　　　　関する調査結果一昭和42年度近畿財務局委託調査報告（昭和45年5

　　　　　　月），大阪　同部　1968．99p．

　大里仁士二炭鉱失業問題の現代的意義；八幡大学論集　18（4），25～45（3．

　　　　　　　1968）

※労働科学研究所：労働科学研究所年報　昭和45年版ζ昭和42年4月～45年3月），

　　　　　　東京　同所　f968．57p．

　労働教育問題特集；季刊労働と経済（17），2～12，15～27（6，f968）

　　　　　　労働と人間教育　　　　　　　　　　　鯵坂二夫　　　　　P．2～6

　　　　　　労働者意識と労働教育　　　　　　　　真田　是　　　　　p．7～12

　　　　　　都市の労働行政一働く青少年の問題をめぐつて一く時事労働問題解説〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前川嘉一　　　　　p．15～14

　　　　　　職業訓練制度改変の方向とその問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂寄俊雄　　　　　P．15～22

　　　　　　労働教欝問題く現状・聞題点・ピジヨン〉（時事放談）

　　　　　　　　　　　　　出席者橋太彰；古島小二郎；

　　　　　　　　　　　　　　　藤下忠男；司会　宮田栄次郎　　　　　p．25～27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－54一



　労働者の不安と不満ぐ特集1）；月刊労働問題（126），57～62ζ10，

　　　　　　　1968）

　　　　　　ホワイトカラーの分解と意識一農本主義のモダニズム的転生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見田宗介　　　　　孔ろ7～46

　　　　　　中小企業労働者の人生態度　　　　　　石月幌弘　　　　　p．47～55

　　　　　　中堅社員の自己主張一サラリーマンの不満と充足感一一（座談会）

　　　　　　　　　出席者大日方真；菅卓二；高橋祐介；

　　　　　　　　　　　　　中口武治；三宅一男；大野　力　　　　　　琵54～62

崇労働省：労働総覧　昭和四＋四年版，東京　労働法令協会　9，1968．1232p．

　　　　　　￥900

※労働省大臣官房労働統計調査部：労働経済図説　昭和45年版，東京　同部

　　　　　　　〔1968〕．月パろ5P．

※労働大臣官房労働統計調査部：戦後労働経済史（分析篇），東京同部5，1968．

　　　　　　　6，468P．

　　　　　　　目　次

　　　　　　第1部　総論

　　　　　　　　1　概況

　　　　　　　　‖　雇用，労働市場

　　　　　　　　墓　賃金水準，賃金構造・制度

　　　　　　　　w　勤労者生活

　　　　　　　第2部　各論

　　　　　　　　1　雇用及び失業

　　　　　　　　‖　賃金

　　　　　　　　覆　労働時間

　　　　　　　　IV　労働生産性

　　　　　　　　V　労働災害

　　　　　　　　w　勤労者生活

　　　　　　　　百　労使関係

　　　　　　　　付表　労働経済指標

　　　　　　　　索引

　　　　　　　　年誌

※労働省労働統計調査部：戦後労働経済史〔解説篇〕，東京　労働法令協会　9，1968，

　　　　　　　6．468p．　董2．300
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　　　　　　　目　次

　　　　　　第1部　総論

　　　　　　　　1　概況

　　　　　　　　H　麗用，労働市場

　　　　　　　　里　賃金水準，賃金構造・制度

　　　　　　　　w　勤労者生活

　　　　　　第2部　各論

　　　　　　　　1　雇用および失業

　　　　　　　　n　賃金

　　　　　　　　皿　労働時間

　　　　　　　　w　労働生産性

　　　　　　　　V　労働災害

　　　　　　　　VI勤労者生活

　　　　　　　百　労使関係

　　　　　　　付表　労働経済指標

※労働省婦人少年局：婦人関係年表　1868～1968，東京　同局　10，1968．

　　　　　　　45ρ．　〈婦人関係一般資料　ノ664）

※労働省婦人少年局：女子の定年制　改訂，東京　日本労働協会　2，1968．6．

　　　　　　　f441）．　ゼ250

※労働省労働基準局賃金部監修：最新賃金辞典，東京産業労働調査所5，1968．

　　　　　　　10，482p．　「￥1，500

※労働省職業安定局：中小企業における雇用の現状と問題点，東京　同局　2，1968．

　　　　　　　56P．

※労働省職業安定局雇用政策課：企業合併と雇用，東京　同課　6，1968．8，

　　　　　　　125P。

※労働省職業安定局：造船産業における雇用の動向と問題点，東京　同局　5，1968．

　　　　　　　ろ］P．

※　〔琉球政府〕労働局職業安定部労働調査課：労働白書　労働経済の分析　　1967年

　　　　　　版，那覇　琉球政府　2，1968．11，252p．

※琉球政府労働局職業安定部労政課：労働情勢　］967年，那覇　琉球政府　6，

　　　　　　　1968．　155P．

　斉藤泰明：石油化学工業における労働市場一一四日市石油化学コンビナー一ト調査覚書

　　　　　　　一；資料室報く145），1～1］（8，1968）

※i真田　是：労働問題入門．東京　日太評論社　11，1968．x，286p．

　　　　　　ゼ650

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－56一



「産業再編と労働組合の条件」　（シソポジウム）；出席者　名和献三；前川嘉一；渡

　　　　　部　徹；板東　慧；労働調査時報（576），14～17（8，1968）

佐武弘章：労働市場の分析視角にっいて；経済学雑誌　59（5／4），169～

　　　　　り87（10，1968）
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　　　　　　　；一一日経連の機能と政策の変遷（その2）一一；一社会的責任と

　　　　　利潤第一主義ζその5）一；一一現代労務管理との闘い（その4）　（完〕

　　　　　一一；月刊総評（127），66～71（1，1968）；（128），

　　　　　124～129　f2，1968）　；　（129），　106氏一1　1　1　ζろ，1968）

　　　　　；　（1ろ0）　106～1り1　（4．1968）

下山房雄：造船労働者の労働と生活一某造船工場アンケート調査結果一；労働科

　　　　　学　 44（10），577～605（10，1968）
新スベシヤリスト時代　サラジーマン生き残りの条件（第二特集）；別冊中央公論

　　　　　経営問題　7（5），280～547f9，1968）

　　　　　ビジネスマンの変革　　　　　　　　　星野芳郎　　　岳280～289

　　　　　スペシヤリスト管理一一・その養成と待遇一一〔実例研究〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加固三郎　　　P．290～ろOO
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相良竜介　　　P．501～ろ1ろ
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　　　　　　　　　　出席者：小林　宏；小山八郎；鶴巻敏夫　　　p．ろ14～526
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林薫　p．527～555
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※白井泰四郎：企業別組合，東京　中央公論社　11，1968．～吐，19λp6

　　　　　　￥2◎0
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　　　　　　年度委託調査報告書，東京　統計研究会　5，1968．9ろp．
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石黒隆司：稼働率とモデル分析；公営評論　15（4），57～66（4，1968）

岡庭博lr労働生産性」及びギ搾取率」の計算について一一一ディンケヴイッチ氏講
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※通商産業省：商工政策史　第十五巻　繊維工業（上），東京’

　　　　　　　1968．　476p．
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　　　　　　　（6，1968）

　地域開発立法の問題点と望ましい方向（特集）；地域開発（47），1～24（8，

　　　　　　　1968）

　　　　　　地域計画立法　　　　　　　　　　　　成田頼明　　　　　P．1～6

　　　　　　土地利用の規制と損失補償　　　　　　綿貫芳源　　　　　恥7～12

　　　　　　住宅関係立法　　　　　　　　　　　　南　博方　　　　　p．15～16
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　平沢貞昭；都市再開発・地域開発・宅地開発・住宅建設等に対する金融にっいて一

　　　　　　金融制度調査会での検討資料を中心に一；不動産研究　　10（3），

　　　　　　72～90　（7，1968）

※北海道開発局局長官房開発調査課二無煙燃料工業開発調査　　北海道開発計画調査，

　　　　　　東京　同課　3，1968．185p．

一 62－一
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※池田勝彦：経済成長論一産業組織と経済成長一，東京　中央経済社　11，1968．

　　　　　　5．5，514P．　“￥t20［｝

※経済発展協会：企業合併の経済的分析，東京　同会　8．1968．126p．

　　　　　　　（AEDジポート　ノ佑4　特別号）

K261独占企業　大企業

　安部一成1寡占企業と技術進歩（産業体制講座　寡占の経済学5）；日太経済研究セ

　　　　　　ンター会報（87），45～47（1．9，1968）

　独占禁止政策二十年史発刊特集；公正取引（216），2～21（10，1968）

　　　　　　独禁政策二十年史発刊に際して　　　　山田精一　　　p．2～5

　　　　　　独禁政策20年の回顧一公正取引委員会在職中の思い出一（座談会）

　　　　　　　　出席者　麓野　弘；小川清四郎；坂根哲夫；

　　　　　　　　　　　　佐久間虎雄；島太融；古内広雄；

　　　　　　　　　　　　湯地謹爾郎；横田正俊　　　　　　　　　翫4～15

　　　　　　独占禁止政策二十年史を読む　　　　金森久雄　　　P．16～18．15

　　　　　　独占禁止政策二十年史ができるまで　　波光　巌　　　P．19～21

※ガルブレイス（G≒a亙bralt捻，　、了．　K◎）：新しい産業箇家，都留重人監訳，石川

　　　　　　通達；鈴木哲太郎；宮崎　勇訳，東京　河出書房薪社　　10，1968．

　　　　　　465，Xp．　　￥850

　　　　　　原書名丑eN路江dusい捻ユS垣七e．　B。s拍負．］967．

　紙から鉄へ大型合併劇の舞台裏　八幡・富士合併の成否を占う（本誌記者座談会）；

　　　　　　週干‖東洋経済（5435），　44～49　（5θ1b．1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－70・一



　寡占体制の進行と独禁法制一独禁政策懇談会の意見書をめぐって一一（座談会）

　　　　　　第一回；一一紙・鉄鋼の合併と独占禁止法15条一一（座談会）　第二回

　　　　　　　・完：出席者　今村成和；上野裕也；内田忠夫；金沢良雄；正田　彬；丹

　　　　　　宗昭信；ジュリスト（．405），15～ろ0（1，9パ968）；（407），

　　　　　　52～54　（1，1◎1968）

　寡占体制と独禁法（特集）L法律時報　　40（9），4～55　（8，1968）

　　　　　　独占禁止法の再確認　　　　　　　　　富山康吉　　　　　p．4～9

　　　　　　独禁法一五条と大型合併　　　　　　　丹宗昭信　　　　　p．］0～20

　　　　　　独占禁止法の変質過程一合併制限規定を中心として一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮坂富之助　　　　p．2］～ろO

　　　　　　寡占一その政治的背景一　　　　　後藤基夫　　　　　p．51～36

　　　　　　大型合併一その経済的背景と公取委のあり方一（対談）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正田　此；伊東光晴　　　　　p。37～45

　　　　　　戦前の独禁体制の史的雛寸

　　　　　　　　一一経済法の成立と展開にっいての若干の考察一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河舎研一　　　　　p．46～ぐ5

　川口　弘：寡占企業の資本禰達（産業体制講座　寡占の経済学4）；日太経済研究セ

　　　　　　ンター会報（88），57～40（15，9，1968）
　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　　カ
※経済調査協会：年報　系列の研究　　（1968）一一一非上場企菜編一一’，東京　同会

　　　　　　　8，1968．　4，ろ85p．　　￥5．400

　企業合併と労使関係　その2（座談会）：出席者　　（司会）江幡　清；太田　薫；宮

　　　　　　田義二；塩路一郎；柴田利右衛門；日本労働協会雑誌（114），28～

　　　　　　　45（9，1968）

　企業集中の進行と資本集団（特集）；経済評論　で7（11），8～90（10，

　　　　　　　1968）

巨大型企業の合併と独禁制度　　　　　豊崎　稔

三菱コンツェルンの現勢　　　　　　　小林幸雄

地域開発計画の現実と論理（対談）

　　　　　　　　　　　　　西山卯三；尾上久雄

地域開発と住民参加一計匠における科学主義一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田　篤

首都圏への人口集中と地方自治一一危機の二っの側面一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴海正泰

都市整備と都市計画法一新都市計画法をめぐつて一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木鉦作

　　　　　　　　　　　　一一7］一

P．8～17

ρ．］8～29

P。5］～5ろ

P．54～70

P，71～8ろ

P．84～95



※公正取引委員会独占禁止政策二十年史編集委員会：独占禁止政策二十年史，東京　大

　　　　　　蔵省印刷局　1◎，1968．2，9，758P．　￥3、000

　　　　　　目　次

　　　　　　第1期　占領下の法制定および運用展開期（終戦～昭和26年）

　　　　　　　第1章　総説

　　　　　　　第2章　財閥解体および過度経済力集中の排除

　　　　　　　第3章独占禁止関係法令の制定，改廃

　　　　　　　第4章公正取引委員会の組織および権限

　　　　　　　第5章　トラストの動向

　　　　　　　第6童　カルテノレの動向

　　　　　　　第7章　違反事件審査の動向

　　　　　　　第8章　その他の公正取引委員会の業務

　　　　　　第n期　独立後の法改正および運用停滞期（昭和27年～同55年）

　　　　　　　第1章　総説

　　　　　　　第2章独占禁止関係法令の制定，改廃

　　　　　　　第ろ章　公正取引委員会の組織および権限

　　　　　　　第4章　トラストの動向

　　　　　　　第5章　カルテルの動向

　　　　　　　第6章　不公正な取引方法規制の動向

　　　　　　　第7章　下請取引の動向

　　　　　　　第8章　違反事件審査の動向

　　　　　　　第9章　その他の公正取引萎員会の業務

　　　　　　第箪期　消費者物価高騰下の再展開期（昭和56年以降）

　　　　　　　第1章　総説

　　　　　　　第2章　独占禁止関係法令の制定，改廃

　　　　　　　第5章　公正取引委員会の組織および権限

　　　　　　　第4章　トラストの動向

　　　　　　　第5章カノレテルの動向

　　　　　　　第6章　不公正な取引方法規制の動向

　　　　　　　第7章　下請取引の動向

　　　　　　　第8章　不当な景品表示規制の動向

　　　　　　　第9章　違反事件審査の動向

　　　　　　　第10章　その他の公正取引委員会の業務

　　　　　　史談会「独占禁止政策20年の回顧」

　　　　　　　　一公正収引委昌会在職中の思い出一

　　　　　　　　　　　　　　　　　一72一



　　　　　　　出席者　芦野　弘；小川清四郎；坂根哲夫（司会）；

　　　　　　　　　　　佐久間虎雄；島本　融；古内広雄；湯地謹爾

　　　　　　　　　　　郎；横田正俊

　　　　　付属資料

　　　　　資料編

公取委取引課（菊地兵吾）：拘束預金調査と問題点一一第八回調査結果を中心に＿

　　　　　；公正取引（215），29～53，45（9，1968）

公取委景表課（佐野吉弘）：最近の景表法違反事件；公正取引（215），24～

　　　　　28，14（9，1968）

公取委景表課（関根芳郎）：食品かん詰の表示に関する公正競争規約について；公正

　　　　　取引（216），28～ろ0（↑0，1968）

熊谷尚夫：大型合併一般への青信号ではない一産構審特別委の答申にっいて一；

　　　　　週刊東洋経済（3450），100～104（14，9，1968）

町田隆男：独占的大企業における封鎖的労働市場にっいての一考察　その技能要因を

　　　　　めぐつて一一㏄技術革新”下の巨大鉄鋼業での事例研究を参考に一一；長

　　　　　野経済論集i（2），　51～59　（ろ．1968）

間仁田幸雄：卸売物価の下方硬直性と生産集中度；公正取引（216）．22～27

　　　　　　（10，1968）

御園生　等：株式所有の形態と企業支配；唯物史観（6），5～19（8，1968）

宮下武平：企業合併と銀行界；金融ジャーナル　9（8），5～9（8，1968）

中村忠一：わが国における企業合同の問題点一一一いわゆる大型合併をめぐる二っの問

　　　　　題一；世界経済評論　12（9），25～27（］◎，］968）

日本産業と独占禁止法；通商産業研究　16（4），4～519（10，1968）

　　　　　1　産業政策と独占禁止法

　　　　　　独占政策の課題一一大型企業の合併をめぐつて一。

独禁政策と産業政策

皿　独占禁止法をめぐる諸問題

投資調整・過剰設備処理と独禁法

企業合併と独占禁止法

　プラィスジーダーシップと独禁法

持株会社と独占禁止法

独禁法における不公正取引の規制

斉藤太一

並木信義

伊藤敬一

高津義典

村田成二

宮本治男

谷口克彦

P．4～9

P．1〔〕～’28

ロ．50～48

P．49～6ε

P．69～82
P．8ろ～1　0　9

P．川0～］58

流通問題と独占禁止法～マーケティングにおける法律規制一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　井」ヒ　　毅　　　　　　　P．159～149

一 75一



　　　　　　　再販価格問題と独占禁止法　　　　　谷口克彦　　　p．150～192

　　　　　　　特許権と独占禁止法　　　　　　　　　鯨井卸二　　　防195～204

　　　　　　　独占禁止における国際協力　　　　　高津義典　　　p．205～229

　　　　　　　巫　海外の独占禁止法制

　　　　　　　アメリカの独占禁止法制　　　　　　谷日克彦　　　p．252～257

　　　　　　　西欧諸国の独占禁止法制　　　　　　伊藤敬一　　　p．258～285

　　　　　　W　　関係資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B287～ろ　19

※野口　祐編：三井コンツェルン　経営と財務の総合分析，東京　新評論　6，1968．

　　　　　　ろ66P奉　￥2．OOO

　　　　　　内容は分類Lの同書を見よ

※野口　祐編著：住友コンツェルン　経営と財務の総合分析，東京　新評論　9．

　　　　　　　睾　968．　570《）．　　￥2，000

　　　　　　内容は分類Lの同書を見よ

　大型合併をめぐつて（特集）；ジユジスト（407），重5～ろO（1、了O，⇔68）

　　　　　　（1）企業合併をめぐる産業構造改善　　林　信太郎　　瓦15～22

　　　　　　②　大型合併にっいて一三っの観点からの評価一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　影山衛司　　　p．22～25

　　　　　　（3｝寡占体制下の有効競争論を検討する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小西唯雄　　　孔26～50

　大型合併と物価（月例シンポジウム　政策の経済学）：徳永久次；上野裕也；新飯田

　　　　　　宏；司会　黒川　謁；日太経済研究センター会報（86），21～31

　　　　　　　（15，8，零968）

　王子系三社合併の経済学；中央公論　8ろ（9），160～194（9，1968）

　　　　　　競争原理と合併問題　　　　　　　　　村上泰亮　　　P．160～168

　　　　　　王子系三社合併の分析　　　　　　　　今井賢一　　　克17］～180

　　　　　　大型合併になぜ反対するのかくシンポジウム〉

　　　　　　　　　出席者　今井賢一；上野裕也；内田忠夫；

　　　　　　　　　　　　　小宮隆太郎；村上泰亮；渡部経彦　　　P．182～194

　産業構造審議会総合部会基本問題特別委員会；産業の構造改善と企業合併に戊・ての意

　　　　　　見；ジュジスト（407），55～59（㌔零0．］968）

　産業の構造改善と企業合併；エコノミスト　46（36），14～55（ろ，9，

　　　　　　1968）

　　　　　　抽象論より実証的研究を　　　　　　　小宮隆太郎　　P．14～20

　　　　　　急がれる国際企業の育成　　　　　　　林　信太郎　　B21～25

一 74－一



　　　　　　白熱した産構審の論議一一イ企業合併の意見」がまとまるまで一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．26～28

　　　　　　産業の構造改善と企業合併にっいての意見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業構造審議会総合部会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基太問題特別委員会　　　　p．29～55

　産業の構造改善と企業合併にっいて一一産業構i造審議会の意見を中心に一；調査月

　　　　　　報（神戸銀）　（3B），24～50（9．1968）

　　「産業再編と労働組合の条件」　（シンポジウム）；出席者　名和献三；前川嘉一；渡

　　　　　　部徹；板東慧；労働調査時報（576），14～17（，1968）

　設備調整撤廃論にゆれる紙パ業界大型合併の投じた波紋；週刊東洋経済（5429），

　　　　　　　66～70　（7，9，1968）

※柴垣穐夫：三井・三菱の百年　日太資太主義と財閥，東京　中央公論社　］0，］968．

　　　　　　　208P．（中公新書）　￥250

※正田　彬編：カルテルと法律，東京　東洋経済新報社　10，1968．xili，510B

　　　　　　￥1，200

　住ノ江佐一郎：大型会社の合伊とその橡価の推移にっいて一三菱重工業株式会社の

　　　　　　合併を一っの事例として一；甲南経営研究　9（2），49～59（9，

　　　　　　　1968）

　竹内：大型合併の意義；調査月報（長銀）　（109），5～11（9／9，1968）

　上野裕也：寡占企業の投資行動と経済成長（産業体制講座　寡占の経済学5）；日本

　　　　　　　経済研究センター一会報（89），64～69（1，10，］968）

　吉田義三：現代寡占と新産業国家；世界経済評論　12（9），28～52（10，

　　　　　　　1968）

　　K262　中小企業

　　中小企業情勢調査の概要一一昭和4ろ年5月～4ろ年5月一；商工金融　18（7），

　　　　　　　28～42　（7，1968）

　　中小企業政策審議会企画小委員会：今後の中小企業政策のあり方にっいて同委目会中

　　　　　　　聞報告；商工金融　18（7），4ろ～83（7，1968）

※中小企業センター：自動車部品工業実態調査集計報告書，東京　岡センター　5，

　　　　　　　1968，5↑4p．　　（調査研究シリーズ　1）

　　中小企業短期動向調査報告一一景気調整下の中小企業一一；経済月報（経済企画庁）

　　　　　　　1968（8），　54～80

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－75一



※平田淳久雄：現代中小企業論，東京　［b央経済社　9，1968．5，4．547p．

　　　　　　X1，200

　　　　　　目　次

　　　　　　　序説一日本資太主義分析および日本中小企業問題分析の方法論

　　　　　　　第一編　中小企業問題分析の基礎理論

　　　　　　　第二編　中小企業政策論

　　　　　　　第三編　中小企業の実態分析論

　　　　　　　付表　中小企業政策の変遷

※i細野孝一：中小企業論，東京　鹿島研究所出版会　9，1968．205p．茎640

　　　　　　目　次

　　　　　　　第1章　序説

　　　　　　　第2章　日本経済の発展

　　　　　　　第3章　中小企業の本質論

　　　　　　　第4章　構造変革下の中小企業

　　　　　　　第5章　中小企業のビジヨン

※鎌倉　昇：再編成期の企業戦略　中堅企業が生き抜く道，東京　実業之日太社　6，

　　　　　　　1968．213p．　￥570

　清成忠男：中小企業政策の課題と方法；調査月報（国民金融公庫）（90），51～

　　　　　　　65（9貨1968）

　国民金融公庫調査部：中小企業の景況　弱気に転じた売上高見通し　42年度第ろ・

　　　　　　四半期；調査月報（国民金融公庫）　（85），1～18（2．1968）

　今日の中小企業問題（特集）；経済（53），2ろ～85（9，1968）

　　　　　　中小企業の「近代化」と「構造改善」の新段階

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　睦　　　　　p．23～38

　　　　　　資太「自由化」と中小企業　　　　　　　市川弘勝　　　　　p，59～49

　　　　　　独占企業の下請け系列再編の動向　　　池田正孝　　　　　p．50～67

　　　　　　博多織業における収奪iの実態　　　　　上杉　信　　　　　恥68～77

　　　　　　危機にあえぐ瀬戸の陶磁器業　　　　　永井岸太郎　　　　p．78～85

　黒川照明：第5回中小企業総合基太調査結果報告書（速報）の就要；通産統計　21

　　　　　　　（6），　4～13　（6，1968）

　黒沢一清：大都市近郊中小機械工業のあり方一大宮市における事例一一；商工金融

　　　　　　18（8），　1～1、0（891968）

　三宅武雄：金融引き締めの中小企業金融に及ぼす効果一一アメリカと日太の場合一

　　　　　　；経済学論纂　9（1），1～54（1，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－76一



　中村秀一郎：企業規模移動調査報告　中堅企業成長過程の研究の資料として；専修大

　　　　　　学経営研究所報（6），1～18（3，1968）

※日太労働協会〔調査研究部〕：中小企業労働者の職場意識，東京　日本労働協会　6，

　　　　　　　1968．iii，84p．　（調査研究資料　妬．79　調査報告者　山［］県

　　　　　　労働協会）

　沖田　守：都市化と中小企業；不動産研究　　10（5），26～37（7，1968）

※大阪府立商工経済研究所：大阪地場産業の実態一一一その11　錠・かぎ製造業一．

　　　　　　大阪　同所　3，1968．72p．（経研資料　～駈45ろ　執筆者　間苧

　　　　　　谷　努）

※大阪府立商工経済研究所：大阪地場産業の実態一その12　児童乗物製造業一

　　　　　　大阪　同所　5．1968．56p．（経研資料　妬458　執筆i者　高城

　　　　　　寛）

※大阪府立商工経済研究所：輸出貿易における中小工業の地位　昭和59年～42年1

　　　　　　　月～9月，大阪　同所　3．1968．56E　（経研資料雁451）

　大沢　正：中小企業転換問題の回顧と展望；調査月報（国民金融公庫）　（91），5・2

　　　　　　　～66（10，］968）

　最近の中小企業金融；調査月報（東海銀行）　（251），16～29（6．1968）

　最近の企業倒産と中小企業；調査月報（拓銀）　（198），ろ2～44（8，1968）

　　田杉　競：中堅企業調査にっいて；経済論叢　102（2），55～65（8．1968）

　　渡辺　睦二中小企業の「近代化」と「構造改善」の新段階（続）；経済（54），川7

　　　　　　　～128（10，1968）

　　山県：中小企業金融の現状と将来一一資金需要の企業規模別分析一；調査（三菱銀

　　　　　　　行）　（166）．15～ろ2（8，1968）

※山中篤太郎；滝沢菊太郎；外池正治：産業高度化と中小企業，東京　第三出版　6，

　　　　　　　1968．　8，272p．　
『

§ζ780

　　　　　　　目　次

　　　　　　　著者から読者に一一はしがきに代えて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山中篤太郎　　P．1～4

　　　　　　　第1編　研究課題としての「中小企業」

　　　　　　　　　　　　　一一わが国の中小企業とは研究上どのような問題であるのか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山中篤太郎　　p．5～43

　　　　　　　第2編　中小企業聞題の国際的研究

　　　　　　　　　　　　　＿＿イギリス産業高度化過程における小工業・家内工業の研

　　　　　　　　　　　　　究　　　　　　　　　　　外池正治　　　p，47～124

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－77－一



　　　　　　第5編　日本産業構造の高度化過程と中小工業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢菊太郎　　p．｛27～272

　山崎　清：企業聞結合と大都市中小企業の集団的立地にっいて；調査月報（国民金融

　　　　　　公庫）　（88）、　42～82（7．1968）

　K3　個々の産業

※神奈川県立川崎図書館：本館所蔵　産業史関係図書昌録，川崎　同館　5．1968．

　　　　　　v，328．55克

※機械振興協会経済研究所：わが国産業（110部門）における投入構造の変化一一一昭

　　　　　　和50．35．58年連関表の連結一付表，東京　同所　6，1968．

　　　　　　222P．　（機械工業経済研究報告書　42－8付）

　小木曾英一；長沢良三；早馬修；中尾　豊；上井一弘；森谷正規二宇宙開発の波及

　　　　　　効果にっいて1総合研究（5），57～70〈8，1968）

※名島太郎編：日本産業読本，東京　東洋経済新報社　4，］968．磁11．ろろで，

　　　　　　7『p．　茎580

　　　　　　目　次

第一章　総論

第二章　エネルギー産業

第i三章　鉄鋼産業

第四章　非鉄金属産業

第五章　機械工業

　第一節　機械工業総論

　第二節　自動車工業

　第三節電気機械工業

　第四節　造船業

　第五節　産業機械・一般機械

第六章　化学工業

　第一節　化学工業総論

　第二節　石油化学工業

　第三節　硫安・ソーダ工業

　第四節　合成樹脂

第七章窯業

第入章　建設業

第九章　紙・パルプ工業

　　　　　　　　　　　一78一

名島太郎

高垣節夫

井田昌三

鈴木　力

三輪芳郎

滝川　靖

鈴木敏夫

岡部貞雄

三輪芳郎

正村公宏
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正村公宏

矢島不二男

渡辺武平

古川　浩

福田兼治
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p．58～77
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P．96～1］6
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P．131～149
P．149～1　64

P．164～18ろ

P．184～20ろ
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p．214～250
P．250角】24ろ
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　　　　　　第十章　繊維工業　　　　　　　　　吉岡政幸　　　　p．5◎5～517

　　　　　　第十一章　食品工業　　　　　　　　　杉岡碩夫　　　　P．ろ18～531

　奈良部志保子：鉱工業生産指数について（1）～（4）；通産統計　21（6），14

　　　　　　～16（6．1968）；2］（7），4～6（7，1968）；2］（9），

　　　　　　5～7（9，1968）；21（10），　24～26（10，1968）

※日本長期信用銀行産業研究会：新時代に挑戦する日本の産業　その体制と戦略，東京

　　　　　　毎日新聞社　11，1968，275p．　￥380

※日本OエOS協会：日本産業界の海外活動に関する調査　昭和45年，東京　同会

　　　　　　　591968．　47P．　　（C王◎Sレポート　Vo1．6，ノ紙2）

　大型景気いっまで続く　主役はなにか一一一引き締め緩和後の産業界一；週刊東洋経

　　　　　　済（3428），　ろ6～45（5］，8，1968）

※向坂正男編：日太産業図説（新版），東京　東洋経済新報社　8，1968．xix，

　　　　　　　305p』　 Σ『700

　産業動向一・42年度の主要産業動向と今後の見通し；興銀諦査月報（142），2

　　　　　　～265（7．1968）

　小零細企業の理論的ひ実証的研究；調査月報（国民金融公庫）　（88），1～41

　　　　　　　（7．1968）

　　　　　　わが国零細企業における生産性・賃金・収益率一経営指標分析一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木諒一　　　　p．2～15

　　　　　　小零細企業と正常利潤　　　　　　　　伊藤善市　　　　p．14～25

　　　　　　小零細企業の収益性一生産物の多様化と差別化との関係において一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花輪俊哉　　　ロ，24～51

　　　　　　　労働供給不足の発生と利子負担の企業規模間格差の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉野昌甫　　　　p．32～41

　　竹内：新産業と研究開発；調査月報（長銀）　（108），3～U（6／7，1968）

　　通商産業省調査統計部統計解析課：鉱工業生産指数等の季節変動調整方法にっいて；

　　　　　　　通産統計　21（5）g4～1ろ（5，1968）

　　K3A　農　　業

　　赤島昌夫1水稲の集団的生産組織の動向にっいて；食糧管理月報　20（10），ろ

　　　　　　　～10 （10，1968）

　　荒井浄二：肉畜の流通問題にっいて；農林金融　21（9），24～56（9，1968）
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第4回土地問題研究会；農業構造問題研究（22），54～83

　　　　　〔報告1〕　農業地域振興整備計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申野和仁

　　　　　〔討論1〕　都市の発展に対応する農業保全策

　　　　　　　　　　　　　　小倉武一；綿谷赴夫；石黒重明；

　　　　　　　　　　　　　　並木正吉；児島俊弘；中村広次：

　　　　　　　　　　　　　　中野和仁

　　　　　〔報告2〕　都市問題と農村問題の関連性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田徳衛

　　　　　〔討論2〕　都市問題と農村問題の接点

　　　　　　　　　　　　　　小倉武一；徳安健太郎；綿谷魁

　　　　　　　　　　　　　　夫；中野和仁；石川英夫；中江

　　　　　　　　　　　　　　淳一一；並木正吉；児島俊弘；柴

　　　　　　　　　　　　　　田徳衛

（1，1968）

p．54～56

p．57～6・i5

P．64～71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や．72～83

　土井康生：農業生産の動向における基太問題；社会科学論集（愛知教育大）（7／8），

　　　　　　　65～88（ろ．1968）

　江ロ正芳：新佐賀段階米作りの現況と将来；食糧管理月報　20（10）．11～17

　　　　　　　（10．1968）

　藤井幸男：昭和44年産麦の管理改善対策にっいて；食糧管理月報　20（9），21

　　　　　　～24（9，1968）

　後藤敏夫：収穫の機械化一一バインタおよび自脱コンバインによる収穫一一一（新しい農

　　　　　　業機械　2）；食糧管理月報　20（9），46～50（9，1968）

　原　利行：組合員に実現できないことを実現させる一熊本・人吉市農協の生活活動

　　　　　　一一；協同組合経営研究月報（180），44～54（9，1968）

　畑井義隆：開放経済体制と農業経営；明治学院論叢　経済研究（29），1～29

　　　　　　　（9，1968）

　編集事務局：昭和45年産米の米価審議会の諮問および答申；食糧管理月報　2◎

　　　　　　　（9）－6～2◎（9パ968）

　平井正文：山村農協のきびしい苦闘一牛乳直販方式を追求する大分県耶馬渓町下郷

　　　　　　農協のばあい一；協1司組合経営研究月報（181），70～74ぴO．

　　　　　　　1968）

　平田幸宏：食事形態の変化はどのように進むか；農林統計調査　18、（9），48～

　　　　　　52（9手1968）

※肥料協会薪聞部：肥料年鑑　1968年版，通商産業省化学肥料部；農林省農林経済

　　　　　　局肥料課監修，東京　同部　1，1968．4ろ0，122p．　翼3500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’80一



　細谷　昂；五十嵐文雄；雪江美久：農民層分解と「いえ」の変容一一一1965年時点

　　　　　　の宮城県古川市高倉地区一一；東北福祉大学論叢（7），576～505

　　　　　　　（ろ，1968）

　細谷　武：兼業農家の増大をどう見るか；農林統計調査　18（9），13～17（9，

　　　　　　1968）

　飯沼二郎：横井時敬と福岡農学校；農林業問題研究　4（5），9～16（9，1968）

　今井鰯蔵：そさい作の経営計画と管理；農林業問題研究　4（ろ），17～25（9，

　　　　　　］968）

　井上誠一：昭和45年産生産者米価決定の経緯について；食糧管理月報　20（10），

　　　　　　18～24　（10，］968）

　石黒重明；川口　諦：農民諸階層と農地移動一・瀬戸内水田集落と関東畑作集落一一

　　　　　　；農業総合研究　22（ろ），18ろ～256（7，1968）

　石川　滋：現代後進国開発論とアジアの農業問題；農業構造問題研究（24）．2～

　　　　　　　15（三～，1968）

　加賀山国雄：低開発国‘こ対する農業技術援助の方向と問題点；農業構造問題研究

　　　　　　　（24），　16～ろ1　（5．1968）

　神　貞久：北海道における増産ふすまにっいて；食糧管理月報　20（10），42～

　　　　　　49（10．1968）

　狩野正雄：多毛作営農の再編（構改風土記⑨香川県）；農業構造改善　6（8），2～

　　　　　　8（8，1968）

　片桐久雄：飼料需給の現状と飼料政策の方向；農林金融　21（9），2～9（9，

　　　　　　　1968）

　加藤功：稲作農家の経営成果とその変動要因；農林業問題研究4（ろ），26～

　　　　　　59（9，1968）

　加用信文：米質悪化一一日本米の危機一一；食糧管理月報　20（9），5～9（9。

　　　　　　　1968）

　川勝昭平：農産物価格の国際比較にっいて；農林業問題研究　4（ろ），1～8（9，

　　　　　　　1968）

※雑太俊平二農業経済論集．東京　著老　6．］968．11，197p．

　木下泰雄：協同組合における組合員と組合との結合一一長野県・更埴中部農協の事例

　　　　　　　一；“協同組合経営研究月報（179），16～25（8．1968）

　小林謙一：開拓地における農業構造一構造問題の一事例として一；資料室報

　　　　　　　（144），　1～18（991968）
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国民生活研究所：農山村地域の住民の生活に関する研究（要約）　広島県備北地域の

　　　　　挙家離村とその諸影響；国民生活研究　7（7），32～49（8．1968）

　　　　　コメント『農山村地域の住民の生活に関する研究』報告書に寄せて　並木

　　　　　　　正吉　p．40～41

米の問題研究・特集号；農業構造問題研究（27），2～98（6，1968）

　　　　　第5回米の問題研究会（4ろ．2．⇔

　　　　　　　報告　食糧需給の現状と管理の聞題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　勉

　　討論　操作に困惑する大量の持越米

　　　　　　　小倉武一；石原周夫；大来佐武郎

　　　　　　　斎藤　誠；佐竹　浩；昌谷　孝；

　　　　　　　諌山忠幸；田中勉；森整治

第4回米の問題研究会（43．4．25）

　　報告　食糧管理をどのようにするか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　東畑四郎

　　討論　米の統制緩和の方向を探る

　　　　　　　小倉武一；東畑四郎；川野重任；

　　　　　　　団野信夫；佐竹　浩；徳安健太郎

　　　　　　　福武　直；諌山忠幸；松元威雄；

　　　　　　　森　整治

第5回米の問題研究会（45．5．16）

　　報告　穀物取引所の発展過程と今日の問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　石田　朗

　　討論　米穀取引所はいっ開設されるか

　　　　　　　小倉武一；石田朗；森有義；

　　　　　　　並木正吉；森　整治；渡辺正男

第6回米の問題研究会

　　報告　米の流通形態と正米市場　　鈴木直二

　　討論　正米市場の開設をめぐる問題

　　　　　　　小倉武一；石原周夫；鈴木直二；

　　　　　　　石田　朗；森　整治；並木正吉；

　　　　　　　渡辺正男

資料　食糧需給の現状

P，2～5

P．6～23

p．24～28

p．28～56

p．57～65

p．66～77

p．78～85

p．86～92

P．95～98
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米の問題の総合的研究；農業構造問題研究（22），2～51（1．］968）

　　　　　第1回米の問題研究会

　　　　　　　米の問題をいかに認識するか　　　　小倉武一　　　P．5～4

　　　　　　　（報告］）　食糧管理制度改正論の背景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松元威雄　　　p．5～8

　　　　　　　〔討論1〕　食糧管理制度を改変すべきか

　　　　　　　　　　　　　　　小倉武一；斎藤　誠；団野信

　　　　　　　　　　　　　　　夫；昌谷孝；大内　力；堀

　　　　　　　　　　　　　　　川春彦；松元威雄；森　整治

　　　　　　　　　　　　　　　諌山忠幸　　　　　　　　　　　　克9～12

　　　　　　　（報告2）　自由米の実態と需給の緩和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　整治　　　　　P．1　ξi～20

　　　　　　　〔討論2）　米の需給緩和から闘接統制へ

　　　　　　　　　　　　　　　小倉武一；斎藤　誠；団野信

　　　　　　　　　　　　　　　夫；昌谷孝；大内　力；堀

　　　　　　　　　　　　　　　川春彦；森　整治蠕諌山忠幸　　　ロ．21～53

　　　　　第2回米の問題研究会

　　　　　　　（報　告）　米価を決定する基太の問題一一物価安定推進会議の「米

　　　　　　　　　　　　　価に関する提言」について一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬場啓之助

　　　　　　　　　〔討　論〕　適正米価の決定手段はあるか

　　　　　　　　　　　　　　　　小倉武一；徳安健太郎；団野

　　　　　　　　　　　　　　　　信夫；諌山忠幸；馬場啓之助

※近藤康男編：食管制度一構造と機能一東京　御茶の水書房

　　　　　　ろ15p．　￥550　（日本農業年報　）（四）
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　　　　　　　　善；園田恭・一；山本英治；松

　　　　　　　　原治郎

　　　　　　資料　岡山県上道町浮田地区概況諸統計　　　　　　p．71～77

　　　　　討論　村落社会の古きもの新しきもの

　　　　　　　　　　綿谷赴夫；福武　直；石黒重明；川口

　　　　　　　　　　　諦；松原治郎；並木正吉；園田恭一；

　　　　　　　　　　高橋明善；内山政照；山本英治　　　　　　p．78～91

　　　　　調査報告の総括シ村落社会の構造と農民の意識

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福武　直　　　p．92～100

　　　　　討論　生産集団と部落組織の運営

　　　　　　　　　　昌谷孝；団野信夫；福武　直；赤島

　　　　　　　　　　昌夫　　　　　　　　　　　　　　　　　p．101～109

杉谷　滋：経済発展と農業問題；経済学論究　22（1），119～138（4，

　　　　　1968）

吹田治夫：米穀有効需要に対する提案；食糧管理月報　20（9），56～40（9，

　　　　　1968）
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　鈴木文焦：乳業資本（上）；（下）（再編すすむ食品工業資本くその5＞；＜その6＞）

　　　　　　；農林統計調査　18（8），42～45（8，1968）；18（9），44

　　　　　　～47（9，1968）

　高橋政行：農業協同組合の組織および事業の現状；食糧管理月報　20（9），25～

　　　　　　29（9，1968）

　竹林文雄二生糸価格の勤向と今後の需給；農林統計調査　18（8），54～58（8，

　　　　　　1968）

　東井正美：地代と市場価値一いわゆる「落流の例」にっいて（］）一一；関西大学

　　　　　　経済論集　　18（3），1～24（8，1968）

　常盤政治1戦後8太資太主義と農業構造；土地制度史学　10（4），41～54（7，

　　　　　　1968）

　築地文太郎：自分たちの村を調べる②一上中町農協の農業問題研究会の活動一；

　　　　　　協同組合経営研究月報（↑81），61～69（10，1968）

　築地文太郎：うまい米とまずい米一それをめぐる科学技術の現状と社会的意義一

　　　　　　；協同組合経営研究月報（179），ろ8～44（8．1968）

　渡辺隆夫：PPBSと食管特別会計の原価管理；食糧管理月報　20（9），10～

　　　　　　15（9，1968）

　八重島一政：長期計画と組合員参加；協同組合経営研究月報（180），12～19・

　　　　　　　（9．1968）

　山地　進1日本の畜産・「規模」と「質」；農林金融　21（9），17～23（9．

　　　　　　　1968）

　山田民雄：変貌期を生きる農民たち（ルポルタージュ）；展望臼18），78～

　　　　　　　100　（10，1968）

※山本雅之：地方における豚価補償制度，大分　大分大学経済学部瀬戸内産業経済研究

　　　　　　センター　5，1968．41p．　（瀬戸内産研研究資料　第7号）

十山内豊二1地域間競争と輸送費用一肉豚輸送を中心として一「京都大学農学部農

　　　　　　林経済学教室編：農業経営と計算の研究　桑原正信教授定年退官記念論文

　　　　　　集　2．1968」p．227～238

　頼永博人：農協における電子計算機利用の基太的姿勢にっいて；協同組合経営研究月

　　　　　　報（180），5～11（991968）

　吉原幸二：農業の経済地理的研究（その1）；長野経済論集（2），1～16（3，

　　　　　　　1968）‘

　吉岡　功：企業養豚の問題点；農業構造改善　6（8），10～14（8，1968）

　吉沢長人：除草剤利用開発経過と省力効果；農林統計調査　18（8），48～55

　　　　　　　（8，1968）
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唯是康彦；藤原俊朗：畜産経済の短期モデル；農業総合研究　22（ろ），57～

　　　　　98　（7．1968）

K3B　林　　　業

福田省一：国有林野事業経営の現況と諸問題にっいて；公営評論　15（5），30

　　　　　～57　（5，1968）

福岡克也：林業における会計基準の適合性にっいて；林業経済（258），14～

　　　　　19　（8，1968）

井ケ田良治：部落有林野の成立過程一丹波国南桑田郡保津村の場合一；社会科学

　　　　　5（2／5）g24］～265（8多1968）

飯田　繁：林業経済研究会一九六八年春季大会傍聴記一戦後林業経済研究の課題と

　　　　　方法一；林業経済（258），20～2ろ（8，1968）

岩井吉弥：わが国紙・パルプ産業の発展における樺太林業の意義；林業経済（258），

　　　　　1～13（8．1968）

片山茂樹：土地期望価式（Be）への所感一Vを中心として一・；林業経済（258），

　　　　　24～27（8，1968）

林野問題の調査研究から提言へ；農業構造問題研究（25），2～95（4，1968）

　　　　　提言　　「林野の畜産的利用にっいて」一一一その要旨と基本要項一一一・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．ろ～5

　　　　　林野の畜産的利用の現状と方向・一一提言のための調査研究報告一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．6～46

　　　　　林野問題研究委員会＝調査研究の経過　　　　　　　　　　孔47

　　　　　林野の畜産的利用にっいてなぜ提言するか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大内力　 p．48～52
　　　　　討論　畜産発展の方向と林野問題　第7回林野問題研究委員会

　　　　　　　　　　　小禽武一；大来佐武郎；昌谷　孝；

　　　　　　　　　　　宮崎俊行；大内　力；桜井守正；石

　　　　　　　　　　　川英夫；並木正吉；山下粛郎；渡辺

　　　　　　　　　　　正男　　　　　　　　　　　　　　　　　p．55～78

　　　　山地の放牧利用上の問題点　第7回林野問題研究小委員会（42，6，26）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．79～86
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　　　　　　　　　　討論　混牧林の経営をめぐる問題　第7回林野問題研究小委員会

　　　　　　　　　　　　（42，6，26）

　　　　　　　　　　　　　　　大内　力；東野宗利；馬場　昭；

　　　　　　　　　　　　　　　森　巌夫；山下粛郎；守田志郎；

　　　　　　　　　　　　　　　井上揚一郎　　　　　　　　　　　　　p．87～95

※森林資源総合対策協議会：木材経済の動向　昭和42年，東京　同会　9，1968．

　　　　　　　　151p．　￥800

　山太　光：東京教育大学林学科創設のいきさっ　大正昭和林業逸史；林業経済（258），

　　　　　　　　28～51 （8、1968）

　K3C　漁　　　業

　赤井正夫：日本漁業の現状と問題点；農林金融　21（8），2～B（8，1968）

　　日向俊昌：北海道漁協の実態と協同組合閲協同にっいて1協同組合経営研究月報

　　　　　　　　（］81），59～48（書0．1968）

　三原一潮：わが国水産物貿易の当面の課題；農林金融　21（8），14～21（8，

　　　　　　　　1968）

　中楯　興；吉原喜久一：漁業における労働災害の研究（下）一以西底びき網漁業を

　　　　　　　　φ心に一；産業労働研究所報（46）．76～88（10，1968）

　　日太漁業と第4次漁業センサスの課題（特集）；農林統計調査　18（8），8～55

　　　　　　　　（8．↑968）

　　　　　　　　第四次漁業センサスの役割　漁業構造変ぼうの実態をっく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩本道夫

　　　　　　　第四次漁業センサスのアウトライン（座談会）

　　　　　　　　　出席者　浅田腸治；浅野長光；佐々木輝夫；

　　　　　　　　　　　　塚原慶悟；徳永信男；司会　編集部

　　　　　　　第四次漁業センサスとはどんなものか

　　　　　　　　　　　　　　　　　農林省統計調査部水産統計課

　　　　　　　漁業センサス略史　　　　　　　　　安藤由久

　　　　　　　　内水面養殖業の動向にっいて　　　　　小川洋二

　　　　　　　　第四次漁業センザスを迎えた現地から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（坂太信行）編集部

※農林統計協会：図説　漁業年次報告　昭和42年度，東京　同協会

　　　　　　　　269223937p．　￥500

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－95一

P．9～11

P．12～18

P・！9～21

p．22～28

P．29～55

p．34～55
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　　大西達雄：農林中央金庫における漁業資金貸出の歴史にっいて；農林金融　21（8），

　　　　　　　51～58　（8，1968）

　　真珠業界の近況一一低迷する市況とその回復策をめぐって一一；経済月報（住友銀行）

　　　　　　　（227）婁　16～25　（4，1968）

※水産庁調査研究部：調査船照洋丸報告帯（南東太西洋一業務報告書を含む）　昭和

　　　　　　　42年度，東京　同部　7，1968．199p．

※水産年鑑編集委員会：水産年鑑　昭和4ろ年版，東京　水産社　4，1968．

　　　　　　　590P．　　￥2，000

※鶴田三郎編：英和・和英水産用語集，東京　成山堂書店　9，1968．445p．

　　　　　　　￥］，800

　　K3D　鉱　　　業

　通商産業省調査統計部鉱業統計調査室二鉱業の動向一一昭和41年本邦鉱業の趨勢調

　　　　　　　査i‘こよる一一；通産統計　 21（ろ），6～14（5，1968）

　K3菖　建　設　業

　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　カ
　火ぶたを切つた　住宅産業　攻略戦一大企業進出ラッシュのうらおもて一（特集）

　　　　　　　；週刊東洋経済（5452），6∈～81（21．9，1968）

※建築ジヤーナリズム研究所：建築年鑑　1968　新しい時間のなかに，東京　同所

　　　　　　　4，1968． 252p．　 ハζ2．800

　三兆円に挑むプレハブ住宅産業（住宅産業特集（続））；週刊東洋経済（34ろ6），

　　　　　　　46～59（12，10。1968）

　K3F工業　製造業

　合田　徹：しのぎをけずる石油設備の許可競争；化学経済　15臼0），50～55

　　　　　　　（9，1968）

　藍原豊作：紙・パルプ産業の構造と政策；法経研究　17（2），1～27（9，

　　　　　　　1968）

※防衛機器産業実態調査委昌会：防衛機器産業実態調査，東京　同会　7，1968．

　　　　　　　主i，55曽84P．

※中小企業センター：自動車部品工業実態調査集計報告書，東京　同センター　ろ，

　　　　　　　1968．514P．　（調査研究シリーズ　1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一94－一



　電気製品における合成樹脂利用一合成樹脂需要構造調査報告書より一；化学経済

　　　　　　　15（11），67～74（10，1968）

　藤沢一一郎：引締め下の石油化学金融；化学経済　］5（2），59～45（2，］968）

　二場邦彦：京都における小幅浸染業一その現況と将来一；立命館経営学　7（1），

　　　　　　86～108　（4，1968）

　外国機追い上げる国産コンピユータ　第4世代めざして競争激化；週刊東洋経済

　　　　　　　（34ろ5），　52～59（28，9，1968）

　ガソリソスタンド業界の動向と問題点；調査月報（東海銀行）（250），20～ろ4

　　　　　　　（5，］968）

※ゴム報知新聞社：ゴム年鑑　1968，東京　同社　9，1968．698p．

　　　　　　￥4．500

　配合飼料業界の現況と展望；調査月報（東海銀行）　（255），20～54（8，

　　　　　　　1968）

　編集部：脂肪酸の合成法とその経済性；化学経済　15（1”，44～47（10，

　　　　　　　］968）

　平林三高炉メーカーの寡占的競争下における平電炉メーカー；興銀調査月報（］45），

　　　　　　　2～49　（8，1968）

　宝光井顕雅：西陣機業の労働経済事情；季刊労働と経済（17），28～55（6，

　　　　　　　1968）

※池田充之編：世界企業をめざす日本の自動車産業　1968年版，東京　経済評論社

　　　　　　　7，零968． 721p．　『￥i駕400

　井上洋一郎：日太近代造船業確立期における三菱長崎造船所；経営史学　5（1），

　　　　　　　3ろ～50（ろ，1～）68）

　　　　　　　コメント　安岡重明　p．50～55

　伊藤寛一：特定精紡機の一括処理に関する共同行為の締結とその経緯にっいて；日本

　　　　　　　紡績月報（261），8～20　（9，19．68）

※岩越忠恕：自動車工業論，東京　東京大学出版会　U，］968．xili，29↑p．

　　　　　　　￥で．200

　　　　　　　目　次

　　　　　　　第1章自動車工業の重要性と課題

　　　　　　　第2章　自動車の市場

　　　　　　　第5章　自動車工業の技術

　　　　　　　第4章　自動車工業の生産構造

　　　　　　　第5章　自動車の流通

　　　　　　　第6章　自動車の輸出と輸入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一95一



　　　　　　　第7章　自動車工業における経営

　　　　　　付論日太の自動車工業史

　　　　　　　参考文献

　　時代の花形省力機器産業；週刊東洋経済（54ろ7），60～75（19，10，

　　　　　　　1968）

　　自動車再編問題を検討する；週刊東洋経済（3429），54～61（7，9，1968）
　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　の　　　　　　①自動車再編一一・匹狼　の言い分

　　　　　　　　競争こそ成長の原動力（インタビュー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田恒次　　　　p．56～57

　　　　　　　　小型乗用車で成算あり（インタビユー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤沢武夫　　　　軌57～58

　　　　　　②二大グループ論を批判する　　　　　磯野太郎　　　　見59～61

※化学工業ハンドブック編集委昌会：化学工業ハンドブック　1968年度版，通商産

　　　　　　業省化学工業局監修，東京シーエムシー4パ968．581ρ．

　　　　　　￥†，000

※化学工業年鑑　昭和44年版，東京　化学工業日報社　11，1968．16，592，

　　　　　　　57董）●　ゼ4．600

　片岡　衛1第8回ILO繊維委員会出席報告；日太紡績月報（260），12～22，

　　　　　　　4（8，⑳1968）

十川端　弘：高島織物工業の存立形態、「人文地理学の諸問題一一一小牧実繁先生古稀記

　　　　　　念論文集　10，1968」p．181～196

　川口　融：石油化学工業の計量分析一一プラントモデルによる技術進歩の計測と最適

　　　　　　投資計画一一一（中期予測教室）；日本経済研究センター会報（89），56

　　　　　　～42　（1，10，1968）

※経済企画協会物価問題研究委員会：工業製品の価格形成要因の分析，東京　同協会

　　　　　　5，］968．95p．　　（昭和42年度経済企画庁委託調査）

※機械振興協会経済研究所：機械工業の長期的発展の分析　明治ろ2年～昭和4◎年に

　　　　　　おける製造業および機械工業の労働生産性の試算，東京　同所　6，

　　　　　　　1968．42p．　（機械工業経済研究報告書　42－］4）

※機械振興協会経済研究所：量産水準と国際競争力，東京　同所　6，1968．

　　　　　　　112P．　　（機械工業経済研究報告書　42－15）

※機械振興協会経済研究所：総目録　機械工業調査研究報告書一一一昭和57年度～昭和

　　　　　　41年度一一，東京　同所　6，董968．8，222，16B

※機械振興協会経済研究所1財政投融資の機械工業に及ぼす影響，東京　同所　6，

　　　　　　1968．55p．　（機械工業経済研究報告書　42－12）
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※工業調査会：プラスチック年鑑　1969，東京　同会　10，］968．677，

　　　　　　2　1　1p．　　「￥i5．000

　国際綿連ブリユッセル会議における日本代表の報告；日本紡績月報（261），2～

　　　　　　　7　（9，1968）

　　　　　　　1　製造業者の立場からみた未来の繊維企業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷口豊三郎　　　P．2～4

　　　　　　　‖　共産圏諸国との繊維品貿易に関するシ蓼一ト・ステートメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　敦　　　　　p．5～6

　　　　　　　貰　発展途上国特恵問題について　　　柿坪精吾　　　　　孔6～7

※近藤完一：日太化学工業論，東京　動草書房　10，1968．2，xv，545p．

　　　　　　　（科学論・技術論双書　9）　ゼ1．200

　　　　　　　目　次

　　　　　　　1　巨大化時代の意味

w
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w

※鋼材倶楽部；日本鉄鋼輸出組合：鉄鋼需給関連資料記事索引

　　　　　　同部；同組合

　栗山盛彦：繊維事業における海外進出の展開

　　　　　　　（10．1968）

　脚光あびる微生物利用工業（特集）；化学経済　15（10），8～ろ2（9，1968）

　　　　　　石油微生物の産業的要望（対談）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七字三郎；山田浩一　　　　　p．10～17

　　　　　　微生物機能の研究と開発方向　　　　　七字三郎　　　　　ロ．18～26

　　　　　　海洋微生物の利用と将来　　鈴木　明；川野隆嗣　　　　　　P．27～32

　真上：近づ’く石油蛋白の工業化；化学経済　15（11），24～27（10，1968）

　増原：石油化学化でむかえた塩ビ企業の試練；化学経済　15（1D，14～22

　　　　　　　（10，1968）

　　メリヤス業構造改善の苦悩　労力不足と後進国追い上げの実態；週刊東洋経済

　　　　　　　（5455），　58～6ろ　（5，10，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－97一

石油化学工業

プラスチックェ業

合成洗剤工業

日本の化学工業の特質

　　一一その解体と再編　塩化ビニル工業を中心に一

国際独占資本と日本の化学工業

現代化学工業の新しい段階

巨大化と資本の自由化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和45年版，東京

　　　　　11．1968．　iv，761p．

　　　　　　　　　　　　　；化学経済　15（］1），8～15



　三浦和夫：製塩企業の装置工業化（二の一）；（二の二）；公営評論　13（2），

　　　　　　　22～5i5　（2，1968）　；　1三～（ろ），　16～23　（3．1968）

　中野　明：外資上陸に脅える製パン菓子業界；金融ジヤーナル　9（9）ひ9◎～97

　　　　　　　（9，1968）

　中野　明：銑鉄鋳物工業における近代化と重層化（再編成下の中小企業の動向）；金

　　　　　　融ジャーナル　9（8），88～97（8，1968）

※日本電子工業振興協会：電子工業の長期展望，東京　同会　3，1968．竃，

　　　　　　489P，
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　　　　　　第IV章　わが国電子工業の現状

　　　　　　第V章　世界の電子工業の現状

　　　　　　第W章　電子披術の現状と将来

　　　　　　第、H章　電子工業の成長予測

　　　　　　資　料

　　　　　　　　電子工業年表

　　　　　　　　電子工業関係技術導入一覧表

　　　　　　　　統計表

※i日太電子工業振興協会：電子工業の長期展望　講演集東京　同会　5，1968

　　　　　　590p．

　日本食品工業史　第1編；政経研究（12），2ろ～159（10，1968）

　　　　　　第1編　食品工業経済の近代化と資本成立過程

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笹聞愛史　　　ρ．25～1◎2

　　　　　　再編成過程にある食品工業　　　　　　岡村明達　　　p．105～159

　西川秀吉：中小造船業の現状と問題点；運輸調査月報　　f◎（5），21～50（6，

　　　　　　1968）

　岡部貞雄：造船業一大型船化と専門生産体制化一一一（規模の経済7）；経済評論

　　　　　　］7（11）．　154～重4ろ（で◎，　］968）

十岡本啓志：山梨県におけるリンゴ栽培地域，「人文地理学の諸問題一一小牧実繁先生

　　　　　　古稀記念論文集　10，1968」p．107～124

　大村　毅：加工部門強化へ動く合繊企業；化学経済　15（10），54～58（9。

　　　　　　1968）

・－ 98－一



※大阪府立商工経済研究所：大阪地場産業の実態一一その11　錠・かぎ製造業一一，

　　　　　　大阪　局所　3，1968．72p．　（経研資料逝453　執筆者　間苧

　　　　　　谷　努）

※大阪府立商工経済研究所：大阪地場産業の実態一その12　児童乗物製造業一一一，

　　　　　　大阪　同所　ろ，1968．56p，　（経研資料孤458　執筆者　高城

　　　　　　　寛）

　欧州の反撃にも揺るがぬ造船王国　スーパーマンモス時代に質的充実をねらう；週刊

　　　　　　東洋経済（ろ455）， 50～57（5，10．1968）
　最終需要部門における合成樹脂利用一合成樹脂需要構造調査報告書より一一；化学

　　　　　　経済　　15（1◎），　82～91　（9，1968）

　斉藤泰明：石油化学工業における労働市場一一一四鑓市石油化学コンビナート調査覚書

　　　　　　　一；資料室報（143），り～11（8，1968）

　酒井安隆：技術革新と金融機構（二）一主としてわが国鉄鋼業の事例をφ心として

　　　　　　一一一；金融経済（f11），　1～45　（8，↑968）

　産業企業分析研究会：わが思のア〃ミニウム工業における最近の動向一とくに業態

　　　　　　の特徴に焦点を合わせて；金融ジヤーナル　9（9）・6◎～69（9！

　　　　　　　1968）

※産業構造審議会重工業部会：重工業晶輸出の問題点と今後のあり方，東京　同会

　　　　　　　10，1968，398p．
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　　　　　　第4章　今後の重工業品輸出のあり方と振興策

　　　　　　むすび

　　　　　　　〔附属資料〕

※佐藤真住；藤井清隆：アルミニウム工業，東京　東洋経済新報社　6，1968．

　　　　　　　xvi　i，282，5p．　（現代の産業　編集　向坂正男；武山泰雄；星野芳

　　　　　　郎；宮下武平；山田亮三）　￥680

　　　　　　　目　次

　　　　　　　はしがき

　　　　　　　第一章　戦前におけるアルミニウム工業の形成

　　　　　　　第二章　日本アルミニウム工業の復興と発展

　　　　　　　第三章　アルミニウム工業における世界的寡占化

　　　　　　　第四章　アルミニウム工業発展の諸要因

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－99一



　　　　　　　第五章　わが国ア々ミニウム工業の特質

　　　　　　　第六章　海外アルミニウム企業の戦略

　　　　　　　第七章　わが国アルミニウム産業の方向

　　　　　　　付録

　　　　　　　参考文献　日本　外国

　　　　　　　　付表

　　　　　　　　付図

※石油化学課：日本の石油化学工業　1968年版，東京　重化学工業通信社　4，

　　　　　　　1968．　619◆p．　茎2，500

　　繊維機械業界の現況と見通し；調査月報（東海銀行）　（248），望7～ろ4（3，

　　　　　　　1968）

　　設備調整撤廃論にゆれる紙パ業界大型合併の投じた波紋；週刊東洋経済（5429），

　　　　　　　66～70　（7，9，1968）

　　柴村羊五：姿をけす日産化学王子工場；化学経済　］5（1D，58～45（抱．

　　　　　　　1968）

　柴村羊五：高峰譲吉と塩原又策（上）；（下）日本化学工業を築いた人びと（6）；

　　　　　　　（7）　；イヒ学経済　　15（10），　76～81　（9，1968）　；　15（11），

　　　　　　　82～86　（10，1968）

　昭和45年の日本経済と繊維産業の展望；経済研究所季報ぴ6），］～47（5，

　　　　　　　1968）

　末松玄六；小川英次；可児島俊雄：陶磁器製置物・おもちゃ製造業における問題点と

　　　　　　その対策；調査と資料（名古屋大）　G7），1～ろ8（2，1968）

※　鈴木治雄：化学産業論，東京　東洋経済新報社　10パ968．xiii，299p．

　　　　　　茎］，］o自

　　　　　　目　次

　　　　　　序　章　化学工業の本質

　　　　　　第」章　日本の化学工業の歴史

　　　　　　第二章　日太の化学工業の概観

　　　　　　第三章　アンモニア工業

　　　　　　第四章　石油化学工業

　　　　　　第五章　化学工業における研究開発

　　　　　　第六章　化学工業の将来

　　　　　　第七章　化学工業における経営

　　　　　　付章デユポンの歴史と経営理念

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一100一



　鈴木弘章：わが国鉄鋼業における循環的変動とその傾向的変化；調査月報（長銀）

　　　　　　　（109），15～75（8／9，1968）

　高橋冨士夫：冷凍すりみ加工業の現勢と市場構造の特徴一生産・流通における大手

　　　　　　水産会社；農林金融　21（8），25～50（8，1968）

　高島節男；杉野直道：まとまった日米自動車交渉と今後の問題点　鍵握る再編成の進

　　　　　　展（時事解説）；日本経済研究センター会報（88），2～7（15，9，

　　　　　　1968）

十武部善人：河内木綿史抄一日太産業構造発達史との連関，一’「京都大学農学部農林

　　　　　　経済学教室編：農業経営と計算の研究　桑原正信教授定年退官記念論文

　　　　　　集　 2，1968」P●ろ09～三～18

　田中　穣：紡織の斜陽，合繊の発展（産業の経済学（4）繊維）；日太経済研究セン

　　　　　　ター会報（87），26～ろ2（1，9，1968）

　鉄鋼業界の近況；経済月報（住友銀行）　（225）ひ24～52（2，1968）

※鉄鋼新聞社：鉄鋼年鑑　昭和45年度版，東京　閤社　11，1968．999p．

　　　　　　￥4．800

　転期に立つ既製服業界；調査月報（東海銀行）　（247），20～29（2，1968）

　戸田英輔；新実慎八；自動車戦争はどこまでエヌカレートするか〔特別調査〕；別冊

　　　　　　中央公論　経営問題　7（ろ），382～400（9，1968）

　通商産業省調査統計部機械統計調査室：工作機械設備等統計調査の結果にっいて（速

　　　　　　報）；通産統計　21（8），4～14（8，1968）

　通商産業省調査統計部工業統計課：昭和41年工業統計速報；通産統計　21（1），

　　　　　　　10～18（1．1968）

　通商産業省調査統計部統計解析課：昭和42年の鉱工業生産活動；通産統計　21

　　　　　　　（4），　4～16　（4，1968）

※通商産業省繊維雑貨局雑貨第1課・第2課：雑貨ガイドブック，東京　富士弘報社

　　　　　　　8，1968．　776，108，158p．　￥2，000

　わが国の自動車（四輪車）輸出の現状と展望；通商調査月報（146），1～55

　　　　　　　（1968）

　わが国石油精製業をめぐる諸問題；調査月報（開銀）　17（3），5～95（6，

　　　　　　　1968）

　安居　洋：製造業と繊維工業の景気動向の分析一一とくに企業財務諸指標との関連に

　　　　　　おいて一；経済研究所季報（18），11～48（10．1968）

　吉田道夫：回帰分析からみた糸価格の決定要因；経済研究所季報（17），川～

　　　　　　　30（8，1968）

一
伯］・・一



　吉原公一郎：日本防衛産業再生産軌道の方向；経済評論　17（パ），伯◎～］2］

　　　　　　　（10，1968）

　　吉井純行：外資系化学企業の実態；化学経済　15（11），28～57（10，

　　　　　　　］968）

　K3G　商　　　業

　中間流通機構の実態；調査月報（国民金融公庫）　（89），19～85（8．1968）

　　　　　　〈第1部〉　再販売価格維持制度と中小卸商業の地位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉岡碩夫　　　　　ρ．20～4◎

　　　　　　〈第2部〉　生鮮食料品中間流通機構の現状と動向

　　　　　　　　　　　　　　一一青果物を中心として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村秀一・郎　　　　P．41～57

　　　　　　〈第3部〉　水産物中間流通の問題点

　　　　　　　　　　　　　　一一消費地仲買業にっいて一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋谷重男　　　　　p．58～71

　　　　　　〈第4部〉　アメジカ食料品産業の市場構造

　　　　　　　　　　　　　　一一食料品小売商業とブロイラー産業における寡占化傾

　　　　　　　　　　　　　　向一一　　　　　　　北里宇一　　　　　p．72～85

※林　周二：流通経済の課題，東京　日本生産性太部　］1，1968．v註，ろ45p．

　　　　　　￥780

　伊藤允博：流通センターの展望と問題点；流通経済論集　3（2），9ろ～99（8，

　　　　　　f？68）

　木地節郎：独占広告の矛盾とその発表；同志社商学　20（1／2），726～759

　　　　　　　（7，1968）

　森下二次也：流通費用の回収；経済学雑誌　59（3／4），65～8ろWO，

　　　　　　1968）

　名倉隆雄1流通センター構想と計画・事業の現況および問題点（東京の場合）；輸送

　　　　　　展望（75），2～8（8，1968）

　大橋隆憲：商品と商品統計；統計学（19），60～78（9，1968）

　流通業界は燃えている（特集）；別冊中央公論　経営問題　7（3），417～444

　　　　　　　（9，1968）

　　　　　　一千億企業への挑戦　　　　　　　　　渥美俊一　　　P．417～427

　　　　　　流通業の未来図　通産省産業構造審議会『流通近代化答申』にみる

　　　　　　　　〔解説記事〕　　　　　　　　　　　　　　　　　p．428～435

　　　　　　　　　　　　　　　　　～102－一



　　　　　　　「士農工商」の壁を破れ一百貨店・スーパー・商社の流通戦略一

　　　　　　　　　（座談会）　　出席者　小島正興；堤　清二；

　　　　　　　　　　　　　　　　　中内功；司会鈴木幸夫　p．4ろ4～444

　大飯府立商工経済研究所：小零細卸売業の実態一大阪地区に．おける下着類卸売業一・

　　　　　　　；調査月報（国民金融公庫）　（90），1～50（9」968）

※流通問題研究協会：医薬品のマーケティングー小売店調査から入った一っのアプロ

　　　　　　ーチー；東京　同会　5，1968．90p．　（調査資料　26）

　里見宜男：地域商業構造の変化と商店街の近代化（‖）；（夏）；商工金融　18

　　　　　　　（7），　1～27（7．1968）　；18（8），　11～60（8．1968）

　政治経済研究所：小規模卸売業の実態一加工食品・家庭電器一一；調査月報（国民

　　　　　　金融公庫）　（91）．り～51（10．1968）

　須原芙士雄：中心集落の小売商圏・その分布と階層構造一束播州農村部の一事例一

　　　　　　　；史林　5］（ろ），83＾瞬116（5，1968）

　スーパー業界の近況；経済月報（住友銀行）　（220）．］9～28（6．1968）

　鈴木　武：小売商業の競争構造の実態；福岡大学商学論叢　13（1），45～147

　　　　　　　（6，1968）

　鈴木安昭：小売業の「国際化」；青山経営論集　5（2），115～152（9，

　　　　　　　1968）

　谷川宗隆：「商業資太実存条件としての商品流通（市場）にっいて」　（ろ）；富大経

　　　　　　済論集　14（1）．27～58（4，1968）

　谷｛｛｛宗隆：商業資本実存の根拠にっいて；経済学雑誌　59（ろ／4），188～207

　　　　　　　（1◎．1968）

　天王山を迎えるスーパー一合戦；週刊東洋経済（5455），ろ8～51（28，9．

　　　　　　　1968）

　　　　　　①首都圏制覇ねらうビッグストアの激突　　　　　　　　p．58～41

　　　　　　②スーパーを支配するものはだれか

　　　　　　　　　一流通革命下のスーパー対商社の相克一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂井幸三郎　　　　p．42～46

　　　　　　　③一九七〇年のヤマ場を迎えての課題

　　　　　　　　　一激動する流通業界の中で考えたこと一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中田安彦　　　　　p．47～51

　　通商産業省調査統計部商業統計課：昭和41年商業統計速報；通産統計　21（1），

　　　　　　　ろ～9（1，1968）

※通商産業省企業局：流通近代化の展望と課題　産業構造審議会中間答申，東京　大蔵

　　　　　　　省印刷局　8，1968．ろ，92p．　茎150

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－105一



梅津俊郎：卸売部門の商品流通機能にっいて（1）一一・商品流通経路としての仕入・

　　　　　販売機能に関する統計的観測一；通産統計　2で（9）．8～重6（9，

　　　　　1968）

K3H　エネルギー産業

　電力業の設備投資計画一LPモデルによる一接近一一；調査月報（開銀）　　17

　　　　　　　（5），　1～36　（8，1968）

※原子力委員会：原子力白書　昭和42年度〔第12回〕，東京　大蔵省印刷局　9，

　　　　　　　1968．205P，　￥400

※原子力問題研究会：原子力政策を衝く一民社党佐々木良作議員論集＿東京　同

　　　　　　会4．1968．U．555P．
※　白本エネルギー経済研究所：石炭市場の変化と炭田一一石炭産業合理化分析　1－一，

　　　　　　東京　同所　　9，1968．69p．　　〈研究報告　面10）

※日本エネルギ・一経済研究所：戦後わが国石油市場における石油製品価格の変動と市場

　　　　　　秩序の変貌，東京　同所　8，了968．162p．　（研究報告　ノ16◇）

※日本原子力産業会議：原産年次大会議事録　第1回　1968年2月，東京　間会議

　　　　　　　9．1968．　236p．　　￥2，000

※日本原子力産業会議：原子力年鑑　1968年版，東京　同会議　8，1968．

　　　　　　　610p．　「茎iW800

　日本のエネルギー問題　政策の方向と原子力の将来；通商産業研究　］6（ろ），2

　　　　　　～］63　（8，1968）

エネルギー需給の現状と見通し

エネルギー政策の課題

西欧諸国のエネルギー政策

原子力発電の経済性

原子力発電所の安全性と立地問題

原子力機器産業の現状と問題点

将来におけるエネルギー資源問題

総合エネルギー政策の歩み

く資料1＞

＜資料2＞

＜資料3＞

富岡　馨

坂本春生

嶋田勝弘

越川文雄

野口弘太郎

公文　征

木下博生

富岡　馨

総合エネルギー調査会委員名簿

P．2～19

p．20～41

p．42～64

p．65～8ろ

P．84．～104

P・］05～127

p．128～1ろ8

P．159～160

P．162～167
総合エネルギー調査会原子力部会中間報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p●168～］72

総合エネ〃ギー調査会原子力部会中間報告

参考資料　　　　　　　　　　　　　　pパ73～177
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　　　　　　＜資料4＞　総合エネルギー調査会ガス部会小委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．178～181

※石油・ガス調査会：LPガス資料年報　1968年版　Vo工4，東京　石油化学新

　　　　　　聞社　8．1968．241董）．　箪5．0〔｝0

　高宗昭敏：炭鉱再建への構想一一炭鉱国有化を提案する一；資料　平和経済（86），

　　　　　　29～44（8ヵ］968）

　K3」　運輸交通

　粟野長七郎：通運労働論（1）；輸送展望（75），55～70（8，1968）

　東　健一郎：海運労使の昭和45年度労働協約改定交渉経過；運輸調査月報　り0

　　　　　　　（4），　23～53（7，1968）

　千明幹尚；渡辺　貢：景気調整下における輸送量の動向（昭和45年度）・一計量経

　　　　　　済モデ〃による予測値にもとついて一；輸送展望（75），9～55

　　　　　　　（8夕1968）

※道路総覧刊行会：道路総覧　1969，東京　同会　11，1968．1087p．

　　　　　　￥6．000

※海事産業研究所：海運投資と財務構造，東京　同所　9，1968．186p．（調査

　　　　　　　シリーズ　68－9）

　角本良平：これからの交通政策く一）；公営評論　　13（9），57～66（9，

　　　　　　　1968）

i※機械振興協会経済研究所：航空交通の現状と将来，東京　同所　6，1968．152p．

　　　　　　　（経済研究資料　42－－D・－1）

※神戸大学附属図書館六甲台分館：住田文庫目録，神戸　同館　1968．144p．

※神戸市企画局調査部：広域港湾の開発と発展　ポート・オーソリタパの可能性を求め

　　　　　　　て　明治100年記念講座，神戸　同部　10，1968．589p．

　　　　　　　目　次

　　　　　　　1　広域港湾の当面する役割と問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　肇　　　p。1～23

　　　　　　　2　広域港湾の開発に果す行政と企業の役割

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加納治郎　　　p．25～5ろ

　　　　　　　5　広域港湾経営のあり方　　　　　北見俊郎　　p．55～9ろ

　　　　　　　4　海運の合理化から見た港湾管理　　松本一一郎　　　B95～126

　　　　　　　5　広域港湾における流通ダーミナルと港湾運送

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中西　睦　　　孔127～158

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一伯5－一
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大湾港の発展に必要な施設はなにか

　　　　　　　　　　　　　　　栗栖義明

広域港湾と地域關発　　　　　　冠地俊生

大湾港の実現と交通体系　　柾幸雄

経済発展と港湾管理の動向　　　是常福治

大阪湾ポート・オーツリティ問題

　　　　　　　　　　　　　　　東　　寿

港湾と世界貿易センター　　　　松本　学

大阪湾開発のあり方　　　　　小合物生

ベイエリアの発展に果たす都市の役割

　　　　　　　　　　　　　　　水谷頴介

P．159～203
茎）．205～225

茎）．225～256

p．257～277

P・279～ろ05

p．305～521
p．52る～3”54

P．ろ55～589

　航空貨物輸送の現状と将来；調査月報（開銀）

※航空政策研究会1長期航空政策の展望と課題（中間報告）一昭和六〇年を目標とす

　　　　　　る一，東京　同会　8，1968．81p．　（航研シリーズ　，妬17）

　国鉄再建をめぐる諸問題　今までの歯鉄　これからの国鉄（公企研セミナー）：出席

　　　　　　者　磯村英一；細野日出男；高橋秀雄；岡部史郎；金子佐一郎；前田　清

　　　　　　　；長瀬恒雄；公営評論　15（9），16～56（9，1968）

　小西是夫：阪神高速道路の意義とその展望；不動産研究　10（ろ），15～25

　　　　　　　（7，1968）

　幸尾保之：私鉄経営の現状；金融ジャーナル　9（8），74～79（8，1968）

　交通事業の経営展望：運輸と経済　28（9），27～63（9，1968）

　　　　　　民営鉄道　　　　　　　　織田憲吾　　　沿．27～58

　　　　　　パス事業　　　　　　　　福島真義　　p．59～47

　　　　　　　トラック事業　　　　　　武藤儀一　　P．47～54

　　　　　　航空事業　　　　　　　　津崎武司　　　p．55～65

　　　　　　　　　　　　　　　　　－106－一

近畿圏整備に果たす大阪湾ポーパ・オーソリティ

　　　　　　　　　　　　　　　米花　稔　　　ロ．391～42◎

自由港にっいて　　　　　　　柴田銀次郎　　p．421～452

大阪湾と瀬戸内海の開発と発展

　　　　　　　　　　　　　　　中1目以良　　　　　p．45ろ～472

港湾の経営形態にっいて　 秋山竜　p．4ア5～513
欧米のポート・オーソリティとわが国の港湾管理

　　　　　　　　　　　　　　　矢野　剛　　　夢．515～561

座談会「ポート・オーソジティの可能性を求めて」

　　芦原義重；原口忠次郎；司会　牛尾吉朗　　p．565～583

　　　　　　　　　　　　　　17　（4），　3～29　（7パ968）



　増田信雄：パシフィプク・ケースにっいて；運輸調査月報　10（4），13～19

　　　　　　　（7，1968）

　松井達夫：都市計画と交通；運輸と経済　28（10），2～7（10，1968）

　松本　巌：運輸行政政策部会報告にっいて；運輸調査月報　10（5），21～45

　　　　　　　（8，1968）

※モーリング（M◎hring，　Herbert）；ハーウイツツ（Harwitz，Mltobe11）

　　　　　　　1道路経済学一便益の分析，松浦義満訳，東京　鹿島研究所出版会

　　　　　　7，1968．　vi，210x）．　　1hζ1，400

　　　　　　原書名　Hlghway　Benefits．　An　Analyカical　Fralne・－

　　　　　　　　vr◎rk．　Eva刀sも◎ロ，　ま11．．1962．

　根津嘉一郎；通勤輸送に苦しむ民営鉄道一望まれる抜太的な助成策一；エコノミ

　　　　　　スト　 46（三～8），　72～76　（17，9，1968）

※日本海上コンテナ協会事務局：コンテナ船の経済性に関する一考察，東京　同会　8，

　　　　　　　1968．2◎p．　（資　一般　1フ）

※日本航空工業会二航空工業年鑑　昭和45年版，通商産業省重工業局；運輸省航空局

　　　　　　　；防衛庁装備局監修，東京　同会　5，1968．U．894p．

　　　　　　￥1．800

※日本国有鉄道監査委員会：日本国有鉄道監査報告書　昭和42年度．東京　同会　7，

　　　　　　　1968．　244p。

※日本国有鉄道鉄道図書室：交通・鉄道関係　雑誌記事索引　昭和42年版，東京　日

　　　　　　本国有鉄道総裁室文書課　5，1968．vi，296p．

※日本交通学会事務局：都市交通の諸問題一交通学研究1968年研究年報一一，東

　　　　　　京　　運輸調三蛮i局　　　10，1　968．　55　1p．　　￥1，300

　　　　　　　目　次

序

第1部

　　　　　　　　　　　　　　島田孝一

都市交通

都市成長と都市交通　　　　　角本良平　　　p．1～50

都市交通の基本問題一その経済的側面一一

　　　　　　　　　　　　　　岡野行秀　　　p．5奄～54

都市交通・都市計画と土地政策

　　一ニュータウン建設問題に関連して一

　　　　　　　　　　　　　　赤堀邦雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．55～69

衛生都市の交通一一高槻市営交通事業の問題点一

　　　　　　　　　　　　　　中西健一　　　p．71～102
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第2部　一般研究

　　　　近代的交通資本の形成　　　　池田博行　　　p．10ろ～124

　　　　流通センターの太質と問題点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷本谷一　　　克125～145

　　　　価格問題としての道路混雑

　　　　　　一一公共道路料金論にっいてのノー一トから一一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田元也

　　　　　　　　　　営業用トラック運転手の賃金実態分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村尾　質

　　　　　　　　　　交通事故と罰則問題　　　　　古西信夫

　　　　　　　　　　海運業の国際収支改善効果について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東海林　滋

　　　　　　　　　　はしけ運送の成立と変革　　　今野修平

　　　　　　第5部　学界展望・書評

　　　　　　　　　　戦後のわが蟹における交通経済理論の歩み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田浩之

　　　　　　　　　　佐波宣平博士還暦記念論文集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　増井健一

※日本船主協会：準備金方式による特別償却制度，東京　同会

　　　　　　　（海運資料　孤90）

※日太船主協会1日本船主協会20年史．東京　同会

※日太船主協会・広報委員会：船協海運年報　　1967，東京

　　　　　　　216P．

　西B太の交通問題；週刊東洋経済（ろ427），71～84

　　　　　　モータリゼーシヨンのなかの都市　　　榎並公雄

　　　　　　西日本交通体系のビジョン　　　　　　吉野正治

　小合劫生：近畿圏整備と交通；運輸と経済　28（10），

　小口喜久二：首都圏計画と交通；運輸と経済　28（10），

　　　　　　　で968）

　大森一二：都市交通事業に対する考え方；連輸と経済　28

　　　　　　　↑968）

　　　　　　51P．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一で08一

x）．145～161

ρ、］65～20◎

p．201～220

ヌ）●22］～241

p．24三5～266

　　　　　　　　　　　　一一故佐波宣平著『交通概論』をφ心としで一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕）．267～278

　　　　　　　　　　　　　－一一「現代日本の交通経済」について一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　董）●279～284

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，1968．　44p．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7、］9686929p．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同会　7，1968．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28．8，り968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．72～78

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ．79～84

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40～50　（10，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32～ろ9（10，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10），8～15（10，

※労働省職業安定局1造船産業における雇用の動向と問題点，東京　同局　5，1968．



※佐々木周一：海運の諸問題　第5輯一私の見方考え方一一一，東京　著者　7，

　　　　　　　了968．　224董》．

　高村忠也：コンテナによる複合一貫輸送にっいての一考察；国民経済雑誌　118

　　　　　　　（5），　55～52　（9，1968）

　高柳　暁：大都市交通の再検討；公営評論　15（6）．4～11（6，1968）

　竹中龍雄：地方公営交通企業の基本問題；運輸と経済　28（9），17～25（9，

　　　　　　　1968）

　田中文信：貨物輸送革薪と物価問題；公営評論　B（9），4～］5（9，1968）

　田中文信：躍鉄の財政再建策について；公営評論　］5（2），4～21（2，1968）

　田中稲四郎：外航船舶建造融資利子補給制度の継続にっいて；運輸調査月報　10

　　　　　　　（4），　8～12　（7，1968）

　寺嶋　潔：第2回UNCTADにおける海運・観光問題；運輸調査月報　10（ろ），

　　　　　　　51～54（6．1968）

　寺尾晃洋：公営交通の財政再建とその将来；公営評論　15（5），4～17（5，

　　　　　　　1968）

　戸田正之：昭和4ろ年度運輸省所管事業設備投資計画諦査にっいて；運輸調査月報

　　　　　　　10（5），　46～57　（8，1968）

　統計調査部調査解析課（江口　肇）：貨物地域流動調査について；運輸調査月報

　　　　　　　10（5），　1～20　（8，1968）

　　統計調査部調査解析課（宝谷有毅）：運賃変動の価格波及分析；運輸調査月報　1◎

　　　　　　　（4）自　1～7（7，1968）

　　都市と港湾（特集）；都市問題研究　28〔7），ろ～121（7，⇔68）

　　　　　　　内容は分類K25の同論文を見よ

※運輸省：運輸経済年次報告一一一解決を迫られる大都市交通一一昭和45年度，東京

　　　　　　　大蔵省印刷局　10，1968．’15，527p．　￥620　（表紙　運輸

　　　　　　　白書　昭和4ろ年度版）

※運輸大臣官房審理官室：運輸審議会半年報　昭和四十二年七月～十二月．東京　同室

　　　　　　　〔］968〕　156P．

※山田直匡：お雇い外国人（4）　交通，東京　鹿島研究所出版会　8，1968．

　　　　　　　2　12，7p．　　「》｛480

染郵政大臣官房文書課：郵政要覧　昭和四十三年度，東京　同課　11，1968．15，

　　　　　　　ろ47P．
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K3K　通　億　業

力石定一二電々公社にモノ申す一不合理な値上げと足りない経営努カー；エコノ

　　　　　ミスト　46（43），70～75（22，10，1968）

K3L　サービス業

　　　　　　　　　く※観光産業総覧　　69，東京　観光産業研究所　　10，1968．16，707p．

　　　　　　￥5，000

　雇用統計課（小泉南男）：ナービス業における雇用と賃金一毎月勤労統計調査付帯

　　　　　　サービス業調査を中心として一一；労働統計調査月報　20（8），10

　　　　　　～14（8，1968）

※日太経済調査協議会：観光事業の発展と経済成長，東京　同会　6，1968．40p．

　　　　　　　（日経調資料　68－10）

※日太経済調査協議会：サービス経済への展望，東京　同会　11，1968．15，

　　　　　　385．99p．　　（言周査報告　 68－5）

　　　　　　目　次

　　　　　　要約と提言

　　　　　　序論経済活動におけるサービス部門の意義

　　　　　　総　論

　　　　　　第1章サービス産業の生産性推計に関しての模型的考察

　　　　　　第2章　サービス産業の賃金・雇用の動向

　　　　　　第3章　サービス産業と産業分類

　　　　　　第4章　成長する研究開発・情報サービス

　　　　　　各　論

　　　　　　第1章　商業サービスとその生産性

　　　　　　第2章運輸サービス

　　　　　　第5章　マスメディアー広告サービスの生産性を中心として一

　　　　　　第4章　政府・公共サーピスー国民福祉面からみたその生産性一

　　　　　　第5章　教育サービスとその社会経済的効果

　　　　　　第6章　医療サービス

　　　　　　第7章　サービス業の実態

　塩田正志：「観光経済学」の基礎概念と方法⑪）；国際商科大学論叢（2），ろ5

　　　　　　～ろ9　（7．1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－110一



　谷沢　一：観光労働法一観光業の労務管理一，東京　国際観光旅館連盟　11，

　　　　　　1968．　4，154p．

　寺嶋　潔：第2回UNOTADにおける海運・観光問題；運輸調査月報　10（5），

　　　　　　ろ1～54　（6．1968）

　L　企業　　経営

　浅沼萬里：分権管理と潜在価格；経済論叢　102（↑），45～64（7，1968）

　米花　稔：科学産業とリサーチ・パーク；国民経済雑誌　118（4），70～86

　　　　　　　（10，1968）
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　三宅太郎：公企業の合理化；公営評論　15（7），4～13（7，1968）

†宮太又次：明治初頭における小野組の生糸貿易と経営機構の改革，「対外関係と社会

　　　　　　経済　森克己博士還暦記念論文集　9，1968」p．469～492
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一 114一



※野日祐編：三井コンツェルン経営と財務の総合分析，東京新評論6，1968．
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※通商産業省企業局：わが国企業の経営分析　昭和42年度下期，東京　大蔵省印刷局

　　　　　　　9，　1968，　1　72p．　　　￥90　0
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　　　　　　　ゼ680

　　和田任弘：ろ0年代の技術革新と企業成長→一一大企業］000社の変せん・一一；証券
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P．55～62
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P．74～79
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特集5　賃金決定メカニズムの理想と現実

　　賃金決定・所得政策における政府の役割
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　　日太の賃金決定メカニズム　　　　小池和男　　　ゆ．126～］5ろ

物価安定と経済成長一所得政策をめぐる諸問題一一

資料⇒物価、賃金・所得、生産性研究会報告書要旨

賃金総覧 1968年版；週刊東洋経済（3451），1～504

この大幅賃ヒげはいっまで続く　　　　石崎唯雄

賃金体系の合理化と今後の方向

　　再編年功制賃金への展望　　　　　加藤尚文　　　p．11～20

　　主要企業の賃金担当者はこう考える〔アンケート〕

P．1ろ4～160
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※古1締．

　　高賃金時代の体系の考え方（補足討論〕

国際的にみた賃金水準の再評価

　　　　　　　　　　　　　孫田良平；川野広

賃金関連統計の見方・使い方　　　　　降矢憲一一

主要1000社の初任給とべ一ス・アップ

東証一部全上場会社の平均賃金と労働生産性

年齢、学歴別モデル賃金の長期推移く東洋経済調査〉

　　各機関調査にみる労働統計集

　　激動した戦後24年の労働日誌

昇；村上　清：退職金・年金・東京　日本労働協会

　　（昭和45年度労働通信教育講座）

　　内容は分類F73の同書をみよ

沿．50～ろ窪

p．52～50

P．5］～56

p．57～80

p．8　1～1　44

　　P．　145～252

　　p．255～296
　　エ）●297～ろ04

8，　1968．145P．

　飯田経夫：所得政策導入の条件と含意；日太労働協会雑誌（1葦4），2～］2ζ9，

　　　　　　　1968）

　稲垣　寛’：利子率の期間別構造理論一期待理論の系譜的展望一；経済と経済学

　　　　　　　ζ25／24），　］61～227　ζ8，］968）

　石田英夫：賃金決定と一般組合員〔上）一鉄鋼労働者の意識蓋目査から一；日太労

　　　　　　働協会雑誌（115），9～16f10，1968）

※経済企画庁総合計画局：物価安定と所得政策〔物価・賃金・所得・生産性研究委員会

　　　　　　報告書〕，熊谷尚夫；氏原正治郎；尾崎　巌；小宮隆太郎；渡部経彦，東

　　　　　　京　経済企画協会　11，1968．421p．　ゼ650

　　　　　　目　次

　　　　　　　序　研究の目的

　　　　　　第1章　物価・賃金の上昇過程

　　　　　　第2章　物価上昇と経済福祉

　　　　　　第ろ章　所得政策の理論的基礎

　　　　　　第4章　諸外国における所得政策の経験とその評価
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　　　　　　参考資料
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　　　　　　　　2　研究委員会の経過

　小林良暢：戦後の剰余価値率；統計学ζ19），97～100（9，］968）

　ことしの夏季賞与にっいて；調査月報（東海銀行）　（25D，2～15（6，1968）
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　雇用統計課：小規模事業所の雇用・賃金一昭和42年毎月勤労統計労災特別調査の；

　　　　　　結巣概要一一；労働統計調査月報　20ζ7），1◎～14（7，1968）

※講座現代賃金論　1　賃金の理論，高橋党；高木督夫；金子ハルオ編，東京　青木

　　　　　　書店　 10．1968．ろ24．p，　苫ζ780
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　　　　　　　1　賃金論の展開方法　　　　　　　　金子ハルオ　　p．15～40

　　　　　　　‖　賃金の太質、一般的運動、形態　　金子ハルオ　　P．41～101
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※講座現代賃金論　3　国家独占質太主義と賃金政策，高橋　ラ忙；高木督夫；金子ハル

　　　　　　オ編，東京　青木書店　11，1968．558p。　￥780
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　　　　　　号）

　馬淵　透1利子・所得のくもの巣の安定条件のグラフ的一考察：金融学会報告（27），

　　　　　　　5～14（7，1968）
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※菅谷頼道1最低賃金制一一業者間協定方式から審議会方式へ一．東京総合労働研

　　　　　　究所　10，1968．vi，288p．　￥580

　鈴木幸夫：所得政策への政治的条件；週刊東洋経済G436），53～59（12，
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　為田大五郎：婦人賃金の国際事情；東北福祉大学論叢i（7），1◎7～148fろ，
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　　　　　　察一；駒沢大学経済学部研究紀要（26），29～42G，1968）

　M2　国民所得の支出　消費　家計　貯蓄　投資

※貯蓄増強中央委員会：貯蓄に関する世論調査　昭和4ろ年度，東京　同会　10，
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　　独身勤労者消費動向調査概要昭和43年5月調査；経済月報（経済企画庁）

　　　　　　　1968｛78）， 92～95
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　　　　　　　（長銀）　（107），15～21（4／5，1968）

　編集事務局：消費者保護基本法にっいて；食糧管理月報　20（9），50～34

　　　　　　　f9，1968）

※兵庫県企画部：兵庫県生活指標調査結果報告書，神戸　同部　5，1968．211孔
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※経済企画庁調査局統計課：都市消費水準指数の改正にっいて　昭和4◎年基準，東京

　　　　　　　経済企画協会　フ，1968．7ろp．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・－125－一
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　　　　　　経済研究センター会報（77），25～29（1，4，1968）

※黒田重雄：「わが国貯蓄f消費）関数分析の文献日録」，東京　・一橋大学経済研究所

　　　　　　数量経済研究プロジェクト　↑0，1968．19P．〈数量経済研究シジ
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　三橋　修1日常生活の論理に関するメモ；消費研究　6ζ1），49～55（9，
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※吉国二郎編著：法人税法〔実務篇〕　45年版，東京　財経詳報社　8，1968．

　　　　　　　2，10，1128，16p．　　「iiζ2，900

※吉国二郎；武田昌輔：法人税法〔理論篇〕，東京　　財経詳報社　8，1968．5，

　　　　　　　247　p．　　　「ilζ1，2　0　0

P　貨幣　金融　保険

安藤栄一：証券行政展開の跡（資料）；商経論叢（神奈川大学）　ろ（2），65～

　　　　　71（1，1968）

青木：日7k開発銀行；調査（161），1ろ～23（ろ．1968）

青木：日本輸出入銀行；調査（162），15～26（4，1968）

青木：農林漁業向政策金融；調査（で63），21～57（5，1968）

青木二政府系中小企業金融機関；調査（164），11～20（6，1968）

天利長三：金融再編成への疑問一それに着手する以前に二っの重要な仕事が残され

　　　　　ている一；経済往来　20（8），35～46（8，1968）

有田一郎：ケインズの信用循環理論（その一）；経済経営研究（6），57～58

　　　　　（9，1968）

麻島昭一：十五銀行系の信託会社一国際信託の分析一本邦信託会社の史的研究

　　　　　（10）；信託（75），16～69（7，1968）

粟島　毅：就業構造の推移と生保外野；保険学雑誌（441），39～72（6，

　　　　　1968）
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　唄野　隆：利子率の期間別構造理論にっいて；金融学会報告（27），29～ろ8

　　　　　　　（7．1968）

　ダウ最高値後の波乱相場　株はまだ買えるか？（特集）；週刊東洋経済（54ろ6），

　　　　　　72～95　ζ12，10倉1968）

　独占分析研究会：三菱銀行（中）；（下）経営分析；経済（5ろ），189～205

　　　　　　　（9，1968）　；　（54），　216～255　（10，1968）

　藤沢一郎：引締め下の石1由化学金融；化学経済　15〈2），59～45（2，1968）

　藤田　晴二配当課税のあり方支払い配当一部控除法が適切（資本市場講座）；日太

　　　　　　経済研究センター会報（86），41～45（15，8，1968）

　船渡：金融機関の規模と経済性にっいて；調査月報（長銀）　臼07），ろ～11

　　　　　　　ζ4！／！5，］968）

　激動する公社債市場（公企研セミナ～）；出席者　大谷邦夫；坂野常和；平沢太郎；

　　　　　　前田四郎；奥田孝一；公営評論　15（6）．12～51（6，1968）

　後藤　猛：金融引締め下の公社債市場；公営評論　13ζ4），49～56（4，

　　　　　　　1968）

　林大造：フィスカル・ポリシーの問題点；金融学会報告（27），129～157

　　　　　　　（ヌ，］968）

※日高晋：銀行資本の理論，東京東京大学出版会　5，1968．2，268p．

　　　　　　　（東大社会科学研究叢書　28）　ぎ900

　　　　　　目　次

　　　　　　第一部　銀行資本

　　　　　　　1　理論の前提

　　　　　　　霊　銀行信用と銀行資太

　　　　　　　遭　銀行資太の組織

　　　　　　第二部　『資太論』における通貨論争

　　　　　　　I　r資本の前貸」の問題

　　　　　　　H　ピール条例の問題

　　　　　　付論　経済学の弁証法

　平沢貞昭：都市再開発・地域開発・宅地開発・住宅建設等に対する金融について一

　　　　　　金融制度調査会での検討資料を中心に一；不動産研究　］0（5），72

　　　　　　～90　（7・1968）

※平田　央：有価証券法史論，東京　清水弘文堂帯房　6，1968．2，∬，576p．

　　　　　　　（複刻版　初版　了95］年）　￥5，800

　本多新平：わが国の金融構造と金融政策の問題点；関西大学経済論集　18（2），

　　　　　　59～76（6，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一］52－一



※細野孝一：中小企業の金融問題，東京　有斐閣　7，1968．7，5，215．4P．

　　　　　　　（中小企業叢書　Xの　　￥850

　　　　　　目　次

　　　　　　第一一部　構造改善下の中小企業金融

　　　　　　　第一章　所得倍増計画での中小企業資金

　　　　　　　第二章　二重構造と中小企業金融

　　　　　　　第三章　構造変動下の金融

　　　　　　　第四章　構造金融の生態

　　　　　　　第五章　資太自由化と中小企業

　　　　　　第二部　中小企業の構造金融

　　　　　　　第六章　中小企業金融の構造的展開

　　　　　　　第七章　戦前・戦後の中小企業金融

　　　　　　　第八章　資金需要と中小企業

　　　　　　　第九章　中小製造業の金融分析

　　　　　　　第十章政府金融機関と構造金融

　　　　　　　第十づ章φ小金融公庫のあり方

　　　　　　　第十ご章中小企業信用補完制度

　飯田繁1マルクス紙幣理論の現代的視点；経済学雑誌59（5／4），1～50

　　　　　　　（10．1968）

　　飯田　繁先生略歴・著作目録：経済学雑誌　58ζ1／2），181～］94ζ2，

　　　　　　　1968）

　　伊奈健二1企業の資金調達と資本構成；証券経済（105），1～25（9，1968）

　　石田興平1金融資産間の代替ないし自由準備と金融政策の効果一一W．L．スミスの

　　　　　　　新理論の検討一；大阪大学経済学　18（1），1～50（6，1968）

　　伊丹正博：明治前期における地方私立銀行にっいて一長崎県三友銀行の場合一一；

　　　　　　　研究年報f香川大）（7），1～18（ろ，1968）

　　金野俊美：昭和50年度の個人金融資産の規模と構成にっいて；国民生活研究　7

　　　　　　　（7），22～51（8p1968）

　　葛西孝平：ケインズ「管理通貨」思想の原形一貨幣改革論」を中心に一一一；経済論

　　　　　　　叢　 102（2）ヵ 40～54（891968）
　　川合一郎：いわゆる金本位制の「ゲームのル～ノレ」にっいて；経済学雑誌　59（2），

　　　　　　　100～115　（8，1968）

　　木村拙二；白川文雄：資本取引の自由化と銀行の課題（第17回懸賞入選論文（第1

　　　　　　　類）1等）；金融（252），11～2り（ろ，1968）
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吉川義弘：わが国における社債の沿革；同志社商学　20（1／2）．687～704

　　　　　　（7，1968）

金融効率化の視点（第1回）～（第5回）；金融（255），8～11（4．1968）

　　　　　　；　ζ254），　8～11ζ5，1968）；　f255），　6～9ζ6，で968）

　　　　　　；　（256）g8～重1ぐ7，］968）；ζ257），2◎～2ろζ8，

　　　　　　1968）

　　　　　　（第1回）　金融効率化にっいて　　　　　田代一正

　　　　　　（第2回）　金融の効率化とは何か　　　　今井　勇

　　　　　　（第ろ回）　金融効率化をめぐつて　　　　翠川鉄雄

　　　　　　く第4回）　金融効率化論をめぐって　　　牧村四郎

　　　　　　（第5回）　金融効率化の周辺　　　　　　平井　卓

金融効率化と競争原理の導入（特集）；金融ジャー・ナル　9〈9），5～39（9，

　　　　　1968）

　　　　　金融効率化のための競争と合併　　　　一谷藤一郎　　p．6～12

　　　　　わが国、銀行聞の競争一一競争原理の導入一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山崎研治　　　　p．12～16

　　　　　わが国銀行間の競争　　　　　　　　　原　司郎　　　u．16～25

　　　　　銀行の規模にっいて　　　　　　　　　水野正一　　　　p．26～52

　　　　　金融機関の規模と効率性　　　　　　　　大和正典　　　　P．ろ5～39

金融再編成の全貌（特集）；週刊東洋経済（5454），5～55f1，10，1968）

　　　　　プロローグ　　　　　　　　　　　　　　　　　P．6～7

　　　　　なぜ金融再編成を進めるかで対談）

　　　　　　　　　　　　　　　　　澄田　智；熊太孫三郎　　　　p。8～15

　　　　　合併・転換・提携の成功例、失敗例　　　　　　　　　　ρ．14～25

　　　　　動き出すか日本の銀行大型合併　　　　　　　　　　P．26～29

　　　　　長短分離かデパート化か一一分野調整問題の展望一　　p．50～ろ6

　　　　　世論に敗れた英国三大銀行合併　　　　根津　学　　　　p．ろ7～45

　　　　　社債市場無視の再編成論をしかる　高橋亀吉氏に聞く　　p．44～49

　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　カ　　　　　アドバルーンのあがった　郵便局公社　ζ金融再編成の盲点①）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．50～52
　　　　　　　　パ　　　　　　　　カ
　　　　　悩める　肥満児　農協の新戦略（金融再編成の盲点②）　p．55～55

金融政策はきかなくなつたか；週刊東洋経済ζ5457），46～55（19，10，

　　　　　］968）

北島忠男二地方証券取引所にっいて；明大商学論叢　516／6），185～209

　　　　　（291968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一り54一



　小林清人1「転型期」の財政金融政策く上）；経営志林　5〈2），14～44《7，

　　　　　　1968）

　個人向け融資について；調査月報（東海銀行）（252），2～25（7，1968）

　国内経済課（湯野　勉）：円の対外価値f1）一その歴史的パースペクティブ；東

　　　　　　京銀行月報　20ζ9），4～25（9，重968）

　公取委取引課〔菊地兵吾）1拘束預金調査と問題点一一第八回調査結果を中心に一

　　　　　　；公正取引（215），29～55，45（9，1968）

　倉科忠夫：金融制度再検討の考え方一一広い視野に立っ議論の展開を一；週刊東洋

　　　　　　経済く三5429），　98～105（7，9，1968）

　林　善義：日本勧業銀行と明治の経済；名古屋学院大学論集パ5），96～122

　　　　　　（8，1968）

　町永昭五：銀行準備と金融政策一一グラフによる分析一；商学論究　16臼），

　　　　　　27～45（6．1968）

　松本：信用創造機能と貯蓄媒介機能について；調査ζ164），1～10〈6，1968）

　松本：預金金利自由化にっいての一考察；調査パ65），1～10f7．1968）

　松本高明1生保マーケティングに関する一考察一一行動科学的アプローチー；生命

　　　　　　保険経営　56（5），ろ～22（5，1968）

　松好貞夫：日太金融史；金融ジャーナル　9（8），37～41（8，1968）；9

　　　　　　　（9）P4◎～44（9．1968）

　三上隆三：近代的利子の歴史的性格ζ2）；経済理論臼04），69～86（7，

　　　　　　1968）

　三室孝之：最近の個人預貯金の動向一一増勢強める郵便貯金を中心にして一；金融

　　　　　　　（254），　17～28（5，1968）

　御園生　等二株式所有の形態と企業支配；唯物史観ζ6），5～19（8．1968）

　宮　　俊：大衆投資家論臼）　一「投資家不在」を検討する一一；証券経済臼02），

　　　　　　　1～11（2．1968）

　宮川浩一：わが国証券市場の発展段階；金融ジャーナル　9（8）．10～20（8，

　　　　　　　1968）

　三宅武雄：金融引き締めの中小企業金融に及ぼす効果一アメジカと日太の場合一

　　　　　　　；纏…済学論纂　 9（1），　1～34（1，1968）

　宮下武平：企業合併と銀行界；金融ジャーナル　9f8），5～9（8，1968）

※村上　清；楯　郁夫；平林吉久：企業保険　知識と応用，東京　近代セールス社

　　　　　　　10，1968．　8．2i～8p．　　茎50◎

　中村孝士：今後における金融政策のあり方；金融（259），8～12（1◎，］968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－155一



　中村孝俊：「時価発行」のねらいは何か一移行への条件と方法一；エコノミスト

　　　　　　　46r37），　52～58　〈10D9．1968）

　中沢康行：金融政策への反省と提言一量的調整を重視せよ一；エコノミスト

　　　　　　　46ζ58），　］4～20〈］7，9．］968）

※日太銀行調査局（Econ◎mi。　Re＄earoh　D醐artment　The　B戊nk

　　　　　　　of　Japan）：Catalogue　of　Forelgn　Books　図書目録

　　　　　　　く洋書の部）1948～1◇66（昭和25年～4了年）Vo1，∬（K～

　　　　　　　Z），東京　同局　1968．xv，579D．

※B本銀行調査局fEcon◎mlc　Re踵arch　Depa「七me雄　　The　B弧k

　　　　　　　◇王Japa刀）：Ca垣1◇gue　of智o㌍19捻　Books

　　　　　　　イacquired　from　J狐．1967　to　Apr．1968）　追加図書

　　　　　　目録r洋書の部）（昭和42年1月～45年4月），東京同局　1968．

　　　　　　　ユx，105P．

※臼太銀行調査局1日太金融史資料　昭和編　第二十二巻　金輸出解禁・再禁止関係資

　　　　　　料f三），土屋喬雄監修，東京大蔵省印刷局　10，1968．16，5，

　　　　　　80　2　pど　　　ヨζ2，000

　　　　　　　ζ土屋喬雄：「金輸出解禁・再禁止関係資料」　ζ三）解題　◎．1～16）

※日太銀行調査局：資金循環勘定応用表，東京　同局　9，1968．123耽　（調特

　　　　　　矧」特　 第3号）

※日太銀行調査局：追加図書目録和漢書の部　自　昭和40年7月　至昭和45年

　　　　　　4月，東京　同局　1968．X皿，561p．

※B本銀行政策委員会：年次報告書　昭和42年，東京　同会　5，1968．74p．

※日太経済調査協議会：金融機構の再編整備　総論の部，東京　銀行通信社　10，

　　　　　　　1968．　198p．　￥550

　　　　　　目　次

　　　　　　序　論

　　　　　　総　論

　　　　　　第一章　金融機構とその機能一本報告の対象一一

　　　　　　第二章　戦後における金融機構の再編成

　　　　　　第三章　昭和三〇年代における金融機構の変ぼう

　　　　　　第四章　四〇年代の新情勢と金融機関への要請

　　　　　　第五章　金融機構再編整備の方向

　西村　功：金融政策と財政政策の調整一ポジシー・ミックスの問題点一；金融学

　　　　　　会報告（27），B8～146（7，1968）
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　西山公久：わが国における生命保険の普及度にっいて；生命保険経営　56（1），

　　　　　　24～58（1，1968）

※野口　祐編：続　日本の都市銀行　東海　第一　勧銀　大和　協和　神戸　拓銀，

　　　　　　東京　青木書店　6，1968．268p．　￥680

　　　　　　目　次

　　　　　　　1　東海銀行　　　　　　荒川邦寿；山本　繁　　　p．15～57

　　　　　　　‖　第一銀行　　　　　　　　　　　　松本雄二　　　　p．59～］11

　　　　　　圃　日本勧業銀行　　　　　　　　　野口　祐　　　p．115～1ろ8

　　　　　　W　大和銀行　　　　　　　　　　　成田修身　　　p．1ろ9～174

　　　　　　V　協和銀行　　　　　　　　　　　荒川邦寿　　　p．175～205

　　　　　　VI　神戸銀行　　　　　　　　　　　藤村明秀　　　p．207～2ろ6

　　　　　　W　北海道拓殖銀行　　　　　　　　　山本　繁　　　　p．257～268

　岡本勝美：株価変動と個人の株式資産選択行動；証券経済（104），60～72

　　　　　　　〈6，1968）

　岡野鑑記：フィスカル・ポリシーの太質概念；商経論叢ζ神奈川大）　4ζ1），

　　　　　　　47～8◎〈6，1968）

※沖中恒幸1日太の金融構造、東京　第三出版　9，1968．445p．　ぎ1，200

　　　　　　　目　次

　　　　　　　はじめに

　　　　　　　第一章　資金循環構造

　　　　　　　第二童　産業資金の需給構造

　　　　　　第三章　金融制度の構造

　　　　　　　第四章　金融の地域構造

　　　　　　　要　約

　　奥田孝一：株価急騰の背景と効果；金融ジヤーナ〃　9（10），58～67ζ1◎，

　　　　　　　1968）

　　奥村　宏：戦後日本における株式所有構造・一一「相互持合い制」の展開とその矛盾一一

　　　　　　　　　；証券経済ζ了05），　24～41〔9，1968）

※大蔵省証券局年報編集委員会：大蔵省証券局年報　第6回　昭和45年版，東京　金

　　　　　　　融財政事情研究会　7，↑968．11，ろ41，72，37，29防

　　　　　　　￥3．000

　　大西達雄1農林申央金庫における漁業資金貸出の歴史にっいて；農林金融　21（8），

　　　　　　　51～58〈8，1968）

　　小野一一一郎：沖縄における日本円の消滅一一B円軍票のメカニズムー；経済論叢

　　　　　　　1◎2f1），　1～21　〈7，1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－157一



　　大坪徳次：公社債市場の諸問題；商経論叢（九州産業大）　8（5），1～25（5．

　　　　　　　1968）
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　　　　　￥680

　　　　　原書名　Tbe　Market　System．　N．　Y．，1966．

編集事務局：昭和45年産米の米価審議会の諮問および答申；食糧管理月報　20

　　　　　（9）．　16～20　（9，1968）

広岡治哉：私鉄運賃の値上げは妥当か一示唆に富む都の水道料金改定案一；エゴ

　　　　　ノミスト　46（38），76～79（17，9，1968）

星川順一：労働価値説と限界生産力；立命館経営学　6（5／6），55～72（2，

　　　　　1968）

飯田経夫：寡占価格の決定メカニズム（産業体制講座　寡占の経済学2）；日太経済

　　　　　研究センター会報（87），38～42（1，9，1968）

井上誠一：昭和45年産生産者米価決定の経緯にっいて；食糧管理月報　20（10），

　　　　　18～24（10．1968）

井上周八：「差額地代」と「価値」一白杉庄一郎教授のの所説に関連して一；立

　　　　　教経済学研究　22（2），1～55（7．1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　－144一
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　加藤寛孝：消費者物価と卸売物偲の砲離における「ウェイト効果」にっいて；商経論

　　　　　　叢（神奈川大）　4（1）自95～126（6，1968）

※川合一郎：インフレーシ宿ソとは何か一資本家社会にとって，インフレは必然か

　　　　　　現代インフレーシヨンのメカニズムを解明．東京　岩波書店　2，1968．

　　　　　　　216P．　（岩波新書）　冨150

　川勝昭平：農産物価格の国際比較にっいて；農林業問題研究　4〈3），1～8（9，

　　　　　　　1968）

※経済企画庁総合計画局：物価安定と所得政策〔物価・賃金・所得・生産性研究委員会

　　　　　　報告書〕，熊谷尚夫；氏原正治郎；尾崎　巌；小宮隆太郎；渡部経彦，東

　　　　　　京　経済企画協会　11，1968．42b．　ゼ65◎

　　　　　　内容は分類M1の同書を見よ

　小林好宏：寡占経済の動態分析一一弔；経済学研究（北大）　　18（2），67～

　　　　　　　12C｝（7，1968）

　公取審査部　大阪審査課く本田武史；中村欣二；三浦克哉）1大阪府のしよう油の価

　　　　　　格協定事件；公正取引（216），ろ1～35（10，1968）

　楠井隆三1価値理論の具体的経済理論への適用；経済学論究　22（D，21～ろ9

　　　　　　　ζ4，き968）

　楠恭雄：消費者物価指数のウェート改訂とパーシエ・チェック；中京商学論叢

　　　　　　　り5f2），　15～28　（9玲1968）

　間仁田幸雄：卸売物価の下方硬直性と生産集中度；公正取引く216），22～27

　　　　　　　（10．1968）

　　三沢嶽郎：国際貿易における農産物価格政策の役割；農業構造問題研究（24），

　　　　　　　42～49（59う968）

　　水谷一雄：自然指数再論；アカデミア　経済’経営学編（66／67），325～549

　　　　　　　〈5，1968）

　　永谷　清：価値形態論の抽象性；経済学季報　18ζ1），187～217（9，

　　　　　　　1968）

　　根津永二：戦後のインフレーシヨンと貨幣需要；オイコノミカ　5（1），85～

　　　　　　　94　ζ9．1968）

※日本銀行統計局二卸売物価指数の改訂等にっいて，東京　同局　1，1968．　1冊

　　西野　勉：宇野理論における価値論の内在的矛盾とその根拠にっいて一宇野理論と

　　　　　　　価値論（D－；経済論叢101（6），10◎～118ζ6，1968）
　　　　　　　　ぽ　　　　　　　　　　　　カ
　　野矢テツヲ：　生産価格　にっいての一考察；長野経済論集く2），16～ろOf3，

　　　　　　　1968）
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　大型合併と物価（月例シンポジウム　政策の経済学）：徳永久次；上野裕也；新飯

　　　　　　田　宏；司会　黒川　姥；日本経済研究センター会報（86），21～

　　　　　　31　（15，8，1968）

※ピッチフォード（Pltchf。rd，」．　D．）：価格変動とインフレーシヨンの理論，久

　　　　　　武雅夫監訳，大住栄治訳，東京　勤草書房　8，1968．206p．

　　　　　　￥1、000

　　　　　　原書名　AStudy　of　Cost　and　Demand　lnflation．

　　　　　　　　Alns七erdam，1965．

　坂下　昇：公益価格形成理論と道路料金政策；研究年報　経済学’2？ξZ／4・），16

　　　　　　～55　（6，1968）

※桜井　毅：生産価格の理論，東京　東京大学出版会　11，1968．vii，281，

　　　　　　vliip．　　￥1，200

※食糧庁：米価に関する資料。東京　同庁　7，1968．154p．

　杉野囲明：日本における金融政策の展開とインフレーションーその論争史的研究

　　　　　　　（∬）一；産業労働研究所報ζ46），40～64（10，1968）

　鈴木諒一：日太，ニュージーランドの物価水準の比較；三田商学研究　11f3），

　　　　　　1～22（8，1968）

　高橋正雄：公共料金問題の本質一都水道事業再建をめぐつて一；エコノミスト

　　　　　　46f39），42～49（24，9，1968）

　高橋正雄：なぜ引きヒげを助言したか一水道料金と革新都政一；週刊東洋経済

　　　　　　　（ろ432），　124・～128　f21．9，1968）

　竹林文雄：生糸価格の動向と今後の需給；農林統計調査　18（8），54～58

　　　　　　　（8・．1968）

　田中文信：貨物輸送革新と物価問題；公営評論　15（9），4～15（9，1968）

　統計調査部調査解析課（宝谷有毅）：運賃変動の価格波及分析；運輸調査月報　10

　　　　　　（4），　1～7　（7，1968）

　渡植彦太郎：使用価値の社会学；商経論叢（神奈川大）　4（1），81～94（6，

　　　　　　1968）

　牛嶋　正：オリゴポリーと法人税の転嫁；オイコノミカ　5（1），37～49（9，

　　　　　　1968）

　山田喜志夫：物価指数の基礎理論一価値形態論と物価指数一；国学院経済学

　　　　　　16（4），　78～95　（3，1968）

　吉田道夫：回帰分析からみた糸価格の決定要因；経済研究所季報f17），11～

　　　　　　30（8，1968）
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　R　経済変動

　力石定一：景気上昇局面の性格と政策一企業の自己金融力を調整せよ一；エコノ

　　　　　　ミスト　46ζ54），45～47（20，8，1968）

　百々　和：寡占と経済成長一一長期停滞理論の一考察一；神戸大学　経済学研究

　　　　　　年報f15），175～215ζ10，1968）
※フーラスチエ（Fourasti‘、　Jea刀）：技衛進歩と経済発展20世紀の大希望，

　　　　　　酒井一夫訳，東京　臼本評論社　10，1968．11i，259p．

　　　　　　冨1，200

　　　　　　原書名　De　Graロd　esp。ir　dUXXes途cle．　Paris，

　　　　　　　　Gallimard，　丁963．

　引締め緩和後の景気動向く経済四季報〉；別冊中央公論　経営問題　7ζろ），61

　　　　　　～77　〈9，1968）

　　　　　　引締あ緩和政策の背景く報告）　　　　池内得二　　　　　克61～65

　　　　　　討議　　　 出席者く司会）池内得二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日高　輝；藤野忠次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　前川春雄　　　　　　　　　　p．66～77

　平岡規正：投入産出分析と経済成長論；西南学院大学経済学論集　3〈1），1～ろ4

　　　　　　　f7，1968）

　星ハ1順一：余剰の経済的意味一斉一成長のvon　Neumannモデルに関して一；

　　　　　　立命館経営学　7ζ1），74～85ζ4，1968う

※池田勝彦：経済成長論一産業組織と経済成長一一，東京　中央経済社　11，1968．

　　　　　　　ろ，5，514P．　　￥1，20◎

　池田輝雄：成長モデルにっいて；国際商科大学論叢（2），27～ろ4（7，1968）

　実力っけた日本経済と今後の景気（4ろ年度第2回景気討論会）二竹中一雄；下村

　　　　　　　治；中村孝士伺会）；吉野俊彦；宍戸寿雄；日本経済研究センター会報

　　　　　　　（89），　2～14　（1．10，1968）

　　金森久雄：「大型景気」は長期持続する一両立する高成長と国際収支の大幅黒字一

　　　　　　　；エコノミスト　46（45），　ろ2～41　（29，10，1968）

　　川内富美夫；白川一郎：景気警告指標ζ試案）にっいて；経済月報（経済企画庁）

　　　　　　　1968（8）」42～55

　　木村吉男二巨視的モデ〃における最適成長理論：展望；オイコノミカ　5臼），51

　　　　　　　～65　（991968）
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　国際経済動向とわが国の景気（討論会）；吉野俊彦；金森久雄；飯田経夫；司会　大

　　　　　　津年正；調査月報（東海銀行）　〈246），15～26（1，1968）

　この好況の寿命を占うζ特集）：週刊東洋経済G428），24～ろ5〈31，8，

　　　　　　　1968）

　　　　　　①　日本経済の薪しい発見　　　　　　下村　治　　　　　克24～29

　　　　　　②　新しいタイプの景気変動　　　　　宍戸寿雄　　　　　p．50～55

　この好況の寿命を占う（特集）1週刊東洋経済（ろ429），24～5り（7，9，

　　　　　　　1968）

　　　　　　設備投資の急増を懸念一一内外経済の動向と国際収支の前途一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外山　茂　　　　　軌24～27

　　　　　　大型景気の基調は健全　　　　　　　　名島太郎　　　　　防28～ろ1

　　ミクロの景気を占う　明るいが企業格差は開こう（景気教室）：松太和男；（司会）

　　　　　　岸太昌弘；今井洋；日本経済研究センター会報ζ89），29～55

　　　　　　　臼，10，1968）

　宮崎　勇；川内富美夫：「景気警告指標」の有効性一科学的な政策運営のために一

　　　　　　；エコノミスト　46f58）， 21～28〈17，9，1968）

　水谷司鶴夫二景気警告指標は有効か；東洋経済統計月報　28ζ10），21～27

　　　　　　　（10，1968）

　森　啓子：独占と恐慌一一いわゆる自己回復力の喪失にっいて一；立命館経済学

　　　　　　　17（り），51～70（4，1968）

　森　重泰1カレツキの景気循環モデルにっいて；大阪経大論集（64），り～14

　　　　　　　f7，1968）

　永田智則二均整成長論と不均整i成長論；研究論集ζ駒沢大）　〈14），91～112

　　　　　　　ζ10，書968）

※ナカムラ（Nakamura．James　I．）：日本の経済発展と輿業，宮本又次監訳

　　　　　　；岩橋　勝；水原正亨；宮本又郎共訳，東京　東洋経済新報社　　11，

　　　　　　1968．　xxlv，252，1　1　p．　　￥1．200

　　　　　　原書名は分類K5Aの同書を見よ

　中村孝士：いざなぎ景気論一金融緩和後、急速に回復した日太経済の問題点とは一

　　　　　　；経済Z主来　 20（10），　45～51（†0．1968）

　20年後の日太経済はどう変わる一一総合開発計画が策定した青写真一一く特集）：

　　　　　　東洋経済統計月報　28f10），2～20（10，1968）

　新田政則：価格予想，貨幣利子率と経済成長一一一っの期間分析的接近一一；産業経

　　　　　　済論叢　ろζ1），1～44（6，1968）
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　野ロー・郎：生産・出荷からみた景気　今後もゆるやかに上昇ζ景気教室）；日太経済

　　　　　　研究セソター会報f88），；9～26（15，9。1968）

　大型景気いっまで続く　主役はなにか一引き締め緩和後の産業界一一；週刊東洋経

　　　　　　済fろ428），ろ6～45（319891968）

　大型景気の前途を占う一一内外の諸条件を分析する一ζ景気四季報10～12月）

　　　　　　：出席者　吉野俊彦；宮崎　勇；今井　勇；竹内一郎；エコノミスト

　　　　　　46（40），　14～51（1，10，1968）

　置塩信雄1不安定性の論理；神戸大学　経済学研究　年報（15），97～B7

　　　　　　　（10．1968）

　斉藤道愛：「資太の絶対的過剰生産」と「人日法則」　ζ上）一一「利潤率の傾向的低

　　　　　　落の法則」との連繋を中心に一；経済学季報　18（1），125～

　　　　　　　165〈9，1968）

　産業界は過熱に向かうか　市況産業からみた景気診断；週刊東洋経済ζ54ろ7），

　　　　　　76～85　ζ19，10，1968）

※佐々波揚子；経済成長と国際競争力，東京　東洋経済新報社　8，1968．xU，

　　　　　　　192p。　￥900

　　　　　　目　次

　　　　　　第1章　経済成長と国際貿易

　　　　　　第2章　国際分業の成立

　　　　　　第5章　価格競争力と輸出

　　　　　　第4章　経済成長と国際競争力

　　　　　　第5章　経済成長と国肉価格，国際価格

　塩谷；景気調整をめぐる諸問題；調査f163），1～20〈5，1968）

　宍戸駿太郎；星野進保；河野彰夫；秦泉寺昇；川名英子；平墳邦夫：短期経済予測バ

　　　　　　イロットモデルによる昭和45・44年度シミュレー一シヨン分析結果にっ

　　　　　　いて〈分析2＞；経済分析　付録（2），11～24（8，1968）

　昭和45年7～9月期の機械受注見通し調査；経済月報（経済企画庁）　1968

　　　　　　　（8），　87～88．

　杉山俊治：経済発展論における人口要因にっいて；アカデミア　経済・・経営学編

　　　　　　　（66／67），　157～174（5，1968）

※高橋亀吉；森垣　淑：昭和金融恐慌史，東京　清明会出版部　10．，1968．520p．

　　　　　　　（清明会新書　　1）　￥400

　　丹下博之：帝国主義段階における景気循環の変容をいかにとらえるべきか一一力石氏

　　　　　　　「複合循環論」の検討を中心に・一一；唯物史観ζ6），129～146

　　　　　　　（8．1968）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－149一



　戸田正志：公開市場操作の景気調整機能；アカデミア　経済・経営学編く66／67），

　　　　　　　19］～208ζ5β1968）

　　内野；大島：引締緩和と今後の景気動向一45年度下期，44年度経済の見通し一一

　　　　　　　；調査（167），T～16f9，1968）

　上野裕也：寡占企業の投資行動と経済成長（産業体制講座　寡占の経済学5）；日本

　　　　　　経済研究センター会報（89），64～69（1，10，1968）

　山田　貢：経済成長政策と労働力不足問題；統計学∩9），15～39（9，1968）

　山ロ　茂：恐慌史論序説r－）：商経論叢f神奈川大）　4（1）．1～45（6，

　　　　　　　1968）

　吉原：景気変動パターンの変化と外貨準備；調査f161），1～12（ろ，1968）

　S　国際経済

※阿部統；行沢健三：世界経済の再編成．東京筑摩書房　10，1968．v，

　　　　　　545p．　（経済学全集　2ろ）　冨700

　　　　　　別冊　共通エネルギー政策とヨーロッパ石炭鉄鋼共同体の「消滅」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　建　　　　P．1～14

　　　　　　　　低開発国の工業化と経済発展　　　倉又　孝　　　　　恥15～22

　アジアの経済構造と開発（国際会議）；日本経済研究センター会報f89），15～

　　　　　　28ζ1，10，1968）

　　　　　　会議参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　p．16～18

　　　　　　会議の経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3｝。19～2］

　　　　　　アジア会議を顧みで（座談会）

　　　　　　　　　　出席者都留重人；大川一司；石川滋；

　　　　　　　　　　　　喜多村　浩；（司会）大来佐武郎　　　　　　p．22～28

　福岡衛：化学品輸出と輸出カルテルの現状；化学経済　15（10），60～65

　　　　　　　（9，1968）

※外務省経済局：外資問題調査団報告書一一先進諸国にみる直接投資と技術一一，東京

　　　　　　同局　 4参1968。　171P．

※外務省経済局経済調査室：特恵のわが国産業・貿易構造に及ぼす影鑑東京　同室

　　　　　　7書1968．　1ろ51）．

※外務省経済局経済統合課：英国を中心とする英連邦貿易の構造変動とその日本への影

　　　　　　響一イギジスの8EO加盟問題を契機として一，東京　同課　6，

　　　　　　1968．120防　　（経統　第6号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－150・一



※イグナトウシユチェンコ（14rHaTy1ばeHKO，　C．K．）：日本資簿の海外進出，名島修

　　　　　　三；中村平八訳，東京合同出版　9，1968．292《x　蕊1．700

　　　　　　目　次

　　　　　　第一章　第二次世界大戦後の日本の外国貿易

　　　　　　第二章　日本独占体の対外貿易膨脹の手段

　　　　　　第三章　日本と先進工業資本主義諸国

　　　　　　第四章　 ε〕太と新興国

　　　　　　第五章　資本輸出と経済T援助」

　諌山　正：世界経済論の方法と課題について一一杉本昭七氏の見解にふれて一一；唯

　　　　　　物史観ζ6），146～157ζ8，］968）

　石川　滋：現代後進国開発論とアジアの農業問題；農業構造問題研究（24），2～

　　　　　　　15（5，1968）

　石渡誠三：外資導入の現状と諸形態ζその一）；金融ジャーナル　望（9），46～

　　　　　　51（9，1968）

※自由経済社：外貨ローン年鑑一1968年版一下巻．東京　同社　10，1968．

　　　　　　200，16p．　￥］、5◎O　佃刊貿易為替速報特集）

※重化学工業通信社：外国技術導入要覧ζ昭和45年版），東京　同社　3，1968．

　　　　　　870p．　　￥1．500

※科学技術庁：外国技術導入年次報告　昭和42年度（付）昭和42年度技術輸出の動

　　　　　　向，東京　同庁　9，］968．159p．

　加賀山国雄：低開発国に対すみ農業技術援助の方向と問題点；農業構造問題研究

　　　　　　　（24）ヵ　16～31（ろ，1968）

　紙谷　貢：開発途上国経済における構造転換の過程一アジア開発途上諸国の場合一

　　　　　　　；農業総合研究　22（51，1～56（7，1968）

　経済協力局政策課：何故わが国は低開発援助を行なうのか一援助がわが国自身に与

　　　　　　える利益一一・；外務省調査月報　1968（3）タ1～11．

　　小林英治；駒木　晃（財政金融調査室財政金融課）：南北問題に関する文献目録：レ

　　　　　　　フアレンス（212），77～87（9．1968）

　　小林義雄：日太の対中国資本輸出と帝国主義の成立；専修大学社会科学研究所月報

　　　　　　　（58），　1～12　（7，1968）

　　小島正興；金森久雄：国際収支の展望　先行き明るい国際収支（景気教室）；日本経

　　　　　　　済研究センター会報（88），8～11（15，9，1968）

※国立国会図書館調査立法考査局：レフアレンス文献要目　第11集〔資太取引自由化

　　　　　　　問題〕，東京　同局　　〔ろ，1968〕　‖，67P．　　（担当　藤井正夫；

　　　　　　　神戸辰雄）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－151一



　　国際通貨危機と日本経済（特別企画）1週刊東洋経済（5452），20～55（2，

　　　　　　　9，竃968）

　　　　　　　内容は分類82の同論文を見よ

　　久保新一：外国貿易の理論的研究にっいて（続）一レーニンの外国貿易の必然性に

　　　　　　　関する命題の検討を中心として一；世界経済評論　1’2（8），62～

　　　　　　　64　（9，1968）

　　呉　文二：最近の内外経済情勢　微妙な貿易収支の推移（景気教室）；日本経済研究

　　　　　　　センター会報く88）g27～31ζ15，9，1968）

　三原一潮：わが国水産物貿易の当面の課題；農林金融　21（8），璽4～21ζ8，

　　　　　　　1968）

　　三辺信夫：生産要素価格均等化理論の一考察一三財、二要素モデルにっいて一；

　　　　　　経済学雑誌　59侶／4），143～154臼0，1968）

　三沢嶽郎：国際貿易における農産物価格政策の役割；農業構造問題研究f24），

　　　　　　　42～49ζろ，1968）

　村上　敦1低開発国の交易条件と国際収支；神戸大学　経済学研究　年報伯5），

　　　　　　　零39～餐74　f10，1968）

※森博士還暦記念会編：対外関係と社会経済，森　克巳博士還暦記念論文集，東京

　　　　　　塙書房　9，1968．672p．　￥5、500

　村野堅志：妖しい風の中の友好貿易一貿易上の問題からも日中関係が自然に好転す

　　　　　　る兆はない一；経済往来　20〈8），270～275（8，1968）

　武藤正平：貿易における過当競争の問題ζ続）；エコノミア（ろ7），・127～

　　　　　　　146ζ～㌧4968）

　中西市郎：低開発国援助と国際収支；アジア経済　9（8），2～15（8，1968）

　　『南北問題の新展開』＝共同討論＝国際経済学会関東支部第4回大会・報告：座長

　　　　　　山本　登；大山道広；大畑弥七；小島　清；中内恒夫；赤松　要；板垣輿

　　　　　　一；川田　侃；東井金平；逸見謙三；渡辺利夫；石渡誠三；宮坂義一；原

　　　　　　　覚天；崎山昭治；世界経済評論　］2〈8），52～46（9，1968）

　　日本紡績協会調査部：統計からみたわが国綿製品輸入の動向；日本紡績月報（261），

　　　　　　55～74（9．1968）．

※日本CIOS協会：日本産業界の海外活動に関する調査　昭和45年，東京　同会

　　　　　　5．1968．48p．　（CIOSレポート　vo1．6，乃62）

※日太関税協会：貿易年鑑　1968，東京　同会　5，1968．442p．

　　　　　　￥1，800

※日太関税協会：実行関税率表　1968，東京　同会　5，1968．352p。

　　　　　　『￥5．ooo
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※日太経済新聞社1南北問題入門一一低開発国と日本一’〔増補改定版〕，東京　同社

　　　　　　　10，1968．276p．　（経済トピックシリーズ）　￥450

※大阪府立商工経済研究所：輸出貿易における中小工業の地位　昭和59年～42年1

　　　　　　月一9月，大阪　同所　3，1968，36p．（経研資料　妬45D

　押坂　晃；小山茂樹；石橋恒彦；国吉健一：地域別輸出関数；経済分析（26），

　　　　　　　111～136（8，1968，）

　押し寄せる外人投資の高波（座談会）二出席者　金田　博；正村賢一；細井幸夫；皆

　　　　　　木　肇；ζ司会）高橋佐介；週刊東洋経済（5丞52），108～115

　　　　　　　（21，9．1968）

牽ペトロフ，ドミトジ：日ソ交流一外交，経済、文化、親善，東京　ソピヱト週報社

　　　　　　　10，1968．　174p．　茎三～00

　桜井一一郎：為替レーパ変動効果の研究一為替レート切り下げの弾力性分析と吸収分

　　　　　　析一；明大商学論叢　52（1），47～86（9，1968）

※佐々波楊子：経済成長と国際競争力，東京　東洋経済新報社　8．1968．x11，

　　　　　　　192P．　￥900

　　　　　　内容は分類Rの同書を見よ

※産業構造審議会誕工業部会：重工業品輸出の問題点と今後のあり方，東京　同会

　　　　　　　10，1　968．　398p．

　　　　　　　内容は分類KろFの同書を見よ

　迫る資本自由化第二弾；エコノミスト　46（55），40～49（27，8，1968）

　　　　　　　＜1＞　「流通革命」をねらう外資一進んだ販売技術を武器として一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒lll－一郎　　　　　P．40～44

　　　　　　　＜2＞　危機感高まる中小企業一「深刻な影響」ある一七業種一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口正1康　　　　　p．45～49

　　柴田　裕：適正外貨準備にっいてのノー一ト；オイコノミカ　5（1）．95～105

　　　　　　　〈9，1968）

※新名政英：インド経済の現状と日印経済協力，東京　アジア経済研究所　9，1968．

　　　　　　　80p．　（研究参考資料　138）　￥250

　　真藤素一二不況期の金流入；立命館経営学　7（1），1～28（4，1968）

　　食糧を輸出する国，輸入する国〔討論〕：出席者　逸見謙三；杉崎真一；三沢嶽郎；

　　　　　　　枝広幹造；紙谷　貢；渡辺正男；農業構造問題研究（24），50～59

　　　　　　　（5，1968）

　　杉谷　滋：経済発展と農業問題；経済学論究　22（1），119～158〈4，

　　　　　　　1968）
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　低1掲発国問題；金融ジャーナ〃　9〈2），50・～55　ζ2ひ1968）

　　　　　　南北問題と日本

　　　　　　　　　一一特恵関税の供与をめぐって一　　岡　茂男　　　P．30～36

　　　　　　南北問題と日本経済　　　　　　　　　　　　舟木　凌　　　p．ろフ～42

　　　　　　特恵関税供与とわが国中小企業への影響　　中野　明　　　p．42～48

　　　　　　　アジアの経済発展と国際金融

　　　　　　　　一国連アジア経済研究所での講義と研究一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒田原渦一　　p．49～55

※津田　昇：現代外国為替論一外国為替と国際金融の理論と知識＿東京　千倉書

　　　　　　房　 491968．55552，54921p．　￥1．ろ◎0

　わが国の自動車ζ四輪車）輸出の現状と展望；通商調査月報臼46），1～55

　　　　　　　（　　1968）

　渡辺利夫：援助と輸出促進一戦後における対低開発国資太移動の一特質一一；アジ

　　　　　　ア経済　9ζ8），14～ろ4（8．1968）

　山田尚司：資本取引の自由化と銀行の課題（第1ア回懸賞入選論文（第1類）2等）

　　　　　　　；金融（252）．22～51（5，1968）

　山口；宮崎：現行為替平価の再検討；調査（162），】～14（4パ968）

※山口和雄；大内　力編：明治初年の貿易統計，東京　東京大学出版会　9，1968．

　　　　　　　v，217p．　（東京大学経済学部日太産業経済研究資料　5）

　　　　　　￥580◎

　山太繁縛：関税構造と保護の効果；関西大学経済論集　18（5），25～57（8，

　　　　　　　1968）

　山中豊国：日本の貿易商社にっいての一考察一一日本経済における商社論の方法一一

　　　　　　　；福岡大学商学論叢　15r1）．1～2ろ（6，1968）

　米里正明：国際流通経済の問題点《物的流通と交通価格》；運輸と経済　28（9），

　　　　　　　64～71　（9．重968》

　吉川光治：国内均衡と国際均衡一一リカードの比較生産費税と」・S・ミルの相互需

　　　　　　要説を中心として一；金融学会報告（27），64～7ろ（7，1968）

　吉川光治：国内均衡と国際均衡一一ジカードとジェイ・エス・ミルの所説を中心とし

　　　　　　て｛一ζ三）；横浜市立大学論叢　20臼），1～ろ0ζ9，1968）

　吉村正晴：現代の資本輸出；産業労働研究所報（46），1～19（40，1968）

　吉野昌甫：変動為替相場制にっいての問題点fその躬；金融経済臼11），47

　　　　　　～56（891968）
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ParL　：［工　　Foreign　Language　Li七e　ra七ure

C Economic　The　ory

」抽bo，工6hiro（神保一郎）：On
　　An　工n七roduc七〇ry　Analysis　－：

　　Ronsh宣（関西大学経済論集）

もhe℃ore　of　an　EcOnomy一

18（2），　105～112　（Ju．n¢　1968）

班nabe，　Shigeo（三辺誠夫）：　The　Keynesian　EconOm↓cs　in　the

　　Stockhoユm　School　：　A　Business　Cycle　Theory　by　Bertil
　　◎hlin　1933－lg37；Akademia（アカデミア）（66／67），51～77

　　（May　1968）

斗M◎rishi㎞a，』昼chio（森嶋通夫）；Saiもo，　M七suo（斎藤充夫）言

　　An　EconOmic　Tesも　of　Sir　John　Hickきs　Theory　of　Biased
　　Induced　Inven七i　ons，　「Value，　Capユtaユ戊　and　Grow七h．

　　papers　in　HonOur　of　Sir　John・Hicks。　　Ed．　by　J．　N．　Wolfe．
　　Ed‡nburgh，　The　Ur〕ive℃si七y　Pre　ss，　lg68」　　P．な15～なAU

1・ukui，　J血kichi（築井甚吉），，　ApPエicati・n・f　a阻rnPU・e

　　TheOre】頂　もo　Planning　f◎r　Ef£icienもAcc㎜u．latiOn　：

　　An　Example　for　Japan　；Econome七rica　36（1），　172～ユ86
　　（Jan。　1968）

斗Uzawa，1珪r◎bumi（宇’沢弘文）：　Time　Preference，　the　Con－

　　s㎜ption　Function2　and　OP迦㎜ムsset　Ho工dings．「Value，
　　Capital　and　Grow七h．　Papers　in　｝lon◇ur　of　Sir　John　｝Iicks．
　　Ed．　by　J．　N．　WOIf｛ら．　　Edinburgh，　The　Universi七y　Pre　s　s，

　　：L968」　　P．485～504

E2 Anaユysis。fもhe　Jap鋤ese　Econo町

妾Asahi　Shimbun　（Newspaper）：　　This　is　Japan　lg69．　　Tokyoカ

　　Asahi　Shimbun　Publishing　Co．ク　Sep七．　1968．　　395　P．

　　茎3戊OOO

今←Japanese　Government．　Economic　Pla㎜ing　Agency：Econo頂ic
　　Survey　o£　Japan　（1967－lg68）．　　TokyO，　「£he　Japan　Time　s，

　　L“しd．，　lg68．　viii，220p．￥2，（」00
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xina鴎Ry芸shin（南
　　Japarユe　se　Economy；　（

　　82（3），　380～402　（Aug．

亮進）：　　The　㌘urning　P烈inも　i捻　輻he

　ar病しerl　　J、ournal　of　Economics
1968）

6kiもa，　Sabu℃δ（大来佐武郎）：　Ja担がs蕊ew　G10bal　Ouもユook．

　　Trade　Fol「ows　七he　High　Growth　Rate；Round　Tab：Le　（232），
　　393～399　（Oct．　エg68）

Oki七㍉Sabぼ菅（大来佐武郎）Σ

　　Japan：

The

S七〇ckwinヵ　J．　A．　A．’：

Pacific　Affairs　4ユ（2）

Ryu㎞†s　Ec◎no商y鋤d
（》L），　11～2X　（Sep七．　1968）

エsJapan　a　p・白七一Marxξst　s・cidy？5
　　タ　ユ8与　198　（○ユ雄er　ユ968）

今←The　Sもruct）ure　and　Development　in　Asian　Economies．

　　Proceedゴngs　of　a　Conference　heユd　by　Japan　Econom嵐c
　　Re　sea℃ch・Cen七《自r　in・Sepもe砿）erタ　lg68．　　Tokyo，　七he　Ja声n

　　Ec　onomic　Re　search　Cen七er，・Dec．ユ968．　xi良i，407P．

Con七〔らn七s

Par七　：［His輻orical　Appraisal
Chap。
　　1．　An　ムspec七　〇f　Japan　f　s　Econo血ic　Deヤeユopmen七　千ごThe

　　　　　Rise。f　Capi七alism　and七he・Role　Qf　Agr］cuユ加re．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sh　ige　tく）Tsuru　　　　　　p．3－46

　　2．　　　　　　　　　亮

part
　　3．

4．

Par七

5．

Part
　　6、

1｛is輻ζ）rical　ApPraisaユ　：　Col◇niaユism　－　Pas七　a刀d

Pre　sent．　　　　　　　　　E．　L．　Wheeユwrighも　　P。47－87

工工　Sociaユ　Overhead　Capユ七aユ，

Social　C泣erhead　Capi七al　in　Asian　Ec◎nomiesひ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A】頂ar七ya　K秦　Se刀　　　　　　P．　9ユrl10

SOcial　Cverhead　Capiもaユ　and　Deveユopmβnも．
　　　　　　YOu　Poh　Seng　：　Stephen　H．　K．　Yeh　．　p．1工1－：L31

工工I　The　Rこ）ユe　of　Agricul七ure　in　七he　Process　of

　　　　Ec。nomic　Uevelopmen七

Agriou：L輻uぐal　Deve！op頂en七　a漁d　E己◎n◎拐dc　Deveユop頂ent

in　Malaysia・　　　　　　U・　A・Aziz　　　　　　　p．ユ35－179

ユV　工ndusLrializa七ion　and　E］mploy聰enも

Economic　（｝row七h　ar凪　Small　and　Medi㎜　Sized　En七er＿
prises　－一　｝「isもoric＆ユ　Ouも1ぐ）ok．◎f　Japan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Takafu　sa　Nakamur＆

　　7．　Growth　and　Unempユoymen七　in　Po　s七war　A　sia．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Harry　T．　Oh　ima

Paで七・V　Marke輻Mechanism　and　plamli刀g
　　8．Marke七Me　cha口ism　and．　IPIa随ing　＿　Goals　and
　　　　　エns七rumenもs　of　Ec◎nomic．Policy、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hiroshi　Kitamur＆

P．183－218

p．2：L9＿266

P．269－281
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　　9．　Agrarian　Re　form　and　i輻s　P℃oduc七iv　i七y　8f£e　cも　一

　　　　　工mp］4ca『しion　of　七he　Chine　se　Paむしern．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shige　n1　工shikaw’a　　p．”3ユ」トー358

par七V工　工mport　Subs七itu七ion　and飽（por七Pr㎝〇七ion　言
　　　　　　　　Trade　and　Deveユopmen七

　10．　1］己P◎rも　Sub　8七iねユもi◇n　and　EXpo　rも　P㍗omoもior1　：　Trad　e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　Amado　A●　CasもrO　　P．36：し一382　　　　　a砿　Develop随nも
parもV工工Aid　and　／Or　Trade

　：Lユ．　Japan　in　South　and　Sout）heas七　Asia　：　Trade　and　Aid。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sabur言Okiもa　　　　　p．383－407

F Main　Human　Agen七s。f　Econ。mic
and　七he　Economic　Environment

Ac七iv　itγ

F3 Ge　og　raphy

Suzuki3　Keisuke（鈴木啓祐）：AMe七h◎d　ofもhe　Sしaもiε．ical

麟＃斜a；摺，P㌫eぞ貴ul．R鵠Ke’za’R°ns遮

F5 Foユklore Religion Cul七ure　in　Gene　ra工

十Beユlar，　R・ber七N．，　Reflec七i。ns。n　the　Pr。七＄stan七E七hic

　　Ana：Logy　in　Asia．　　rThe　Proもe　s七ant　Eもhic　and　Moderniza一

　　もi◎n．AC◎mparaもWe　view．遥d．　by己．　N．　Eisensもadも．

　　New　Yorkタ3asic　Book2　エハcっ　Publishers21968」　P．243～
　　251

十Eise撤sもad七，　S．　H．：　　The　Pro七e　s七ant　E七hユc　伐he　sまs　in　an

　　Analy輻ical　aτ1d　C　ompa　ra七ive　Fra］mewOrk．　　「類he　Pro七es七an七

　　E七hic．and　Hoderniza七ion◆ACompara勾もive　View．　猛d．　by
　　S．N．　Eis6nstad七．　蚕Jew　Yorkタ　Basic　Bookク　エnc．3

　　Pubユishersタエ968」　P．－3～45
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F6 8duca七ion

Takahashi，　Seiichiro（高橋誠一郎）：　Educaもion
　　－29（1），　1～10　（Seや七．　］1968）

6f　Man　；

F7 Socie七y

今←Fukutake，　Tadashi（福武直）：Asian　Rural　Socie七y：

　　China，工ndia，　Japan．　Washi㎎ton，　University　of
　　Washington　Pre　ss，　1968．　xユv，207P．　＄6．00

F8 Politics Foreigh　Po：Licy

今←Yanaga，　Chitoshi　：　Big　Business　in　Japanese　Poユitics．
　　New　Haven，　Yale　Universi七y　Press，　lg68．　ix，371P．
　　（Yaユe　Studies　ゴn　Political　Science，　22）

COntents
ユ．　The　Se七七ing，

　　　Politics
2．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
」
4
r
）
6
7．

8．

9．

lO．

－．

Framework，　and　S七y：Le　of　Japanese

Organized　Business：　工ts　Character，　S七ructure　and

Func七ions
Organized　Business　and　七he　Governing　Process
The　Role　of　the　Bureaucracy
POIi七ical　Opera七ions　of　Crganized　Business
払n七i－Monopoly　PQ：L　icy　ξLnd　Governmen七一Busine6s

Coユ1aboration
Na七ional　A七cmic　Energy　Policy
Sζ、u七heas七　Asia　Reparations　Se七t：Lemen七

Uni七ed　こンしates－Japan　Par七nership
United　Sta七e　s－Japan．　Treaty

and　Security
The　1｜Unfinished1¶DemocraCy：

of　Mu七ual　C。opera七ion

今←Duus，　Pe七er　：　　party　Rivalry　and

　　Taishδ　Japan．　Cambridge，　Harvard
lg68．　viii，3ユ7p．
＄6．95

（1｛arvard　Eas七　Asian

Prob：Lems　and　proSpects

　Po：Li七ical　Change　in

　　　Universi七y　Press，
　　　　　　　　Series　35）
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Jansen，　Marius　B．：Japan　L・oks　Back；堕一
　　47（1），　36～50　（Oc輻．　工968）　　　　　　　　　　句

今電七〇ckwin，　J．　A．　A．　：　The　Japane　se　Socialist　Par『しy　and

　　Neu七ralis】田　；　A　s七udy　of　a　Poユi七ica］．　ParLy　and　i七s

　　Foreign　Policy．’　Carl七◇n，　Vicも〈＞ria，　Melbourne　Univ．
　　Pre　s　5，　ユg68．　’xv，197p．

G Socia：［and　Economic　System5

普Japan・　Econ◎mic　P工anning　Agency：　　Econom・‡c　and　Social

　　Developmen七Plan，1967・・工971＿T◎kyo，　Prinもi㎎Bure　au，
　　Minisもry　of　Finance，　Hay　lg68．　4，iiiβ199P．　萎80Q

J ReSσurces　of　Produc七ion

J3 Popula七i◎n

十Ha11，　Clarence　W．：

　　Exp：Losion．　「Read　ings

　　Economics．　・Ed．

　　Rinehar七　and　Wins輻on
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　wi七h

　　Copyrighむ’lg66　by　The
　　PP．　138～141）

by　｝｛e　inz　Kohler

permission　from　七he　March　1966　Readergs　Dige　st

How　Japan　S七〇pPed　its　Population、
　　in　Ec◎nomic　s．　An　工n七roducもion　七〇

　　　　　　　　　　　．　Ne『w　Y◎r｝ζ，　Ho1七，

　　1968」　　P・　5：L5陶518　　　（Reprinもed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　Reader書s　Digest　Assnり　Inc．

今㌣KeyfiLz，　Na七han　：　Flieger，　Wilheユm：　　World　Popula七ion層．

　　An　Analysis　of　Vi七aユ　Da与しa．　Chicago　5　ユ’he　University　of

　　Chicag◎　Press，　1968．　xi，672P．
　　」脅paτ19　ユ93　gw1963．　Pθ224～233
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J4 Labour

今←Ballon，’Rober七　J．：　　Employmen七，　Wages，　and　Ubor　Organi＿

　　za七ion　in　Japan　－　S七a七is七ic　al　Da七a　・一．　　Tokyo，　Soph　ia

　　Un‡versityラ　1968．　34P・　（Sophia　Universi七y・　Socio－

　　Economic　工ns七i七u七e．　工ndustrial・Reユa∋しions　Sec七ion
　　Buユle七irl　no．　17）　　￥350

今←Gene　ral　Councゴl　of　Trade　Unions　of　Japan　（Nihon　Rodo

　　Kumiai　Sohyogikai）：　This　is　Sohyo－　Japane　se　Worke　rs
　　and　Their　Strugg：Le　s　＿　1967．　　Tもkyo，　The　Counc　i1，

　　［lg69コ　　1ム4P．

工noue，　K．：　　Group　Training　in　Japan　；　工nterna七iona：L
　　Labour　Review　g8（1），　39～54　（July　lg68）

今←Japan．　Mユnis七ry　of　Labour．　］遍bour　Statistics　and

　　Research　Division（労働省大臣官房労働統計調査部）：　Labour
　　Words　Engユish－Japanese　Dicもionary（英和労働用語辞典）．
　　Tokyo，　Nikkan－R6dδTs口shinsha（日刊労働通信社）
　　Mar．　lg68．　253P．　茎　1，500

J5 Sc　ience　and　Techno：Logy

今←Prime　Minis七eir　l　s　Office．　Sc　ierlc壱　and　Techno工ogy

　　Age　ncy　：9Space　in　Japan　1968・　Tokyo，　Federat　ion，’oiρ

　　Economic’Organizations（Keidanren）・，　Aug．　ユ968．．　ユ55P．

K Produc七ion：’and　Piroduc七ive　Ac七iv　i七y

Kl Produc七ion　and　Produc七ivi七y

Sat言戊Ry≡芯（佐藤隆三）；Beckmann，　M．　J．：　Neutra1

　　工nven七ions　and　Produc七ion　Func七ions　；An　Addendum　；
　　Revコew　of　Economic　S七udies　35（1），　57～66　（Jan．ユ968）　；

　　35（3），　366　（July　1968）
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K2 工ndu8七riaユ　St，　ruc　ture Indus七rial　SyS七em

今ξYanaga，　Chi七〇shi：　Big　Busine：ss　in　Japane　se　Po二i七ics．

　　New　Haven’，　まa！e　Unive㌍siもy　Pre　ss，11968．’　ixヵ371P．

　　（Xale　S七ud　ies　in　Po3．　i七ioal　Sdienee元　22）

　　（For　七he　co刀tenも8虜　Se己　sam《自　it海m・in　手P8）

K3 Spe　c　ific　工nd1ユs七rie　s

K3A AgriOUユもure

今℃hino，　T◎monaga（千野知長）：　Fru　i七Cul七ure銃’Japan．
　　Tokyo，　Japan　FAO’As3σ¢iation，　】堕ar・．　ユg68．・、77p．

Eid七，　Robert　C．’：　Japane　se　Agricu1七u℃a：L　C◎1《）nizaもion　：

　　A　New　At七emp七　at　Land　Ope　n垣g　in　A　rgen七ina；　Ecαユomio

　｝　A」ト（ユ）タ　ユ～20　（Jan，；：L968）

Hayami，　Y正j　ir信（速水祐次郎）：　On七he　Japane　se　Experieno¢

　　◎f　Agriculもuraユ　Gro凝もh　－－　Review　Article　3　Rural
　　Economic　Problems　与（2），　79～88　（逼［ay　1968）

Henlni，　Ke　nzδ（逸見謙三）：TheAgr‡cuUUra1　Gap垣七he
　　Pacific－－Agricul七ure　in七he　PaCific・・Asia　Ecbnomic
　　工n七egraもi◎r1．；　Rural　ECon◎mic　Pr◎blems　ム（2），　2Lwムト5
　　（】さ｛ay　：L968）

Naka㎜ra，　James　L　l．The　Naka㎜ra　Versus七he班ES
　　Es七ima七es　のf七he　Grow七h　Rate　of　AgrユCulture　piroduc七ion　；

　　肋rata；Keizai　K鋤ky這（Hit。もSubashi　Univ．）（経済研究
　　（・一檎大））　lg（な〉，　358亀362　（Ocも．　1968）　：　20（工），　96　（Jar1．，

　　1969）

今←Organ　i6ation　fo　r　Economic　Co吟”ope　ra七iOn　and　Deve》［op臓enもξ

　　Agricul七uraユ　Proje　cti　ons　for　1975　and　lg85．　　Europe・

　　Nor七h　Ameでica・Japan・Ocean　ia．　Producもion　鋤d　Cons㎜pt　ion

　　of　Ma50r　Foods七uffs．　　paris，　OECD，　ユ968．　　128P．
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5ae呂usa，　Yoshiharu：　　「1’he　Transi七ion　Process　in　Cropping
　　Areas　：　Rura：し　Economic　Prob：Lems　A（2），　な6～60　（i匿ay　lg68＞

5himizu，　Ryδhei（清水亮平）：　1he　Applica七ion　of　Markov
　　Process　Hodels　in　t）he　Analysis　of　Agriculもural
　　Pr◎bユems：　Rux・al　Economic　Problems　与（2）3　ユw23　（May　lg68）

Takeuchi，　Ke　iichi（竹内啓一）：The　Changi㎎Agricul七ure
　　in　Areas　Underg◎ing　U℃banizaもi◎n　in　Japaロ　ー－　A　Case

　　S七udy　in　Kanagawa　Prefecもure　：　Hitψtsubashi　Journal　of
　　Ar七s　＆　Sc　ien¢e　9（ユ），　ユ2w34　（SepL．　ユ968）

K3F Manufac七u℃ing　エロdus七でie　s

十｝｛ong，　Won七ack：　　Industriaユiza七ion　and　Trade　in

　　藪anufae輻ぜre　s　：　「王he　Eas輻　Asian　Expe　rience．　　「The　Ope　n

　　Economy．　Essays　on工ntemaもionanrade　and　Fin鋤ce．
　　Ed．　by　Peter　B．　Kenen　and　Roger　Lawrence．　New　York，
　　Col皿bia　Universiもy　Press，　1968」　　p．213～23g

工nayamaフ　Yoshihiro　（1稲山≡嘉二寛）：　　Thξ…Iron・and　Stee1

　　1ndustry　Today　膓一　29（1），　22～47
　　（Sept．　ユ968）

K3H Ene　rgy　工ndu　s七rie　s

籾ake　i　3　Mtsu◎（武井満男）；Su捉ki，　Shinji（鈴木・写二）；

　　Kabuki，　Elamoru（株木　衛）：ConceptS　o£the
　　Econome　tric　Hodel　and　Examina七ion　of　its　Re　sults．

　　T（）kアo，　The　Insもiむu輻e　〈）f　Energy　EconOmy，　ユ968．　17，3P．

　　（SupPlemen七　to　Energy　in　JaparユNo．　5，　1968）
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L En七erprise Management

今←Minemura，　Shinkichi（峯村信吉）：　Depr6cia七i◎n　AccOun七一

　　ing　and　Economic　Analysis．　Tokyo，　SOciety　of　Business
　　and　CO㎜erce，　Keio　Universiもy，　lg68．　：L：L5P．　（Keio

　　Monographs　of　Business　and　Co㎜erce）

Nak姫ura，　Tsu七・mu（中村・精）：Bu・iness　C◎ncen七rati・n　in
　　Japan　：A｝（ademia　（アカデミア）　（68），37～82・（Se　pt．　lg68）

M 1）is輻ribu七ion　and　Cons皿Pもion　of

Na七ional　Inc　ome

Argy，　V．　：　　In七e　rnational　Co狙parisons　of　Rates　◎f　Change
　　in　Earning亭　；　O〔xford　Economic　　a　　rs　20（2），　218～229

　　（July　：L968）

苓Join七　C　ommi七七ee　for　Spr　ing　Sしrug9：Le：　V汲｝ite　Pape　r　on

　　Wage　s　1968含　　Toky◎，　Genera：L　Counc　il　of　Trade　Unions　of

　　Japan　（Nihon　Rod◎Kumiai　i30hyogikai），　Feb．　：Lg68．

　　な1，52p．　　（Sohyo　News　No，　26g）

今剖izoguch　i，　Toshiyuki　（溝口敏行『）：　　Personal　Savings　and

　　Corls1λmP七ions　in　Pos七・－War　Japan　（工工）．　　Tokyo，　Joint

　　Research　Projec七〇n　Quanもi七ative　Ec。nOぬcs，　The工漁sもi一

　　七u七eof　Economic　Reseaτch，　Hi七〇tsubashi　University，
　　Oc七・　lg68・　　31p．　（Technica：L　Paper　N◎．　43）

Noda，　Tsu七〇mu（野，田　孜）：　Comparisons　of　Level　of

　　Living．in　Japan鋤d　Seユec七ed　Asian　Coun廿ies；Rural
　　Economic　Problems泓（2），6ユ．～78　（May　1968）

P ｝40ney、　Finance　　工nSurance

9CHeir㌧　Manfred：　Sもruk七ur　des　Ba口kweserLs　in　Japan．
　　FrankfUrt　am　Main，　Fri七z　KnapP　Verlag，　：Lg68．　70p．

　　（S’しruk七urana：Lysen　aus1禄ndischer　Bank　systeme．　Hef七　ん、

　　Schrif七enre　ihe　de　s　工nSもiもu七s　fttr　Bank＿　1λnd

　　Kredi“もwirtschaf七　der　Freien　Universiし乞t吟しBerlin．．

　　Herausgeber　Professor　Dr．　Erich　Thiess）
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R EconOmi己　Fユuct）ua七ions

→田cOnomic　Grow七h．　哀↓e　Japan｛5se　Experience　since　七he

　　旭eiji　Era．　　Proc已《）dings　of　the　COnference　of　the　Japan
　　EconOmic　』毛e　5earch　Cenもer．　　Ed．　b）！Lawrence　Kle　in　ar｝d

　　Kazushi　ohkawa、、1｛Omew◎od戊　1ユ1．2R．　D、工rW戊n＞　ユ968・

　　xv，L2Ap．

Con七en七s

Par七
　　1．

2．

3，

ム．

5．

工．　：L9七h　Cenしury　and　Pr曾war

Po　sもwa℃　Japaζ1eseもGrowもh　irl

pec七ive：　　A’と）ecor邊．’LoQk．

　　　　　　Kazushi　Ohkawa　：　｝lenry　Rosovsky

Cons七ruc七iOn　Cycle　s

Characterisもics季　　　　Shδzabur6　Fuj　ino

pa七tems　of　lndus七ria1　Developm斑七．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y口ichi．Shiorldya

工ndUS七riali裟aもior㌧　Teehnoユ◎gical
Dua：L　S七ruc七ure．　　　　Tsunehiko　Watanabe

Techno：Logidal　Progre日s　in　Agricul七ure．
　　　　　　Yu3　iroまlaya坊しi　j　Sabur言］ζamada’

EconOmic　Grow七h
His二もdrical　・Pers＿

P．3－34
and　The　ir　］貰one「しaryLFinanc　ia1

P．35－68

Pro9℃ess戊

　P．69－10g

　　　and

p，110－：L3A

P．ユ35－161
　　6．　　　　　Foreign　7rade　and　Ec◇nomic　Gr◎w七h　頚　Ja】白an：

　　　　　工858－1937。

　　　　　　　　　　　Ma＄ao　Baba　～］）｛aoahiro　Ta七emo輻o　　　p．162＿196

　　　　　Trends　in　Leve：［「a垣　St＞ruo七篭λre　o£　C◇ns脇P七i◎n．　　7．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、5imon　Kuzne七s　　　　　　　p．：L97三242

　　　　　工工．Postwar　Economic　Grow七hPar七
　　　　　Fac七〇rs　f◎r　Rapid　EoonOmic　Gエ℃w輻h：　A　socia1　　8．

　　　　　・Accoun七i㎎ApProach．　Shinichi工ch血ura輻．2μ5－277
　　　　　Pa七七erns　and．Some　S七rucLural　Changes　in　Japan　l　s　　9．

　　　　　Pos輻war　工ndusもriaユ　Grσぬh．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ｛iyohe　i　Sh　in◎hara　　　p．278－302

　10．　Economic　Growth　and　Exports．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hisao　Kanamori　　　　　p．303－325

　1］．．　The　Fir且nci聴　of’七he　Public　Secもor．　in　Po日七war

　　　　　Japan・”　　　　　　　　｝｛ugh　T・　Paしrick　　　　　g　P・326－355．

12．The　Ro工e　bf七he　Gov臼㎜ent　in　the　Pos七wa℃
　　　　　Eoo捻omic　Devel◎P刀eτ1七　〇f　Japan．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shun七ar言Shishido　　　p．356－381

Par七X工1．釦㎜ary　Remarks
l3．　No輻eS　on　Japanls　EcOn㎝ic　GrOwもh．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Simon　Kuzhe七S　　　　　　　p．385一な22

　Program　of　th　e　Confe　rence　　　　　　　　　　　　　　　　　p．L23一ム24
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十Fa］．｝（us5　Malcoユm　E．：　　The　Beginnings　of　工ndustrial

　　GrOw七h　in　Russまa　and　Japan　Bef◎re　l9ユ与．　　「Read　ings　in

　　七he　Hi5七〇取　of　Economic　Growth．　　A　Sしudy　of　Successfu⊥

　　and　Pr◇］臼isユ1｝g　Begi㎜ings　of　Special　Ωelevance　fo数

　　S七uden七s　in　Under－developed　Cour1七ries．　Ed．　by　M．　E．

　　Faユkus．　Nairob　i戊．　Ox£ord　Universiも苫Pre　ss戊　lg68」

　　P．223w243

Ji血bo，　工chirσ　（神保一郎）：　工he　Op・し加㎜　Path　of　EcOno∬Llc

　　Grow七h；ansa＆Dai　aku　Keizai　Ronshロ（関西大学・経済論集）
ユ8（3），　ユ33舶155　（Aug．　ig　68）

給hibUya）Yukib（渋谷行雄）；YamaSh江a，　Sh敬chi’ （山下彰一）：

　　Foreign　Aid　and　Economic　Gr（河七h　of　Devel◇pi㎎Asian

　　Coun七ries．　T。kyo，　The工ns七iもu七e　of　Asian　Economic
　　Af£airs戊lg68．　ユ21P．　（工．　A．　E、．　A．　Occa繍ional　papers

　　Serie　s　No．　2）

5 The工n七ema七ional　ECOnOmy

十Hong，　Wontack：　　工ndu　s七rializa七ion　and　Trade　in

　　Manufac七ure　s　：　The　Easも　Asian　Experience．　　「The　Open

　　Economy．　Essays　on工ntema七ional　Trade　and　Finance．
　　Ed．　by　Pe七e℃　B．　Kenen　and　R◎ger　Lawrence．　　New　Y◎rk，
　　Co：Lumb　ia　Unive　r　s　ity　Pre＄s，　1968」　　P．213～239

今←Japan　Ex七e　rnal　Trade　Organizaもion：　Fore　iε（n　Trade　of
　　Japan　1968。　　Tokyo，　The　Organiza七ion，　［、Ocも．　1968コ

　　172P．

今÷J工T　In七e　rna〔しi◎nal，　工nc．：
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